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　本日、我々われわれ取材班がお邪魔じゃまするのは、祈いのりのクルルネルヴィアの大通りに面した古びた古物屋こぶつや。

　古物屋リリエール。

　国内に現存げんぞんする古物屋の中で最も長い歴史を誇ほこるこの古物屋には、クルルネルヴィアの歴史と共に歩んできた祈物れいぶつたちが多数販売されています。

　早速さっそく中に入ってみましょう。

「いらっしゃいませー！」

　扉とびらを開けた取材班を出迎えてくれたのはこの店の従業員、マクミリアさん。歳はおおよそ二十代前半くらい。茶色ちゃいろの髪かみと明るい表情がチャームポイント。

「古物屋リリエールへようこそ！」

　カメラに向けられるのは素敵すてきな笑顔。なんてキュートでラブリーなのでしょう。取材班はカメラのシャッターを切りました。

　本日の取材に使うカメラはその場で写真を現像げんぞうできる祈物。シャッターボタンを押した途端とたんに取材班の手元に写真が落ちました。

　できあがった写真を確認する取材班。

　画面へと笑顔を向けている彼女は祈物の専門家。

　本日のツアーの案内人である彼女に、まずはこの祈物とは一体何なのかを説明していただきましょう。

「いい質問ですね！」いえーい！　とノリノリの様子でマクミリアさんは答えました。「祈物というのは祈りがかかった物を指さす言葉です。この国には困こまったことがあると大聖堂だいせいどうで祈りを捧ささげて願う風習がありますよね？　祈物はそれらの祈りが付与ふよされた物のことをいうんです」

　なるほど。

　つまりこの店に置いてある物はすべて普通とは少し違う効果を持った物、ということでしょうか？

「いい質問ですね！」いえーい！　と再びノリノリでマクミリアさんは答えました。「その通りです！　うちのお店を含ふくめ、古物屋に置かれているものはすべて、祈りを叶かなえられたのちに持ち主の手を離れていった祈物たちです。ボクたち古物屋はこういう物を集めて、人々の生活の助けになるよう日夜活動しているんです」

　なるほど。

　そもそもクルルネルヴィア像に祈りを捧げても叶えられる確率はごくわずか。それならば新しく祈りを捧げるよりも既存きぞんの祈物を使いまわしたほうが効率よい、ということですね？

「いい質問ですね！」リアクションのレパートリーの薄うすっぺらさに苦笑にがわらいを浮かべている取材班に気づくことなくマクミリアさんは答えました。「その通りです！」

　しかも答えもぺらっぺら。取材班の顔から表情が消えた瞬間でした。

　店内にカメラを向けてシャッターを切る取材班。

　広々とした店内に並べられているのは傘かさ、鋏はさみ、櫛くし、壺つぼ、鏡かがみ、仮面かめん──一見いっけんするとただの古い物を寄せ集めただけのようにも思えます。

　しかし、そのすべてが祈りの力を宿した物なのです。

「ちなみにうちの店で扱あつかってるのは、誰でも使えるような安全で便利な祈物ばっかりなんですよ！」

　むん、とカメラに無理やり笑顔で写り込んでくる従業員のマクミリアさん。「うちの店で便利な祈物、買ってみませんか？」

　その祈物を写したいのにカメラを覆おおうのはマクミリアさんのお顔。取材班は困り果てながらカメラを左右に振りました。暗に『邪魔です』と言っています。

「？　いえーい」

　取材班に向けてピースをしてみせるマクミリアさん。通じていない。取材班は意思疎通いしそつうの難しさをここで実感しました。

　話は変わりますが、祈りのクルルネルヴィアには多種多様たしゅたような種族が集っています。獣人じゅうじん、人間、エルフなどなど。小さな島国の中、なぜ多くの種族が争うことなく平和に暮らすことができているのでしょうか。

　不便ふべんを叶える祈りがあるから。

　それも理由の一つといえるでしょう。

　しかし取材班は、思うのです。

　許しあう心──博愛精神はくあいせいしんが、祈りのクルルネルヴィアの人々の心に根付ねづいているのではないのか、と。

「いえーい！　見えてます？　このマッチの祈物、すごい効果があって、なんとこするだけで好きな幻覚げんかくが見られるらしいですよ！　お一ついかが？」

　肝心かんじんのマッチが見えないくらいに画面いっぱいに写し出されるマクミリアさん。

　博愛精神。

　取材班は胸の中でそんな言葉を唱えながらカメラを操あやつりました。

　それから何度もカメラを祈物に向けるたびに彼女は無理やり写り込んできては「これはですね──」と訳知り顔で説明を始めました。

　博愛精神。

「すみません、祈物の説明はもういいので店主てんしゅさんを紹介してもらえませんか」

　やっぱり諦あきらめました。取材班は遠回しに「カメラに近寄らないでくれますか？」と言いました。

「おっと、そうでしたね！」

　伝わったようです。マクミリアさんはお店の奥へと、倉庫そうこの中で作業をしていた店主さんを呼びに行きました。

　ほっと胸むねを撫なで下ろす取材班。

　まるでお勉強中の子どもを呼びに行くような気軽さで倉庫の扉を開けるマクミリアさん。それから奥おくに向けて二、三のやりとりを交わしたのちに、彼女は「さあさあこちらへどうぞ！」と手招てまねき。

「取材が来てるって話はもう伝えてあるんで！」

　ばばっと写うつしちゃってください！　とマクミリアさんは自信に満ちた顔をカメラに向ける。

　取材班はカメラを構える。

　そして、扉が開く──。

「まったく、何？　取材？　そんなことされるって話聞いてないけど──」

　不満そうに口を尖とがらせながら倉庫から出てきたのは世にも美しい赤髪あかがみの女性。あまりの美しさに気圧けおされてしまったせいか、シャッターを切るタイミングが少し遅れてしまいました。

　できあがった写真の写り栄ばえがいまいちだったのはそのせいでしょう。

「わあ、変な写真」

　横から見ていたマクミリアさんののんびりとした声が響ひびきます。なんとそこにあったのは、倉庫の扉の前で躍動やくどうする赤い影かげ！　ブレすぎてこれでは使い物になりません。

　取材班は店主のリリエールさんに謝罪しゃざいをしたのち、再度撮影を頼みました。

「はあ……まったく、何なの？」

　迷惑めいわくそうに顔をしかめる店主リリエールさん。多忙たぼうの中で呼び出されて迷惑しているのかもしれません。

　次こそは失敗できない──取材班は狙ねらいを定めてシャッターを切りました。

　できあがったのはデスクの上を躍動する赤い影でした。


「…………」



　今度こそ成功させますから、と取材班は普通に謝あやまった。

　三度目の正直です、と取材班はカメラを構える。

　しかし二度あることは三度あるもの。

　やはりできあがったのはカメラの中を飛び跳ねる赤い影でした。

「そんな……ど、どうして……？」

　ここにきて初めて愕然がくぜんとする取材班。頑張がんばっているのになぜか撮れない。まるで未確認生物でも追っているような気分です。

　これでは取材どころではない──取材班はその場で頭を抱かかえ、悩なやみ始めます。

　そんな最中さなかのことでした。

「はい、中断ちゅうだん！」

　取材班が顔を上げると、そこには深刻しんこくな顔をした者が一人。

　今回の取材の発案者はつあんしゃ。

　マクミリアさん本人でした。





◇






「もー！　まじめにやってくださいよリリエールさん」

　ボクは頰ほおを膨ふくらませながらリリエールさんを睨にらんだ。「そもそも今回の取材はリリエールさんの提案から始まったものなんですよ？　しっかり画角がかくに納まってくれないと困ります！」

　事ことの発端ほったんは今から数日前。

　いつものように紅茶こうちゃを飲んでのんびりしている時にリリエールさんが「古物屋の認知度にんちどを上げたい」とボクに相談してきたことに起因きいんする。

　正直に言うと古物屋リリエールをはじめとする祈物を扱う店の集客率しゅうきゃくりつはさほど高くはない。高くはないというか日中からのんびり紅茶を飲んでられる時点で暇ひまがすぎると言ってもいいくらい。

　だから恐おそらくは以前新聞社などで働いた経験のあるボクに、話題になるにはどうすればいいのかを尋たずねたのでしょう。

　もちろんボクは経験を基もとにこう答えたわけです。

「集客率アップしたいなら宣伝せんでん活動を頑張るしかないですね！」

　などと。

　認知されていなければ存在していないと同義どうぎであり、存在しない店には人が集まらないのもこれまた当然の話。

　つまり儲もうかるためにはまずは名前を売ることが大前提。

「というわけで古物屋リリエールへの取材を誘致ゆうちしましょう！」

　そんな流れでボクはお店の備品の中から祈物のカメラを拝借はいしゃく。素材として店内の状況をできる限り自然に写すことにした。

　取材班としてカメラを構えてくれたのはお友達の一人、フレイア。ちょうど学校帰りに古物屋に寄ってきたところをボクが捕つかまえてお願いした。

　彼女はボクの提案を快こころよく引き受けて、カメラを構えてボクとお店をぱしゃぱしゃ撮ってくれた。

「できあがった写真、見せてもらってもいい？」

「うん」

　頷うなずくフレイア。

　事件のあと、学校に復帰してかれこれ一ヶ月ほどになる。学園生活には馴染なじんできたようで、友達もできたと話してくれた。ボクに対しても敬語けいごを使っていたけれど、今はそんな様子もない。ただの友達の一人として接してくれている。

　そんな彼女が撮った写真の数々を眺ながめるボク。

　店内の様子を撮ってもらったはずなのだけれど──。

「なんでボクこんなに写ってるの……？」

「避よけても写り込んでくるから……」

　言ってよ……。

　興奮しすぎて前に出すぎちゃった……。情けない顔を浮かべたボクの写真が大量にあった。そんな顔の数々にフレイアは「へんてこ」と笑っている。

「ま、まあ店内の写真はあとでまた撮り直せばいいけど……」

　目下、ボクたち取材班を悩ませている問題が一つある。「リリエールさん、カメラの前に立ってもらえますか」

　すっ、と構えるボク。

「……なによ」

　きりっ、とまじめな顔を浮かべるリリエールさん。

　いい表情。写真に残せばなかなかよいモノになる気配を感じた。だからボクはすかさずシャッターを切ったのだけれど。

　なぜかできあがった写真は躍動する赤い影。

「だから何で毎回毎回シャッター切る時動いちゃうんですか！」

　まったくもう！　と怒るボク。カメラの向こうにはすでにリリエールさんの姿はない。おやおやどこに？　と首をかしげるボク。

　ボクの服の袖そでをちょん、とつまんでフレイアが指差すのは奥の倉庫。


「…………」



　倉庫の陰かげからじっとボクらを睨にらみつけるリリエールさんの姿があった。


　…………。



　おやおやー？

「何ですか？　ひょっとして怖こわいんですか？　カメラ」

　リリエールさんに尋ねる今のボクの顔をカメラで撮ってみたら、たぶんにやにやと笑みを浮かべていたことだろうと思う。

「は？　全然怖くないんだけど」

「そうですか？　じゃあ──」

　すっ、とカメラを構えるボク。

　直後に画角から素早く逃げるリリエールさん。


　…………。



「怖がってますよね」

「全然怖くないけど？　言いがかりはやめてくれるかしら」

「いやでも──」

「私は人一倍警戒心けいかいしんが強いだけよ。怖いわけじゃないから。そういえば知ってる？　昔、あなたが持っているようなカメラの祈物で、写した者の魂たましいを抜き取るという効果を持った品があったの。もしもあなたが持っているカメラも同じような効果の祈物だったとしたら大変たいへんだと思わない？　私は常に二手、三手先を読んで不測ふそくの事態じたいに備えているだけなの。つまり怖いわけではないの。わかった？　もっと多角的に物事をみてもらえないかしら」

「すごい早口はやくち」

　などと返すリリエールさんはデスクの陰からこっそりとこちらを睨みつけている。その様子で怖がっていないと主張するのは少々無理がある気がするんですけど。

「うーん……困りましたねー」

　ボクは写真をみながら苦い顔。

　古物屋リリエールにおいて店主である彼女の存在は文字通り店の顔。宣伝をするにあたって、最低でも彼女の顔写真がなければ効果は見込めないような気がしてならない。

　何かいい手はないものでしょうか──。

「話は聞かせてもらいました」

　悩むボクたち。その背後から突然現れたのは灰色はいいろの髪の美少女。

「あ、イレイナさん」

　カメラを向けながらボクは彼女の名前を呼ぶ。古物屋リリエールに所属してはいないものの、お客さんを呼び込んでくれたり、お手伝いをしてくれたり等、何かと協力をしてくれる助っ人さん。

　レンズの向こうでポーズを決めながら彼女は「お悩みのようですね。私が力になりましょう」と救いの手を差し伸べる。天使てんし。ボクはシャッターを切った。

「あ、一枚撮るごとに一万レイン請求しますのでお気をつけて」

　悪魔あくまの間違まちがいだった。ボクは撮った写真を破り捨てた。

「捨てるのは結構ですが写真を撮った事実は消えませんのでちゃんと払ってくださいね」

　ぽん、とボクの肩かたに手を置きながらにやりと笑うイレイナさん。お金にがめついタイプの悪魔もといイレイナさんは店内を見渡しながら、「要は効果的な宣伝を打ちたい、ということですね？」と首をかしげる。まるで最初からお店の外で話をこっそり聞いていたんじゃないかと思えるくらいに完璧な理解度だった。

　ボクが頷くと、

「それならいい方法がありますよ」

　とにやりと笑みを浮かべる。

「どんな方法ですか？」

　こてん、と小首こくびをかしげるボク。

「ふふふふ……」具体的に何かを答えるわけでもなくボクから写真の数々を奪い取るイレイナさん。

「……いや方法を聞いてるんですけど」

「ちょっとこれ、借りていきますね」

「いいですけど何に使うつもりですか」

「ふふふふふ……」


「…………」



　絶対ロクでもないことする気だ……！





◇






　そんな経緯けいいもあって絶対にロクでもない結果になるに違いないと思い込んでいたボクだったのだけれど。

　イレイナさんが宣伝を打って一週間ほど経過した頃のことだった。

「すごーい！　これが古物屋リリエールなのね！」「ふふ……祈物がたくさんある……」
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　もはや人が来ることのほうが珍めずらしかった古物屋リリエールに、若い女の子数名が感動を胸にご来店。

　ボクとリリエールさんは驚おどろいた。

　こんなこと、ボクが働きはじめてから今に至るまでで初めてのことだったから。

「すごい！　これがイレイナさんの宣伝効果……！」

　恐おそるべし……！　一体どんな魔法を使ったというのでしょう。訪れたお客さんたちの後ろのほうで得意げな顔を浮かべている彼女にボクは羨望せんぼうの眼差まなざしを向けていた。

「いらっしゃい。何をお探しかしら？」

　店内で感動しているお客さんたちにリリエールさんは優しく微笑ほほえみかける。彼女は彼女で古物屋に人が来ることが嬉うれしいらしい。

「あ、騒さわいじゃってすみません！　私たち、古物屋に来られたことに感動しちゃってて……」

「あら、そうなの？　嬉しいわ」見たことのない穏おだやかな笑顔を浮かべるリリエールさん。「ふふ……一体いつからうちの店は憧あこがれられるような存在になったのかしら」

「私たちの界隈かいわいでは古物屋リリエールの噂うわさで持ちきりですよ！」

「あらそう？　……界隈？」界隈ってなに？　とボクに振り返るリリエールさん。

　こしょこしょと耳打ちして、趣味しゅみとかの集まりみたいなもんですと説明するボク。

「なるほど」

　ふむふむ、と頷くリリエールさん。「それで、あなたたちはどういった集まりなの？」

「オカルト界隈です！」

「オカルト界隈？」

　穏やかな顔のままリリエールさんがぴたりと止まる。

　なんか雲行きが怪あやしくなってきましたね。

「実は少し前に、このお店に怪しい赤い亡霊ぼうれいが出るっていう心霊体験談が雑誌に投稿とうこうされてたんです！」

　ほら！　と本を掲かかげるオカルト好きのお客さんたち。

　その手に握られているのはオカルト雑誌。

　そして開かれたページには、『恐怖！　老舗しにせの古物屋に現れた謎の赤い亡霊！』と書かれた見出しと共に、どうみてもリリエールさんとしか思えない赤い影──というか撮影の時に失敗した写真が投稿されていた。

　ちなみに投稿者のＩさんには一万レインが贈呈ぞうていされたらしい。

「……イレイナ？」

　恐ろしいほどにっこりと笑いながらリリエールさんはイレイナさんをじっと見つめる。

　そんな彼女の肩を叩たたきながら、イレイナさんもまたにこりと笑う。

　そして言った。

「やっぱり物事は多角的に見るべきだと思いませんか？」
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　半年前。

　男が目を覚さますと夜の大聖堂だいせいどうだった。

　まるで全身を殴打おうだされたような痛みが身体中を走った。苦痛くつうに耐たえながら立ち上がり、男は辺あたりを見渡みわたす。どうしてこんなところで眠っていたのか、よく思い出せない。

　ひどい焦あせりを感じていたことだけは覚えている。だが何を焦っていたのかを思い出せない。

　大聖堂の中はしんと静まり返っている。

「あのう……誰かいませんか……？」

　間まの抜ぬけた声が響ひびき渡る。こんな時間帯に人などいるわけがない。それでも声を出さずにはいられなかったのは、何もかもわからない現状に当惑とうわくしていたからでもあり。

　あるいは人の気配をどことなく感じ取っていたからかもしれない。

「……？」

　目の前のクルルネルヴィア像が見つめる先。背後はいごで何かが動いたような気配がした。

　男は振り返る。

　まず最初に男は振り子時計を連想した。ゆらゆらと左右にゆっくり揺ゆれている様が時計のように思えたから。しかし時計ならば大聖堂の出入り口からクルルネルヴィア像へと至いたる絨毯じゅうたんの上にあるのはおかしい。人の形をしていることもおかしい。見上げるほど遠い大聖堂の天井てんじょうから長い長い縄なわで吊つるされた首吊くびつり遺体いたいであることに気づいたときに男の全身から血の気が引いた。


「ひっ……！」



　目を見開いたまま絶命ぜつめいしている遺体は恨うらめしそうに男を見つめている。額ひたいには黒い蠟ろうのシーリングスタンプが押しつけられていた。

　何が起こったのか、どうすればいいのか分からなかった。辺あたりを見渡す。やはり誰もいない。

「わ、ああああああああっ！」

　何もかも訳わけのわからない状況のなかから男は逃げ出し、暗闇くらやみの中を駆かけてゆく。

　誰にも見つからないことを祈りながら、行き先も分からず走り続ける。周りを見渡すと、通りに面したガラスに映った自身と目があった。

　なぜだかとても愉たのしそうに笑っている、邪悪じゃあくな顔をした男の姿がそこにはあった。





◆






　リナベルがはじめてその存在と遭遇そうぐうしたのは今から三ヶ月ほど前のことだった。

　仲のいい友人たちと結成したジャズバンド。担当楽器はトランペット。その日もリナベルは小さなバーの隅すみで友人たちと共に曲を演奏えんそうしていた。

　吹ふき慣なれたメジャーな楽曲がっきょく。呼吸をするように彼女は自然に音を響かせる。

　既すでに何度も繰り返しているせいか、その日のリナベルはいつもよりも調子がいいような気がした。指が思った以上に動く。音がいつもよりもシャープに響いている気がする。

　心の底から気持ちがいいと思った。

　繰り返し楽器を演奏していると、そういう心境しんきょうになることは稀まれにある。たまらない充実感。もっと注目してほしいと胸が躍おどる。

　客席の合間からふわりと何かが舞い上がったのは、そんな最中さなかのことだった。

　暗闇の中で、光を反射して光ゆらめく球体が、ゆっくりと人々の頭上を通り過ぎてゆく。大きさはおおよそ人差ひとさし指ゆびと親指おやゆびの輪わっか程度。数は三つ。

　規則正しく同じ方向に向かってふわふわと浮かびながら移動する。演奏中だった彼女は視界の端はしで追いかけたが、それが何なのかはよくわからなかった。

　ああ、シャボン玉だまだ。

　と気づいたのは、丁度ちょうど演奏が終わった瞬間。それが暗い客席を抜けて、光当たる舞台まで出てきた時だった。

　誰かが飛ばしたのだろうか。

　シャボン玉は、それからリナベルの肩に当たって、ぱちん、と弾ける。

　シャボン玉にしては挙動きょどうが変だとは思っていた。

　本来、空気を十分に含ふくんだシャボン玉は空中に浮かび上がると、上に向かって飛んでいって消える。真まっ直すぐ人に向かって飛んでくるはずはない。

　だから弾けた直後に異変が起きたときも、ああやっぱり祈物れいぶつだったんだ、とリナベルはぼんやり考えていた。

「素晴すばらしい演奏です」「あなたに元気をもらえました」「ありがとう」

　リナベルの中に、温あたたかい言葉の数々が染しみ込んでくる。

　声は聞こえなかった。ただ、誰かの想おもいが、リナベルの心に言葉として響いてきただけ。どうやら想いを伝える効果のある祈物だったらしい。

　演奏が終わったあとで明かりがついた客席をリナベルは見渡した。

　誰の言葉なのだろうか。

　しかし考えてみればわざわざ暗い客席の中からシャボン玉で想いを伝えてくるような観客が律儀りちぎに目の前に現れてくれるわけもない。


「…………」



　あるいはまだリナベルにはその資格しかくがなかったのかもしれない。

　自分自身にとって、今日は最高の演奏だった。

　この上なく気持ちがよかった。

　しかし客席を見渡しても、リナベルたちの演奏に賛辞さんじを送ってくれる人は、ほとんどいない。まばらで、リズムの悪い拍手はくしゅがあちこちから遠慮えんりょがちに浮かんでは消えるだけ。

　まだ堂々どうどうと評価をするようなレベルではない、ということなのかもしれない。

「……ありがとうございました」

　だからリナベルは遠慮がちな客席に頭を下げながらも、誓ちかう。

　いつかシャボン玉を贈おくってくれた人が、目の前に現れてくれるようになるまで上達じょうたつすることを。

　再びシャボン玉がリナベルの前に現れたのは、それからおおよそ三ヶ月すぎた頃のことだった。
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「人気者になるって辛つらいことだねぇ……」

　ぽやー、とした雰囲気ふんいきを纏まといつつもリナベルさんがボクにそのお話をしてくれたのは、彼女が所属するジャズバンドのメジャーデビューを記念する小さなライブを終えた後になってのことだった。

　お友達として特別にいい席に招待しょうたいしてもらえたボクは迫力はくりょくに満ちたライブに「わー！」と手を叩たたいて喜び、それから先ほどまで壇上だんじょうでトランペットを凛々りりしく吹いていた彼女と二人でディナータイムを満喫まんきつしているという事実にこれまた「わー！」となりながら向き合っていた。

　ひとしきりライブの感想を話したあとに、リナベルさんはため息をつきながらシャボン玉の話をボクにしてくれた。

　三ヶ月前の小さなライブで贈られた不思議ふしぎなシャボン玉。まだ人気のなかった頃の彼女を元気付けてくれた激励げきれいの言葉。

「実はね、今日のライブでもシャボン玉が贈られたの」

　ほうほう。

「いいことじゃん」

　以前シャボン玉を贈ってくれた人がまたメッセージをくれたというのならば素直すなおに喜ばしいことではなかろうか。三ヶ月前から今に至るまでにずっと応援してくれていたってことでしょう？

　なのでボクはおめでとー！　と拍手していたのだけれど。

「うーん……」

　彼女は唸うなる。

　まるで再び目の前に訪れたシャボン玉を喜ばしく思っていないかのよう。どころか少し迷惑めいわくそうな顔にすら見えた。

　どうしたの？　とボクが尋たずねると、彼女は、

「今回はちょっとメッセージの内容が違ったの」

　と眉根まゆねを寄せた。表情からして前向きな言葉ではなかったのだろう。

「どんな言葉だったの？」

　首をかしげるボク。

　それから口を開いた彼女が並べたのは過激かげきな言葉の数々。

「耳障みみざわりな音楽」「うるさい」「殺ころす」

　曰いわく、そんな言葉が以前と同じくライブの最中に飛んできて彼女のもとで弾はじけたらしい。

　まるで三ヶ月前とは別物。

「何か嫌いやなことでもあったのかな……」

　むむむ、とリナベルさんは考え込む。「本気で私を殺そうと思ってるわけではないだろうけど……、相手の人がちょっと心配かも」

「ボクとしては悪意を向けられてる自分自身を心配してほしいところだけれど」ボクはそういう経験があるわけではないから詳くわしくは分からないけれど、「もしも元々ファンだった人なら、普通に嫌われるよりも結構しつこいかもよ。何されるか分かったものじゃないし」

「そうだねぇ……」

　んー、と考え込むリナベルさん。「でも、多分嫌われてるわけじゃない……と思うんだよねぇ……」

「一般的な感覚を言うと嫌いじゃない相手には『殺す』だなんて言葉は出ないと思うよ」

「まあ、それはそうなんだけど……、実はね、今日贈られた言葉、それだけじゃないの」

「というと」

　もっと過激な言葉……？　と身構えるボクに、彼女は「えっとね──」と思い出すように視線を彷徨さまよわせてから、軽く口を開く。

　それはそれは確たしかに、恨うらみつらみが乗せられたシャボン玉とも、ひいては三ヶ月前に贈られた激励の言葉とも違う、奇妙きみょうな想いだった。

「……どういう意味？」

「私にもよく分かんないかなぁ」

　首を振るリナベルさん。

　結局、シャボン玉を出した人物の具体的な人物像がまるで分からないまま、ボクたちのお食事会はそれから他愛たあいもない話というかお互いの近況報告きんきょうほうこくをお酒と共に交わして、お開きとなった。

　せっかくライブが終わった後なのだし、

「ボクが奢おごるね」

　とお会計時にはボクがお財布さいふを出したのだけれども。

「ううん、ダメ」

　リナベルさんが横から頭でボクの肩を押してカウンター前に無理やり入り込んだ。「今日は機嫌きげんがいいから奢ってあげる」

　機嫌がいいからと言われましても。

「でも今日はリナベルさんのライブを記念して食事にきたんだよ？　祝われる側が奢ってたら世話ないし──」

「じゃあこうしよっか、マクミリアちゃん」

　それからリナベルさんはボクのセリフを遮さえぎりながらも色っぽくウインクをして、語る。「私にシャボン玉を贈ってくれた人、捜さがして？　これは依頼料として支払しはらってあげる」

「あ、それは元々やるつもりだったから、結構けっこう」

　いいですー、とボクは首を振る。

　結局それから、レジの前でいえいえ私がボクがと言い合ったのちに、最終的にボクが払うことになった。

「次回はもっといいお店を奢ってあげるね？　シャボン玉を贈ってきた人を見つけてくれたお礼ということで」

「いやまだ捜してすらいないけど……」

　気が早い……！

　それからボクは家路いえじにつきながら、ふむふむと考える。三ヶ月前と今日、たった二度だけシャボン玉の祈物を使って想いを贈ってきた謎の人。

　今はどこで何をしているのかもさっぱり分からないし、そもそもどこの誰なのかも分からない。そんな人物を祈りのクルルネルヴィアの中から捜し出す。

　そんなこと果たしてできるのだろうか？




「ああ、できるわよ」

　できるらしい。

　翌日お店に行った際に朝のご挨拶あいさつ程度に聞いてみたところ、これまた挨拶程度の軽いノリでリリエールさんは頷うなずいた。

「まったくの手がかりゼロ、というわけではなさそうだし、聞いたところ特殊とくしゅな効果を持った祈物というわけでもなさそうだし……、多分そんなに苦労せずに見つけられるんじゃないかしら」

　ほえー。

「さすがはリリエールさん」ぱちぱちぱち、と拍手するボクだった。

「ふふっ」

　髪をふぁさー、と靡なびかせながら得意げな顔をする彼女。かわよい。

「それで、どんな祈物使ったら持ち主を捜せるんです？」

「何でも祈物で解決できると思ったら大間違おおまちがいよ、おばか」得意げな顔のままやれやれと肩をすくめるリリエールさん。「問題を解決するのに一番大事なのは情報なの。何でも祈物にばかり頼っていたらダメ人間になるわよ」

「祈物を売り買いしている人のセリフとは思えないですね……」

「私はいいのよ」

　再びふぁさ、と髪を靡かせるリリエールさん。今日も彼女は自信に満ちている。

「でも祈物使わないならどうやって？」素朴そぼくな疑問を投げかけるボクだったけれど、ボクが首をかしげる頃にはリリエールさんはこちらに背せを向けて、デスクの向こうへと戻っていた。

　それから引き出しから引っ張り出してきたのは、分厚ぶあつい冊子さっし。

「もしもその相手がまともな古物屋こぶつやでそのシャボン玉を買っていたら、の話だけれど──多分ここに名前が載のってるはずよ」

　言いながら彼女は冊子を開く。

　何それ？　とデスクに駆け寄りボクが尋ねる横で、彼女はぱらぱらとページをめくる。見るとそこには物と店と人の名前が日付とともに羅列られつされていた。

「私の店を含め、真まっ当とうな古物を扱あつかっている古物屋で連盟れんめいを組んでいてね、どの店でどんな祈物を扱っていて、誰に売ったのかを記録に残して共有きょうゆうすることにしてるのよ」

「はえー……」

　思い返してみれば祈物の売買の度にリリエールさんはお客さんに身分証みぶんしょうの提示ていじを求めていたけれど。なるほど記録を残すためだったわけですか。

「もっとも、カレデュラのように危険きけんな祈物を取り扱うことを目的としている店は連盟には名を連ねていないけれど──」

　少なくとも三ヶ月前にリナベルさんにシャボン玉を当てた人が買った場所はまともなお店だったらしい。

　冊子に記録が残されていた。

　リリエールさんの指先が、『シャボン玉』の文字に留まる。


「…………」それから読み上げようとしたところで、彼女が息を呑のむ気配がした。



　何かおかしなものでも？　とボクが視線をあげると、同時に彼女もこちらを見つめていたようだった。とても深刻しんこくそうな顔をした彼女と目が合った。

「ねえ、マクミリア。ところであなたのお友達のリナベルさんって、シャボン玉を当てられたのよね？」

「みたいですけど……」

「さっきの話では脅迫きょうはくめいた言葉の他にも何か言われていたようだったけれど」

「……えっと」

　心配されそうだし、あまり言いたくはなかったことだけれども──ボクはリナベルさんと会った昨日きのうのことを思い出す。

　シャボン玉に乗せられた脅おどしの言葉。それと合わせて贈られた奇妙な言葉。

　ボクはリリエールさんに、語る。

　曰く。

「助けて」

　だったみたいですけれども──と。

　正直なところ、シャボン玉をぶつけられたリナベルさんにとってもそんな思いが相手の本音なのか、それとも悪質あくしつないたずらなのかも判断がつかずに困っていたらしい。

　ただのこだわり強めのファンの方が暴走ぼうそうしてしまっただけなのだとわかればそれで安心できるのだけれども。

「そう」

　静かにため息をつきながら、リリエールさんは冊子を閉ざす。「今度からそういう重要な情報は先に教えて頂戴ちょうだい」

　それから彼女は静かに語った。

　曰く。

「シャボン玉を扱ってた古物屋の店主てんしゅ、殺されてるわよ」

　ちょうど今から三ヶ月ほど前に。
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『よう相棒あいぼう』

　鏡かがみの中から話しかけられる。

　顔を上げると自身の顔が笑っていた。

　シモン。

　約半年前から祈りのクルルネルヴィアで密ひそかに活動をしている殺人鬼さつじんき。鏡の向こうのシモンは、男とまったく同じ顔でありながらも、邪悪じゃあくに満ちた表情を浮うかべていた。

『調子ちょうしはどうだ？　今日は天気もいい。ちょっと出かけてみるのも悪くないんじゃないか？』

　鏡から顔を逸そらす。

『おいおい、逃げるなよ』

　しかし声が途切とぎれることはない。

　シモンの声は男の頭の中から直接響いていた。

『オレとお前は一心同体いっしんどうたい。離れることは叶かなわない。なら今の状況を楽しまないと損そんじゃないか？』

「う……うるさい、うるさい……！」

　その場に俯うつむいて男は耳を塞ふさぐ。

　それでもシモンは構わず囁ささやき続ける。

『周りに助けを求めようなんて思うなよ。オレはお前が眠っている間、いくらでも好きに行動できるんだ。忘れるなよ？』

「う……」

　助けを求めれば、その相手を容赦ようしゃなく殺す。シモンが言外げんがいにそう語っていることは男にも理解できた。

　ふらふらとした足取りで、男は家を出る。

　頭に響くシモンの声をどうにかしなければならない。

『さあ、今日は何する？　次の材料を探すのもいいな。最近作品を作ってないだろ？　退屈たいくつなんだよ、オレ』

　シモンは自身で殺あやめた相手の遺体を作品と称しょうしていた。男には到底とうてい理解できないが、遺体を芸術品と捉とらえているようだった。

　シモンがこれまで作った作品は複数ある。

　一つ目は大聖堂の出入り口に吊るした首吊り死体。慣れないながらも初めてにしてはなかなかよい出来だったと評価している。

　二つ目は人のよさそうな中年女性。辛そうな顔をしている男に手を差し伸べてくれた優しい人だった。男が悩みを吐露とろした翌日にシモンは新しく買った道具を試すついでに女性を路上で切きり裂さき、額に封蠟ふうろうを押し付けたのちに放置した。

　三つ目、四つ目の作品は男も知らない人だった。男が眠っている間にシモンが見繕みつくろって殺めていたらしい。頭の中でシモンが『作品を作ったのに新聞で評価されないなんて』と愚痴ぐちをこぼしていたことで、男はシモンの犯行はんこうを知った。

　シモンと男が一心同体になってからわずか二ヶ月もの間に四人もの犠牲者ぎせいしゃが出ていた。

「どうにかしなきゃ……オレが、どうにかしなきゃ……」

　そして五つ目。

　シャボン玉の祈物を売ってくれた古物屋の店主だった。男が道でうずくまっているところを心配して声を掛けてくれたお人好ひとよしだった。

　男は店主に悩みを打ち明けた。

「助けを求めようとしても助けを求められない。誰にも力を借りることができない。どうしたらいいんだ……」頭を抱えながら、男はずっと怯おびえていた。

　店主は男の悩みの本質を理解できはしなかったが、それでも男に寄り添そおうとした。

「このシャボン玉を使いな。これはぶつけた相手に自分の気持ちが伝わる祈物。こいつを使えば周りに言いにくいことでも伝えることができるんだ──」

　売り物だったが代金は請求しなかった。それほどまでに男が追い詰められているように見えたからだった。

　男は人の好い店主に感謝しながら店を出た。

　シモンが店主を手にかけたのはそれから約一ヶ月後のことだった。
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「この店の店主とは古い付き合いだったから、三ヶ月前のことはよく覚えてるわ」

　街の東にある、とある古物屋。閉じたままのシャッターにはこれまで店を利用してくれた顧客への感謝の言葉と共に閉店に至いたった事情が感情のない筆致ひっちで綴つづられていた。

　リリエールさん曰く、店主の遺体は店の目の前に置かれていたらしい。持参じさんした鈍器どんきで何度も殴打おうだしたようで、遺体は頭蓋骨ずがいこつを含め複数箇所の骨が折れていた。

「殺人鬼は黒い蠟のシモンと呼ばれてるわ」

　必ず遺体の頭部に封蠟をするから、保安局ではそのように呼んでいるの、とリリエールさんは教えてくれた。「残虐性ざんぎゃくせいの高さと、この手の犯人は大々的だいだいてきに報道されることに快楽かいらくを見出みいだす傾向けいこうにあるから規制がかけられているけれど、保安局ほあんきょくは今でもこの犯人の行方ゆくえを追ってるわ」

「相手の身元はもう割れてるんですね」

　保安局の捜査そうさの賜物たまものだろうか。

「本人自みずから明かしてるのよ」

　違ちがったみたい。

「黒い蠟でできた封蠟にわざわざ名前が刻きざまれていてね──調べてみたらこの店を含め、複数の古物屋で祈物を購入した記録が見つかったの。そしてその大半たいはんが事件でも使われたものだった──」

　シャボン玉は使ってなかったみたいだけど──とリリエールさん。

　彼女が持っていた冊子には、この店の名前と、そしてシモンの名が四ヶ月ほど前の日付で綴られていた。つまりこのお店でシャボン玉を買ってから一ヶ月後に店主を殺害さつがいするために戻ってきたことになる。

「自分から足がつくように殺害して、一体何がしたいんですか……？」

「私に聞かれても分からないわよ」

「ひょっとして、保安局に追われるスリルを楽しんでる、とか？」

　ゲームみたいな感覚でしょうか？

「もしくは自身の身元が割れることに関してはどうでもいいのかも。まあそこは私たちが推理すいりしても仕方ないことね」

　閉じたままのシャッターに背を向け、彼女はボクを見る。

　ここの店主さんを含め、何人もの人が黒い蠟のシモンによって命を落としている。そしてどういうわけかリナベルさんに対しては、殺人衝動さつじんしょうどうとはほとんど関わりのないとっても平和な想いを乗せたシャボン玉を贈っている。これはもう何がなんだかさっぱりわからない。

「現時点ではっきりしていることはあなたの友達が既にシモンに目をつけられている可能性が高い、ということね」

「そう……でしょうね、多分。ボクもそんな気はします」

「私は保安局の人間に今回の状況を伝えるわ。保安局が保護するまで、あなたはお友達の傍そばにいてあげなさい」

　了解りょうかいです！

　とはっきりと頷きたいところなんですけど。

　流石さすがに手ぶらでは殺人鬼さつじんき相手にはどうしようもないというか、何か身を守る術すべが欲しいなぁとボクは思うわけですよ、リリエールさん。

　などと遠回しに「身を守れる感じの祈物が欲しいなぁ」などと打診だしんしようとしたところ、

「これ、使いなさい」

　彼女の手から渡されたのは、くるくると丸められた革かわの鞭むち。

　なんて気が利きく上司じょうしでしょう。

「シモンに遭遇したら、捕つかまえたいと思いながら振ふりなさい。鞭の届く範囲にいれば少なくとも拘束こうそくくらいはしてくれるはずよ」

　鞭は捕らえたい対象を確実に拘束するように祈りが込められているらしい。

　敵と戦う武器にはならないだろうけれど、丸腰まるごしよりは間違まちがいなく心強い。

「護身用ごしんようとして持っておきなさい」

　ボクは頷き、鞭を腰のベルトに巻き付ける。ほんの少しの重みがボクの腰に載りかかる。途端に自身が武器を携帯していることを自覚して気が重くなった。

　ただのストーカーかなぁと思ってたのに、まさかこんな事態じたいになるとは……。

「あなたなら大丈夫だいじょうぶだと思うけれど、くれぐれも悪用あくようはしないで頂戴。祈物は使い方次第しだいでどんなことでもできてしまうんだから」

　わかってます、とボクは頷く。

　まさしく使い方次第で倫理観りんりかんに反したことをしてしまっているのが今回の犯人だから殊更ことさら警戒しているのかもしれない。

　目を伏ふせたまま、彼女は深くため息を漏もらす。

「どれだけ注意を払っても、結局祈物を悪用する人間は出てくるのね」

　安全に使えるようにリストを共有しても。危険な祈物を取り締しまっても。人は祈りを捧ささげ続けるし、がんじがらめに締め付けても抜け出すモノが必ず現れる。

　まるで呪のろいみたいね──彼女は一言だけ言い残して、踵きびすを返して歩き出す。

　去さりゆく背中はとても寂さびしげに見えた。





◆






　半年前から男を支配していたのは悪夢あくむのような日々だった。

　大聖堂の前で倒れていたその日から、シモンと男が体を共有する日々が始まった。

　男が眠るとシモンが体を使い、シモンが眠ると男が体を使う。片方が眠ったタイミングでもう片方が体を動かす。一つのベッドを交互こうごに使い、起きている方が外の世界と繫つながる。男はシモンとの共同生活をそんなふうに捉えていた。

『お前、寝言ねごとうるせえんだけど』

　シモンは男が体の主導権しゅどうけんを握にぎっている時でも眠らずによく話しかけてきた。ベッドの上から退屈たいくつそうに野次やじを飛ばしてくるのは日常茶飯事にちじょうさはんじだった。『助けて助けて、って。いつもそればっかりじゃねえか。もうちょっと静かに眠れねえの？』

　体を共有するようになってから今に至っても頭の奥から声が響いてくる感覚には慣れない。通りを歩きながらも両耳を押さえて男は俯く。怯おびえる男にシモンは笑った。馬鹿ばかじゃねえの、と響く。

　通りに面したガラスを見つめればシモンが笑っている。

　怯えながら男は逃げる。

　逃げたところで離れることなどできないのに、通りを走る。助けて、助けて。頭の奥でシモンに笑われながらも、男は言葉にならない叫さけびを込めて街の人々へと視線を向ける。

　ここ半年間で男は何度となく人に助けを求めようとした。しかし頭の中でシモンが起きているときに勝手かってなことをすれば、相手が危険な目に遭あわされる──考えなくても分かることだった。

　いつシモンが起きているかも分からない状況下で、他者に助けを求めるにはどうすればいいのか。

　男にはその方法が思いつかなかった。まるで常に銃じゅうを頭につきつけられながら生きているような感覚。

　保安局に助けを求めることもできなかった。

『分かってるとは思うが、保安局に自白じはくしに行ったら手当たり次第殺して回ってからお前を殺すから気をつけろよ』

　だから途方とほうに暮くれるほかなかった。

　初めて人に助けを求める機会が現れたのは、四ヶ月前のことだった。人のよい古物屋の店主に渡されたシャボン玉。店の外でそれを眺ながめているとき、頭の中で声がした。

『お前、シャボン玉で遊ぶ趣味しゅみでもあんの？』

　男は答えなかった。

『馬鹿みてえな趣味だな』

　シモンは鼻で笑いながら男の様子を観察しているだけだった。咎とがめることもなければ脅おどすこともない──シャボン玉が持つ祈りの効果に、シモンは気づいていないようだった。

　言葉を発せずとも、シャボン玉で想いを送れば助けを求められるかもしれない。

　唯一ゆいいつ見出みいだせた希望だった。

　男はその日から街の人混ひとごみの中でシャボン玉を吹いて回った。あるときは待ち合わせをしている男性に。あるときはレストランの店員に。またあるときは道ゆく女性に。

　男は助けを求めた。そしてどれも無駄むだだった。男がシャボン玉を贈ったことに大半の者は気づかず、そしてごく稀まれに気づいた者がいても、男の不審ふしんな様子に気味悪がるだけだった。

　爆弾ばくだんのような想いを抱かかえたまま、男は誰にも気づかれることなく日々を過ごした。

　そんなある日、偶然ぐうぜん立ち寄ったバーで男はジャズバンドの演奏を聴きいた。

　客席の誰も演奏なんて聴いていない。ライトアップされた場所をただ眩まぶしそうに眺める人々の背中があるだけだった。

　演者たちはそんな客席の温度に気づいているのだろうか。

　男の目に留まったのは、その中心でトランペットを吹いている女性だった。

　客席の冷ひややかな温度などどうでもよさげに、女性は心地良さそうに舞台に立っていた。堂々どうどうとしていて、輝かがやいていて、暗闇の中を貫つらぬくような音色ねいろだった。

　興味きょうみすら抱いだいていなかった客席の中。一人、また一人、曲が盛り上がるにつれて退屈たいくつそうな顔がゆっくりと消えてゆく。

　男もそのうちの一人だった。

　気づけば男はシャボン玉を彼女に向けて吹いていた。ふわふわと店内を舞って、三つの丸い玉が彼女へと贈られる。

　諦めなければ彼女のように誰かを振り向かせることができるかもしれない。

　もう少し、頑張がんばってみよう。

　初めて前向きな気持ちになれた気がした。

『なあ、お前のそのシャボン玉、祈物だろ』

　頭の中で声が響いたのはそのときだった。

　すべて見透みすかしたようなシモンの声に、男の背筋せすじが凍こおりつく。そして翌日、男が目を覚ましたとき、五つ目の作品ができあがっていた。

　思い出すだけでも吐はき気けを催もよおす悍おぞましい光景こうけい。

　街を走り続けてほどなくした頃、男の息が切れて、立ち止まる。心臓しんぞうは張り裂さけそうなほどに鼓動こどうを打っている。

　今も、悪夢は終わってない。

『そういえば相棒あいぼう、次の作品について相談があるんだけど』

　立ち止まったついでに聞けよ、と頭の奥からシモンの声がする。

　次の作品。

　嫌な予感が頰ほおを伝った。

『俺はさ、次はトランペット吹いてた女がいいと思うんだけど、どう思う？』

　お前、ちょっと前に熱心に見てただろ？　鏡を見なくてもシモンが頭の奥で醜悪しゅうあくな笑みを浮かべているのがわかった。

「や、やめろ……！　彼女に手を出すな……！」

　その場で叫びながら男は狼狽うろたえる。

　どうしよう、どうしよう。

　頭の奥でシモンが腹はらを抱えて笑う中、男は考えもまとまらないまま走り出す。三ヶ月前、ほんの一瞬いっしゅんでも希望を見せてくれた彼女を助けなければならないと。
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　昨日リナベルさんと会ったとき、今日は喫茶店きっさてんでバンド仲間と打ち合わせがあると話していたことを思い出して、ボクは手当たり次第にリナベルさんが行きそうな店を当たった。

　街を回ること三店舗目くらい。のんびりとした雰囲気の中で打ち合わせをしている彼女を見つけた。突然血相けっそうを変えて現れたボクにリナベルさんのバンド仲間たちは「あらら恋人？」と微笑ほほえましそうな顔を浮かべる。

「うふふ、どうだろー？」

　いや、否定ひていして……？

　とはいえそんなゆるふわーな雰囲気に一緒いっしょに浸ひたっていられるような余裕よゆうもなく、かといって強く否定する時間もなく、とにかく必死に今すぐボクと一緒に来るよう頼む。

　よほど真に迫った顔をしていたのか彼女はボクの言葉を信じ、ついてきてくれた。事情を話したのはその後のことだった。

「うーん……そっかぁ……、悪い人だったんだ……」

　ボクからすべてを聞き終えたあとで、彼女はため息をついていた。

「ともかく今は緊急事態ゆえボクについてきてください。おうちまで案内します」

「ついてきて、って言われても、マクミリアちゃん、私の家知らないでしょ」

「あ」それもそうだ。

「……ひょっとして私の家を遠回しに探ろうとしてる？」

「い、いやそんなわけないでしょ！」

「ふふ、ごめんね。こんなときに冗談じょうだんなんて言うものじゃないよね──」

　私も冷静じゃないみたい──リナベルさんはぽつりとこぼす。彼女もまた困惑こんわくをしているようだった。

　ファンだと思っていたら実は命を狙われてただけでした、なんて話を突然聞かされてすぐに呑み込めるほうがどうかしてると思うけど。

　彼女の家までの道順を教わりつつ、ボクはリナベルさんの三歩ほど先をゆく。

「ボクが護衛ごえいするので大丈夫！」

　もはや彼女に近づく者があれば誰でもお構いなしに鞭で捕らえるつもりですらいた。保安局の人たちが来るまでの間、彼女をボクが守らねばならないのだから。

「一応改めて聞いておきたいんだけど、相手の人、どんな人かはまったく分からないんだよね？」

　昨日の話ではそうだったはず。性別はおろか年齢も何もかも分からない。

　唯一わかるのは、三ヶ月前に、

「素晴らしい演奏です」「あなたに元気をもらえました」「ありがとう」

　とシャボン玉を贈ってくれたこと。

　そしてつい先日に、

「耳障りな音楽」「うるさい」「殺す」

　とシャボン玉を送りつけてきたこと。

「……あれ？」

　ここでふとボクは違和感を覚える。

　思い返してみればシャボン玉を贈ってきた人をただのリナベルさんのファンだと思い込んでいた理由は、三ヶ月前にリナベルさんに対して賛辞さんじの言葉を贈ってくれていたからだ。

　シモンという人がただの殺人鬼ならばどうしてわざわざ彼女を称賛したのだろう？

　まるで別人みたいに。

「実はね、相手の人について少しわかったことがあるの」

　考え込むボクの横で、リナベルさんが漏らす。「昨日、マクミリアちゃんに相談する前に、仲間たちにもシャボン玉の件は相談してたんだけど──」

　今日、打ち合わせをする前に会場のスタッフに聞き込みをしてくれていたらしい。持つべきものは仲間。そもそもシャボン玉を吹いていた客は会場内でもそれなりに目立っていたらしく、スタッフの一人が特徴を覚えていたようだ。

「外見なら教えてもらったよ。名前までは分からなかったけれど」

「名前はシモンっていうらしいよ」

「じゃあもう完璧かんぺきだね」

　柔やわらかい表情を浮かべるリナベルさん。どことなく安堵あんどした様子が垣間かいま見えた気がする。

　つられるようにボクもまた表情を緩ゆるめながら、首をかしげる。

「それで、その怪あやしい人の外見がいけんってどんな感じなの？」

　犯人像がわかるのならば、すれ違う人々すべてにじろじろと失敬しっけいな視線を向ける必要もない。

「えっとね──」

　彼女は頷いて、答える。

　シャボン玉を贈ってきた人物の外見を。
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　よれたシャツに細身ほそみのパンツ。髪は黒い短髪たんぱつ。太っているわけでもなく瘦やせてもいない。顔はそれなり。背丈せたけは平凡へいぼん。中肉中背ちゅうにくちゅうぜいという表現がふさわしい。

　街を走る男はまさしくそのような外見をしていた。

　息を切らしながら走る男の肩からは小さなバッグが提さげられており、中には凶器きょうきが一通り入っている。シモンの仕事道具だ。時と場合と気分によって、使い分けているらしい。

『ああ、あの女もいいな。お、そこの男もいい。大通りはいい材料で溢あふれてるな』

　頭の中に響くシモンの声はまるでベッドの上でくつろいでいるようにリラックスした様子だったが、男の耳には届いていなかった。

　いちいち気にかけている余裕はなかった。

　シモンが次に狙っている相手はわかっている。

　三ヶ月前に男に希望を与えてくれた女性。

　あてもなく街を走り続けながら男は三ヶ月前の記憶を頭に蘇よみがえらせる。どんな顔をしていたのか、背丈は、髪型は。

　思い出しながら、走る。

　もう犠牲者を出してはならない。

　彼女を守らねばならない。

「オレが守らないと……！」

　しかし出会えたとして、何と声を掛ければいいのだろうか。

　男が立ち止まったのはそれからほどなくした頃。

　三ヶ月前の記憶と重なる姿をした女性を見つけた。ほとんど偶然ぐうぜんだった。街の大通りの中、彼女は友人らしき人物と二人で歩いていた。

　他には何も見えないくらいに、街の中で彼女だけが浮かび上がって見えた。

「守らないと……」

　肩で呼吸をしながら、男は彼女を見る。

　彼女もまた、男に気づいたようだった。


「…………」



　こちらを見ながら、立ち止まった。その場で彼女はゆっくりと男を指差す。

　覚えてくれていたのだろうか。

　一瞬、舞い上がりそうになって、我に返る。

　そんなわけがない。

　三ヶ月前に一度だけ見かけて、しかも顔すら見せずに退出したのだから。

『ああ、相棒。言い忘れてたんだけど』

　頭の中で声が響く。

　男のことを嘲笑あざわらうような声だった。

『俺さ、昨日あの女を脅迫きょうはくしてるんだよ』

　直後、こちらを指差した彼女は、隣となりにいる友人に語りかける。

「マクミリアちゃん、多分、あの人」

　結局救いなどない。

　希望を見いだしたのが間違いだった。

　三ヶ月前に舞台の上で輝いていた彼女は、気持ち悪い者を見るような目を男に向けていた。

「殺人鬼……！」

　友人は彼女を守るように立ち塞ふさがり、鞭を構える。

　頭の奥でシモンが声を上げて笑っている気がした。





◇






「ち、違う……！　オレは、違う……！」

　何がどう違うのか分からないけれど、まさしくリナベルさんが並べた特徴通りの男は、彼女に指を差された途端に慌あわてふためき、首を振る。

　その反応の速さと異質いしつさは残念ながら怪しさに満ちていて、どう取り繕っても「私が犯人です」と言っているようにしか見えなかった。慌てる時点で思い当たる節ふしがあるということだし。

　何だか殺人鬼と言われている割にはおどおどとしているように見えるけれど──油断ゆだんは禁物きんもつ。ボクは構えていた鞭を振るう。

　リリエールさんの言葉の通りなら、シモンを捕まえたいと思いながら振れば、捕まえることができるはず。

「先手必勝せんてひっしょう！」

　だからボクはすぐさま鞭を振る。

　ひゅん、と風を切る音が鳴り響くと、鞭が真っ直ぐ伸びて男の手を摑つかむ。

　やった！

　解決！

　と思ったのも束つかの間ま。

「違う……オレは、違うんだ！」

　摑まれた直後に男は暴あばれ、そのまま鞭の拘束を抜けた。魚を取り逃したように鞭が重みを失う。

　あれれ？　と鞭を見つめるボク。

　獲物えものを取り逃した鞭はそのままひとりでにくるくる巻かれてボクの手元に戻ってくる。言葉を語るような効果はないけれど、「いやあ、なんかダメでしたわ」みたいなことを軽くぬかしてるような気がした。それくらい自然に巻き戻っていた。

　話が違うんですけど？

　確実に捕まえるという祈物のはずでは？　ちょっと？

「うう、ううう……うわあああああ……！」

　初動しょどうを失敗してしまったのが運の尽つきだった。怯おびえたような表情を浮かべながら、男はそのまま踵きびすを返して街の向こうへと走り去ってしまった。

「あ、待て！」

　逃がすわけにはいかない。

　ひょっとしたら距離が微妙びみょうに遠かったのかもしれない──ボクは鞭を再び構えながら、男を追う。

「リナベルさんはそこで待ってて！　すぐ捕まえてくるので！」

　見たところ、幸いにも男の足は遅おそい。

　ボクが追いかければすぐにでも捕まえられる自信はあった。

　駆け出すボク。

「ううん、私も行く」

　そしてなぜだか隣にリナベルさん。

　待っててとボクは言ったはずなんだけど。

「なにゆえ……？」

　ついてきちゃうの……？　命狙われてるのに……。

「相手はこれまで何人も殺してきた殺人鬼なんだよね？　逃げてる間に他の人が狙われる可能性だってあるし」

「いやまあそれはそうだけど」

「それにマクミリアちゃんが殺されちゃったら私が困るし」

「心配してくれるのはありがたいけど……」

　それでは護衛をしていた意味があまりないというか、何というか……。

　話しながらも男を視線で捉えながらボクは走る。一体何を怯えているのだろう。こちらを時折振り返りながら逃げる男は、終始しゅうし恐怖きょうふに満ちた顔をしている。

　まるでボクたち以外にも何かに追われているようだった。

　何がそんなに怖こわいのか、ボクには分からない。

　彼にこれまで殺められてきた人たちのほうがよほど怖い思いをしてきただろうに──。

「違うんだ！　オレじゃない！　オレじゃないんだ！」

　振り返りながら叫ぶ男。

「違うなら逃げないでくださいよ！」

　まったくもう！　とボクは鞭を構える。通りを往来おうらいする人々の間をすり抜けながら、狙いを定める。先ほどよりもより近づいて、より確実に、捕まえられるように。

　やがて男は街の通りの末──噴水広場に辿たどり着く。

　噴水を中心にして、円形に広がっている広場。至る入り口は一つだけ。ちょうどボクとリナベルさんが立ち止まった場所である。

　つまり行き止まり。袋小路ふくろこうじ。

「う、うう……」

　男は噴水を背にして、ボクたちに振り返る。

　やはり怯えた表情。

　恐怖に取り憑つかれている。

「……観念かんねんしてください」

　何だか可哀想かわいそうな気がしてきたけれど──ひょっとしたら事情があるのかもしれないけれど、捕まえないわけにはいかない。人を殺めて回っている容疑が出ているのだから。

「話はあとで聞きますから」

　だから、今はまず、大人しく捕まってください──ボクはできるだけ穏おだやかな口調で、男に語りかける。

「違う……違う……」

　頭を抱え続ける男。

　ゆっくり距離を詰める。

　全身隙すきだらけ。そんな男に鞭を構えたまま、ボクは近づいてゆく。先ほど鞭を使ったときよりも、十分近くに。

「──今度こそ」

　失敗はできない。

　強く握り締め、そして振るう。殺人鬼のシモンを捕まえたいというボクの願いに呼応こおうするように、風を切りながら伸びる革の鞭。

　そして鞭は横からぐるりと男に巻きついた。引っ張ってみれば確かな手応てごたえを感じる。

　捕まえた。

　やればできるじゃないですか！　と鞭を撫なでてあげたい気分だった。

「うう……うう……」

　呻うめく男。抵抗する様子はない。ただ悲しそうな顔を浮かべるだけ。

　殺人鬼にしてはあまりにもあっけない。同じようなことを感じたのか、ボクの横でリナベルさんがぼそりと「本当にこの人なの……？」と呟つぶやいた。

「う……」

　彼女の声に反応するように、男は顔を上げる。

「う、逃げ……逃げて……」

　必死な顔で訴えかけてきたのはそんな言葉だった。

「逃げる……？」

　殺人鬼はもう捕まえたのに？　なにゆえ？

「あの人は何を言ってるの……？」首をかしげるボク。

「さあ……？」そしてリナベルさん。

　捕まえることには成功したのだし──リナベルさんに保安局の人を呼んでもらって、逮捕することができれば一連の事件はそれで終わり。

　そのはず。なのにどういうわけかまったく釈然しゃくぜんとしなかった。

「逃げてくれ……逃げて……！」

　血相を変えて男は叫ぶ。

　何かが変だ。

　ぱり、と何かが鞭に締め付けられた男の胴体どうたいからこぼれ落ちた。目を凝らすと白くて薄い何かがひらひらと男の足元に舞い降りている。

　何かが変だ。

「ねえ……マクミリアちゃん。何か、おかしくない……？」

　ボクの肩をつまむリナベルさんの顔色が困惑に染まる。

　男は鞭に抑えられた身体から逃れるように身体を震ふるわせる。その度に、鞭と男の間から薄い何かがこぼれ落ちる。

「……なにあれ」

　男を見つめながら、ボクは呟いていた。

　男の胴と鞭の間に亀裂きれつが入っていた。

「うああああああ……」

　まるで氷の膜まくのようだった。絞しぼり出すように男がその場でもがく度に、鞭と男の間に生まれた亀裂が身体中に走ってゆく。

　胴体から足元へ。

　胴体から頭の先まで。

　そして、

「ああああああああああああああああああああっ！」

　顔が、体が、真まっ二ぷたつに割れた。

　中から覗のぞくのは、まったく同じ顔をした男。内側から男が動く度に、外側のぺらぺらの男が剝はがれてゆく。

　まさしく脱皮だっぴのような光景。

　そんな男の様子に鳥肌とりはだがたった。

「ぎゃあああああああっ！　何あれ！　キモい！」

　絶叫ぜっきょうするのも無理ないことではないかと思う。

　ぺらぺらの男がうらめしそうにボクらを睨む。かと思ったら徐々じょじょにその身体が溶とけてゆく。頭の先から順番に、ずるずると足元へと降くだってゆく。

「あれ、何なの……？」

　悲鳴ひめいのような声はボクの背後から。ぎゅっ、とボクの袖を摑む手が震える。と思ったら震えてるのはボクのほうだった。でも仕方ないですよね、超キモいし。

　男から剝がれた途端に固形こけいからゲル状に姿を変えた何かは、ずるずると男の下でまとまって、一つの塊かたまりへと変わった。

　まるで意志を持った液体。

　あれが元々何だったのかはわからないけれど、祈物であることだけは間違いない。

「……とりあえずひとつはっきりしたみたいですね」

　ボクは鞭を構えていた。

　何度考えても不思議だった。三ヶ月前と昨日。リナベルさんに贈られたメッセージはまるで別人のもののようだった。

　そして昨日送られたメッセージの中に紛まぎれ込んでいた、助けを求める言葉。

「う……」

　ゲル状の何かから解放された男は、その場に倒れた。

　倒れる音に驚おどろいて、ゲル状の何かは一瞬びくりと跳ねたのちに、ずるずるとボクたちから離れ始める。

　ボクは知っている。

　祈物の中には身に纏うだけで人の意識を奪うばい、別人のように成り代わる物があることを。

「先手必勝！」

　ゲル状の物を捕まえたいと願いながら、ボクは鞭を振りかぶる。

　無我夢中むがむちゅうになって動いてみたものの、「そもそも鞭でゲル状の物を捕まえるのは無理なのでは？　すり抜けちゃうでしょ」と冷静な分析をするボクが頭を過よぎる。それもそうだ。

　とはいえそんなボクの心配をよそに祈物の鞭は、視界の端から後方に向かって勝手に伸びる。そしてその辺にあった露店から布を奪い取ると、振るうボクの動きに合わせて男の足元に向かって伸びてゆく。何と気が利くのでしょう。

　それからふぁさ、とゲル状の何かの上から布が被かぶせられる。鞭は布の周りをくるくると蛇へびのようにとぐろを巻いて、締め上げる。

　流れるような動作で布の中に閉じ込められたゲル状の何かが暴れ出す。しかし布を絞っている鞭はリリエールさんが語っていたように、一度捕らえたものを一切逃がすことはなかった。容赦ようしゃないその様子はまるで「ま、本気出せばこんなもんですよ」としたり顔を浮かべているようであり、ていうかそんな器用なことできるなら最初からちゃんと捕まえてよ！　とボクは思わずにはいられなかった。

　とはいえ。

「マクミリアちゃん、すごい！　捕まえたね！」

　彼女が無事ならまあいいか、とボクは心の底から安堵あんどする。

　ボクの後ろに隠れていたリナベルさんは、ボクに抱きつきながら、「ありがと！」と笑顔を咲かせて喜んでいた。

　これにて一件落着。

　保安局の人たちが騒ぎを聞きつけて噴水広場までやってきたのはそれから少しした後のことだった。





◆






　長い夢から覚めたような気分だった。

　目を開くといつもの街の光景がある。何も違わないはずなのに何もかも違うように感じるのは自身の身体の状態が今までとはまったく異なるからだろう。

　体にまとわりついていた違和感がすべて消え去っている。

　男はいつもの癖くせで頭を抑おさえる。こうすることで同居人の声がよく響く。

　しかし響くものは何もない。

「頭の声が、しない……」

　頭の中は男一人。

　いままでまとわりついていた違和感は出ていったのだ。

「何がどうなっている……？」

　辺りを見渡す。ここ最近の出来事に関する記憶が曖昧あいまいだった。

　噴水広場。いつもよりも人が集まっているように見える。そのほとんどが黒い制服を身に纏った人間。保安局の面々めんめんだった。どうやら広場への入場に制限を設もうけているらしい。

　私服姿で広場をうろついているのは数名だけだった。

「えーっと、ちょっと説明が難しいんですけど……、なんか、あの男の人にこの祈物がくっついてたみたいで、そのせいで悪さしてたみたいなんです！」

　布に包まれた何かを押さえながら、活発かっぱつそうな女性が保安局員に説明していた。その後ろには綺麗きれいな女性──シャボン玉を贈ったことのある彼女だ。

　二人に頷く保安局員は「ふむふむ」と頷きながらメモをとっていた。時折こちらに目を向ける。その視線からは哀あわれみを感じた。

「……大丈夫ですか？」

　すぐ横から声がする。

　驚きながら顔を向けると、若い保安局員が見下ろしている。「あ、ごめんなさい！　驚かせちゃいましたね……」

　男がまだ事態をうまく飲み込めていないことを察さっしていたのだろう。若い局員は、男の傍そばにしゃがみ、目線を合わせたうえで微笑んだ。まるで子どもに接するように。

「大丈夫。落ち着いてください。話は聞かせてもらいました。祈物に取り憑かれていたんですよね？　怖い体験でしたね……」

　でも、もう安心してくださいっ、と男の肩に触ふれながら元気づける局員。

「あ、ああ……ありがとう」

　男は頷きながら、局員の指先を見つめる。白く細い指先。そこから腕うでを辿って顔を見つめる。明るい髪、明るい表情、歳の頃は二十代前半といったところだろうか。

　いい材料だと思った。

「自分の名前は言えますか？」

　尋ねる局員に男は頷く。

「シモン……と言います」答えた直後ではっとする、慌てたような表情を作る。「あ、でも、違うんです……！　人を殺していたのは、オレじゃなくて──」

　自身でもおかしく感じるほど白々しらじらしい演技えんぎだった。

　すべて覚えている。

　自身の名はシモン。

　殺人鬼のシモン。

「落ち着いてください。私たち、すべて分かってますから」

　目の前の若い局員はシモンを祈物に取り憑かれていた哀あわれな一般人だと思っているようだった。

「祈物があなたの名前を騙かたって生活を送っていたんですよね？」

　男は頷く。

　噓うそは言っていない。

　祈物は確かに半年前からシモンに取り憑いて、人として生活を送っていた。

　ただ、それはあくまで、普通の人間としての生活。

　シモンは元々殺人鬼だった。




　十代の多感たかんな時期にシモンは祈物の魅力みりょくに取り憑かれた。

　使い方次第でどんなことでも引き起こすことができる祈物。面白そうな効果の物を見つけては、シモンは買い集めていった。

　最初のうちは街の人々に対して祈物を用いたいたずらを繰り返していた。

　例えば落とし穴を掘ほってみたり。例えば料理に毒物を混入させたり。祈物を用いた悪戯いたずら用の仕掛けのことをシモンは作品と称していた。しかし飽あき性しょうのシモンはすぐに遊びでは物足りなくなった。シモンが作った作品に対して世間の反応がさほど大きくなかったことも不満だった。

　それからシモンは買った祈物を眺めては空想する日々を送る。

　どんな風に祈物を使えば完璧な作品を作り上げることができるかを考えた。シモンにとって殺人は祈物に興味を持ち始めた頃の悪戯の延長線上にあるものだった。どんな願いでも叶える可能性を秘めた祈物はシモンの空想を加速させていった。

　初めて人を殺めたのは半年前のことだった。

「……違う」

　祈物が生まれる場所、大聖堂の中で首吊り死体を演出してみせた。しかし直後にシモンは遺体の前で首を振る。何度も頭の中で繰り返した空想には遠く及およばない現実がそこにはあった。ただただ退屈たいくつだった。

　こんなはずではなかったのに。

　何でもできる祈物を使ったのに、この程度なのか。シモンは落胆らくたんした。そして大聖堂の中心に立っているクルルネルヴィア像を睨んだ。

「なあ、あんたが作った物で作品作っても退屈から抜け出せねえんだけど。何でもできるんだったらオレの退屈をどうにかしてくれよ」

　像は答えない。

　この像に祈ればどんな願いでもたちどころに叶う──かもしれない。特に期待はしていなかったが、シモンは硬貨こうかを像の顔に投げつけながら語りかける。

「毎回毎回、祈物を買うの大変たいへんなんだよ。最近じゃ武器になるような祈物も減ってきてるし。何でもできる祈物をオレにくれよ。作品作りに使うからさ」

　そして硬貨が落ちたとき。

　運悪く、シモンの無茶むちゃな願いは、叶えられた。

　シモンのバッグの中から目が眩くらむほどの青白い光が生まれる。開いて中を確認してみれば、ついさっき作品作りで使った物の一つ──黒い蠟が光っていた。

　光は徐々に弱まっていったが、その代わりに黒い蠟はゆっくりと色を変えて白色へと変貌していった。熱を加えていないはずなのに蠟はそれからどろどろと溶けてシモンの足元にこぼれ落ちてゆく。

『う……うう……』

　声がした。

　シモンの足元──蠟だった何かから漏れている。

『うう……ううう……』

　それはシモンの曖昧な願いが生み出した物だった。

　何でもできる祈物。

　元々は蠟であったが、色を自在に変えることができる。熱を加えずとも液体になることも、個体に戻ることもできる。どんな武器にもすることができる。

　そして意思疎通もできる。シモンが願った通り、文字通り、何でもできる祈物だった。

　唯一、シモンの誤算があったとすれば、何でもできる黒い蠟は、持ち主のことを快く思っていなかったことだった。

　この男をどうにかしなければならない。

　ずっとシモンの動向を見守ってきた黒い蠟が真まっ先さに思ったことはそれだけだった。

『ううううう……うううあああああああああああああああ！』

　けたたましい叫び声と共に、蠟だった何かは、シモンの目の前で薄く引き伸ばされて広がる。まるで大きく口を開けるように。

「──は？」

　一瞬の出来事だった。

　白い何かは、シモンを飲み込んだ途端に倒れる。咀嚼そしゃくするように何度か波打ったのちに、シモンの姿と重なり合った。傍目はためでは見えない程度に、薄く。

　そして、程なくした頃、クルルネルヴィア像の前で男は再び目を覚ます。

「あのう……誰かいませんか……？」

　シモンと重なり合ったのは黒い蠟だった物。

　何でもできるという願いの通り、シモンの身体を乗っ取ることも可能だった。

　体の所有権を奪われたシモンは、黒い蠟だった物がそれから死体と向き合い、そして戸惑いながら逃げ出す様子を眺めながら、笑った。

　確かに、退屈な日々からは抜け出せそうだ。




　それからの日々はシモンにとってはそれなりに充実していた。

　作品を作れば男が狼狽うろたえてくれる。世間の誰も反応しない代わりに特等席とくとうせきで一人のリアクションを眺めることができることが気持ちよかった。

　やりがいがある。作品作りに一層いっそうシモンはのめり込む。一人、二人──特に黒い蠟だった物が親しくした人物を狙うとなお、反応がよかった。

（……そんな日々ももうおしまいか）

　ほんの少しだが、名残なごり惜おしさもある。

「こちらです。どうぞ」

　若い保安局員の声に振り返る。馬車の扉とびらを開けて、こちらを見つめていた。「一度保安局へきていただけますか？　あなたの口からも詳しく状況を聞かせてほしいんです」

　シモンは頷き、歩きながら視線を向ける。半年もの間、同じ身体を共有した相棒は、ちょうど鉄製の箱に詰められているところだった。得体の知れない白い塊からは話を聞く気はないらしい。

　乗り込んだ馬車は犯罪者に用いられる物のようだった。左右にある小さな窓からしか外は見えず、内側から開くことはできない。御者ぎょしゃと自身の間は鉄で仕切られている。

　まるで犯罪者かのような扱いにシモンは少しばかりの不満を抱いた。

（もっと丁重ていちょうに扱ってもらいたいもんだな）

　自分は人を殺める祈物によって操られていた哀れな男性なのだから。

　それからほどなくして馬車の扉が開かれる。窓の向こうからこちらを覗き込むのは赤い髪の美しい女性だった。

「頂戴」

　女性は淡々たんたんとした様子でシモンに手を伸ばしていた。

　何のことだろうか？　首をかしげていると、女性は「祈物、あなた大量に持ってるでしょ。寄越よこしなさい」と改めて手を揺らす。

　シモンの仕事道具のことを言っているらしい。

「渡さなければいけませんか……？」シモンは哀れな被害者を演じながら語る。「仕事で使うものなんです」

　我ながら吹き出しそうになるくらいに白々しい演技だと思った。

「規約きやくで保安局に立ち入る際は祈物を一時的に預かることになってるのよ」

　そしてシモンの演技に騙だまされて優しそうな表情を浮かべる赤髪の女性の間抜まぬけな様子にも吹き出しそうになる。

「規約ですか……なら仕方ありませんね」

　笑いを堪こらえながらシモンは仕事道具を彼女に渡す。「それで、取り調べが済すんだら返してもらえるのですか？」

「いいえ」

　女はシモンの手から道具を奪い取る。

　そして言った。

「返却へんきゃくはあなたが更生こうせいして出所しゅっしょした後になるわ」

「……は？」

　更生。出所。

　まるで犯罪者のような扱いに、頭の中が真っ白になる。

　この女は何を言っているのだろう──。

「？　何驚いてるのよ。局員から聞いてなかったの？」

　シモンから受け取った祈物を確認しながら、女は至極しごくどうでもよさそうに語っていた。「これから保安局の本部にあなたを連行して、軽く取り調べをしたあとに牢屋ろうやに行くことになるわ。残念ながらこの祈物はお預け。罪状ざいじょうによっては二度と出てこれないでしょうから、私が引き取ることになるかもしれないわね」

「何を、言って──」

「ごめんなさい。言い忘れてたわね。私の名前はリリエール。保安局と連携れんけいして祈物の回収を行っているの。あなたがこれまで手に入れた祈物も、私の管理下かんりかに置かれることになるわ」

　あそこにある白い変なものも含めてね──と彼女は語る。

　直後、男を支配したのは理不尽りふじんに対する怒いかりだった。

「ふざけるな！　オレは人殺しじゃない！　やったのはあの祈物だ！　オレの仕事道具を返せ！」

　リリエールと名乗った女に手を伸ばす。場合によってはこのまま絞しめ殺してやろうかとも思った。

「暴れないの」

　窘たしなめるような声と鋭するどい痛みが同時にシモンを襲った。傘かさで突つかれたらしい。狭さまい馬車の中で転がったシモンを、女は傘の先端せんたんを軽く拭ぬぐいながら見下ろしていた。「これまで散々さんざん好き放題してきたくせに白々しいわよ。私たちがあなたの本性ほんしょうを見抜いていないとでも思って？」

　軽蔑けいべつの眼差まなざし。

　このときようやくシモンは自身の思い違いに気づいた。

　噴水広場に集った保安局員たちは、全員、自身が黒い蠟のシモン──人殺しであることに、気づいていたのだ。

　どうすればいい。

　どうすればこの状況を打開だかいできるのだろうか──。

「ま、待ってくれ！　話を、話を聞いてくれ！」シモンは開けられたままの小さな窓に手を伸ばす。

「ええ。取り調べで存分に聞いてもらいなさい」

　リリエールと名乗った女は冷淡にその窓を閉ざす。

　そして窓を外から二回、ノックする。

　出発の合図だった。

　御者が馬に鞭打つ音が響き渡る。

「それじゃ。退屈な獄中生活ごくちゅうせいかつを楽しみなさい」

　シモンが最後に見た外の世界の住民は、シモンに対して何の興味も抱いていない、退屈そうな視線を持った美女だった。
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　私がシモンから奪い取った物を確認しながら戻ると、まず最初に恥はずかしそうな顔をしたマクミリアから「すみません……勘違かんちがいしちゃいました……」と控ひかえめに謝罪された。

　多分、祈物のほうを殺人鬼だと思い込んでいたことを言っているのでしょうけれども。

「あなたたちから見たらそう見えても仕方ないわよ」

　慰なぐさめではなく事実を私は言っていた。

　初めて私がシモンを保安局と共に認識したのは一年ほど前。当時はまだ祈物を使って道ゆく人に悪戯をしているだけだった。

「彼のような人間はいつか歯止はどめが利きかなくなる──そう思って私たちはずっと彼を追っていた。けれど半年前に事件は起こってしまった」

　シモンが最初に起こした殺人。

　保安局の捜査もその日を境さかいに一層厳きびしくなった。けれどシモンに対して私たちが知っていることは名前と年齢だけ。おまけに殺人を犯したその日から行動範囲がこれまでとはまるで別人のように変わり、ターゲットを決める手順もバラバラ。
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　何かが起きたのだろうとは思っていたけれど、まさか祈物に意識を乗っ取られていたなんて思いもしなかった。

「でも、結局このよくわかんない祈物は一体何なんですか？」マクミリアが鉄の箱を持ち上げる。中ではマクミリアが捕まえた白い塊が大人しくしているはず。

　私も元々は何だったのかはよくわからないけれど。

　古物屋として長年働いてきただけあって、どんな願いを込めたのかはなんとなく察することはできた。

「おおかた、『何でもできるように』と願ったんじゃないかしら」

　白い塊。何でもないよく分からない物。具体的な願いがないまま祈りを捧げられ、それが偶然叶えられたとき、このような形になることはよくある。

　何にでもなれるように、何でもない物へと手持ちの物が変化する。

「ほうほう……何でもできるから、喋しゃべることもできる、ということですか……」鉄の箱にぴたりと耳を当てながら彼女は言った。

　そんなことをせずとも箱の中からすすり泣く声は私にも聞こえてたけれども。

「貸して」

　マクミリアの手から鉄の箱を受け取る。

　直後、私はその場に箱を置いて、開いた。先ほどまでゲル状だった物は白い塊となって箱の隅っこのほうで小さく四角くまとまっていた。

　特に関係ないけれど東洋とうようの食べ物にトーフというものがあったわね……。

「こんにちは」

　トーフ……じゃなくて四角い塊に話しかける。ぷるる、と震えながら塊は『ひっ』と小さく悲鳴を上げた。

「今話せるかしら」

　できる限り穏やかに話しかけると、白い塊は縦たてに震えた。頷いているらしい。

　マクミリア、それとお友達が興味深そうに見守る中、私は続ける。

「あなたの持ち主は今、保安局に連行されたわ──散々な目に遭ったわね。大丈夫？」

　尋ねた直後に横に震える。

『こ、怖かった……です』

　でしょうね。

　殺人鬼と半年も同棲どうせいしていたわけだし。

「あなたに聞きたいのだけれど、これからどうしたい？」

　普通の物に戻りたい？　それとも祈物として生きていく？　私は白い塊に選択を委ねる。

　とはいえ聞くまでもない気はしていた。今の白い塊は、無理な願いのせいで元の姿を失って、何でもない物になってしまっているのだから。

『元に戻りたい、です……！　オレ、元々は蠟で、黒くて、それで、あの、本当はこんな姿じゃないんです……！　もっと、まともに扱われたいんです……！』

　支離滅裂しりめつれつになりながらも必死に訴えかける。

　黒い蠟のシモン。私たちがそう呼んでいたのは、彼が犯行の度に作品と称したモノに必ず黒い蠟でシーリングスタンプを押すからだった。

　扱われている黒い蠟からしても、本来の用途とかけ離れた使われ方をされるのは耐え難い苦痛だったことでしょう。目的も何もない祈りのせいで何物でもなくなってしまったこともまた、苦痛の日々だったことでしょう。

　物としても、祈物としても、正しい用途で使われることがなかったのだから。

「こちらへいらっしゃい」

　私は手袋を外し、手を差し伸べる。

　白い塊はどろりと溶けたと思うと、鉄の箱の中を這はって、私の手へと飛び乗った。ほんの少しひんやりとしていた。

『ありがとう、ございます──』

　白い塊が震える。

　私は頷いて答える。

「どういたしまして」

　ごくありふれたやりとりを交わしたのち、私は力を込める。直後、白い塊は青白い光に包まれ、姿を変えた。

　言葉を語ることもなければ、動くこともない。

　文字通り何の変哲へんてつもない自然な姿へと戻った黒い蠟は、私の手の上でころん、と転がった。
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　リナベルさんから再度ライブに招待されたのはそれから数日後のことだった。

　前回とは違い、今度はリリエールさんもご一緒。常日頃から紅茶を嗜たしなみ古物に触れている彼女にとってジャズバンドのライブ鑑賞かんしょうは初めての経験であったようで、周りの反応を見ながら、

「い、いえーい」

　とノリを合わせるというある意味斬新な姿勢でライブを楽しんでいた。

　曰く、事件のあと、シモンは無事、牢獄ろうごく送りが決定したらしい。今はクルルネルヴィアの郊外のどこかでひっそりと獄中生活を送っているそうだ。

　願わくば二度と出てきてほしくないですね。聞いた限り残忍な殺人犯であるようですし。

「娯楽ごらくに溢れてるこの国で退屈を嘆なげくなんて、随分と身勝手な犯人よね」

　舞台の上でトランペットを鳴らすリナベルさんを眺めながらリリエールさんはため息をついていた。

　思い出すのは、先日──殺人鬼だったほうのシモンからリナベルさんへ贈られた言葉の数々。

「耳障りな音楽」「うるさい」「殺す」

　言葉の通りならば、少なくともシモンにとっては彼女の音楽は楽しいものではなかったのだろう。

　彼もまた、会場の中でリリエールさんのように「いえーい」なんて周りに合わせることができる人だったら、事件は起きていなかったのだろうか。

　分かり合えないのは寂しい。

　そのせいで人が不幸になるのは、もっと寂しい。

「……ん？」

　小難しいことを考えている最中のことだった。曲が終わり、会場が拍手と熱気に包まれる中、ふわふわと小さなシャボン玉が漂っている。

　祈物であることは一目瞭然いちもくりょうぜんだった。漂うシャボンはまるで導かれるように客席の上を素通りしてこちらへと向かっていたから。

「想いシャボンね」

　それが祈物の名であるらしい。リリエールさんが頷きながら見つめる先には小さな容器を手に持ち、こちらに微笑みかけているリナベルさんの姿があった。

　そしてシャボン玉が、ボクの胸元でぱちん、と弾ける。

　じわりと胸から染み込むのは、持ち主──リナベルさんがボクに抱いていた想いの数々。

「彼女は何て？」

　ボクの横でリリエールさんが柔らかい表情を浮かべながら首をかしげていた。

　はてさて何と答えるべきでしょう。ボクは恥ずかしさで赤く染まりつつある顔がばれないように、リナベルさんから目を逸らしつつ答える。

「……ところでリリエールさん。想いシャボンの効果ってどういうものなんです？」

「言いにくいことや、恥ずかしいことを周りに悟さとられないように特定の人物にだけ伝える祈物ね。昔は恋人同士が文通の代わりに使ったと聞くわ」

「……なるほど」

　であるならばボクがリリエールさんに答えるべき言葉は一つだけでしょう。

　ボクは右手人差し指を口に当てながら、言った。

「秘密です」

　祈物は正しい用途で使ってあげないといけませんからね。
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「あのう、古物屋さん、その子をこれからどうなさるつもりなんですか？」

　事件が終わった直後のことだった。

　マクミリアの友人──リナベルが私に尋ねる。

　その子？　と思いながら彼女の視線を見つめ返す。その目は黒い蠟を見下ろしていた。

　どうするつもりなのか、と聞かれても私は答えに窮きゅうするだけだった。どうするつもりもなかったから。

「よかったらそれ、いただけませんか？」

　だから彼女の提案には少し疑問を抱いた。

　今となってはただの黒い蠟。

「どうするつもり？」

　尋ねられた言葉を私はそのままリリエールさんに投げかけていた。

　彼女の中では既に答えは決まっていたのかもしれない。私を見つめながら、彼女は、

「せっかく元の姿に戻れたみたいですし、正しい用途で使ってあげたいんです」

　と答えていた。

　本来、黒い蠟は手紙に封をするために用いられていたもの。

　そして黒い蠟自身が、元々の用途で使われたいと、願っている。

　ここで拒こばむ理由などないでしょう。

「どうぞ」

　どのみち、所有者はもう二度と現れないしね──と私は彼女に黒い蠟を手渡した。

「ありがとうございます」

　今度改めてお礼をさせてください──彼女は私とマクミリアに深く首こうべを垂たれる。

　手紙を私の店に送ってきたのはその数日後のことだった。

　マクミリアの家にも同様の手紙が送られてきていたそうだから、中身は開かずとも察することができるものだった。ライブのチケットとお礼の手紙が入っているらしい。

　手紙の封は、まだ切っていない。

「あなたは今、幸せ？」

　手紙を眺めながら私は尋ねていた。

　返事は当然ない。

　けれどきっと幸せなのでしょう。

　黒いシーリングスタンプは、手紙に綴られた想いをしっかりと守っていたのだから。
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　それは夏が来るより少し前のことだった。

「いやあ、最近眠れないんですよねぇ」

　その日、古物屋こぶつやリリエールを訪れたのは二十代半なかばの男性だった。くたびれたような様子で笑みを浮かべながら、男性はボクに事情を話す。曰いわく夜遅くまでお仕事が続くせいで、なかなか寝付くことができないのだそうな。

　いやはや大変たいへんなことですね。

　ボクもかれこれ何社も勤め先を梯子はしごしているおかげかそういった会社と遭遇そうぐうした経験もあるけれど、眠れなければ翌日よくじつの仕事に支障ししょうをきたし、仕事が進まないせいでさらに仕事が遅くなり、結果もっと眠れなくなる。何なら仕事が山積みなことがストレスで眠れなさにばかり拍車はくしゃがかかるといってもいい。最悪の悪循環。

「寝不足ねぶそくって本当に大変ですよねえ……。気持ちめっちゃわかります……」

「何で泣いてるんですか？」

　おっといけない。

　同情しすぎてしまっていたらしい。しかし何はともあれお客さんの気持ちはまさしく泣くほどよくわかるもので、ボクは是ぜが非ひでも彼の力になってあげたいと腕うでをまくった。

「眠れないならいい祈物れいぶつがありますよ！」

　そしてお店の中をふらりと歩き、端はしっこのほうの棚たなからボクは枕まくらを一つ取り出す。その様子はまさにお店の在庫をすべて完璧に把握はあくしている従業員らしさに満ちていた。褒ほめて。

「今日からこれを使ってみてください！　ぐっすり眠れるようになりますよ！」

　はいどうぞ！　とボクはお客さんに枕を手渡した。

「……これは？」

　どういう祈物なんですか？　と首をかしげるお客さん。

　ふふふ説明して差し上げましょう。

「それ、名前は安眠枕あんみんまくらといいます」したり顔で答えるボク。「効果は名前の通り。枕を使ってる間は毎日疲れがすっきりとれるまで、ゆっくり眠らせてくれますよ」

「おお……！　凄すごい祈物ですね……！」

　驚おどろき感動するお客さんの手元で、しゃり、と音をたてる白い枕の祈物くん。東洋とうようのほうでは枕の素材に植物の種の殻からを使うこともあったようで、元々の所有者はその辺りの出身なのかもしれない。

「中の素材の感触はちょっと癖くせがありますけれど、使えばすぐに眠っちゃうので気にならないと思います」

　経験者は語る。

　実はここ最近は商品説明を適切に行うために試用を定期的に行っているのです。安眠枕もそのうちの一つ。効果は従業員のお墨すみ付きともいえましょう。

「あ、でも一応注意事項も一つあるんですけど」

　祈物は便利な反面、使い方には注意も必要。特にこの安眠枕は販売方法がちょっと特殊とくしゅだったりする。「この枕はうちで販売している商品ではなくて、あくまで貸かし出だしをしてる商品という扱あつかいになってるんです。なので使い終わったら必ず返却へんきゃくをしてほしいんです」

　基本的には特別な事情がなければ一ヶ月以内の返却を求めている。貸出代は前払い。本日付で払ってもらうこと。などなどと販売前の注意事項をかくかくしかじか並べるボク。

「……どうして販売してないんですか？」

　いまいち釈然しゃくぜんとしない表情のお客さんだった。便利な祈物ですから欲しくなっちゃいますよね。

「その質問には私が答えるわ」

　店の奥から会話に割って入る声がひとつ。店主てんしゅのリリエールさんだった。

　さほど広くはない店内。筒抜つつぬけだったボクらのやりとりを聞いていた彼女は、淡々たんたんとした様子で言葉を並べる。

「安眠枕はあくまで応急処置のための祈物なの。眠れない原因を取り除くまでの一定期間、睡眠を補助するために使ってもらいたいのよ」

　眠れない原因は人によってさまざま。お客さんの場合はお仕事の忙いそがしさ。他にはストレスとか、生活習慣の乱れとか、あれこれ理由は尽つきないものだけれど、安眠枕を使いながらその生活を続けていけばいずれまた体に支障をきたすことは目に見えている。

　人間、本来自然に眠れるのが一番いいことだし。

「この枕を借りたいのなら、一ヶ月以内に生活を整えるよう努力してほしいのだけれど」

　できる？　と尋たずねるリリエールさん。見定めるように見つめていた。

　お客さんは枕に視線を落とす。そして答える。

「……今は仕事のせいで眠れていないだけなので、落ち着けばこの枕も必要なくなると思います」

　その言葉が意味することは明白めいはく。

「貸し出しをお願いします」

　お客さんはリリエールさんの注意事項を聞いたうえで改めてお願いしていた。よほど眠れない日々が深刻しんこくらしい。眠れない日々の辛つらさがわかるボクとしては、これでお客さんの大きな悩みが取り払われるのだと思うと自分のことのように嬉うれしく感じた。

「よかったですねぇ……」

「何で泣いてるんですか？」

　おっといけない。

　何はともあれ契約は成立。わーいと喜びボクは枕を再び預かり袋に詰める。それから身分証みぶんしょうを提示してもらって記載きさいする。お名前はレオさん。年齢は二十五歳。住まいは街のはずれのほう。

「これで明日から安心して仕事に取り掛かれるよ」

　ほっとした顔で、彼はボクから袋を受け取り笑顔を浮かべる。何度か触っただけで安眠枕の効果は出ないはずだけれど、ひょっとしたら何らかの効果があったのかもしれない。あるいは今日から眠れるという安心感のおかげなのかもわからないけれど。

　その顔は店に来た当初よりもほんの少し穏おだやかに見えた。
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　その日からレオは安眠枕を使って眠りについた。

　店員のマクミリアが語っていた通り、効果は絶大ぜつだいなものだった。ベッドで横になって、頭を安眠枕に乗せる。しゃり、と白いカバーの下で硬かたい感触を感じながら瞳ひとみを閉じて、気がつけば朝。

　いつ眠ったのかもわからないほど簡単に眠ることができた。

「こいつはいいな」

　快適かいてきな目覚めのおかげで一日の仕事は気持ちがいいくらいにスムーズに進んだ。そしていつも通りに定時で退社したのち、レオはいつも通りに夜は近所の酒場に足を運ぶ。

「──でよ、安眠枕って祈物を今借りてるんだけど、めちゃくちゃ気持ちよく寝れるんだよ」

　客席の中でレオは昨日きのうから今朝にかけて起こった出来事を仲間に自慢じまんげに語っていた。

　ひとつ噓うそをついていた。

　勤務先は別に忙しくはないし、残業もしてない。日々にストレスはないし、辛くもない。眠る時間が足りないのは、単純に仕事の後に仲間うちで夜遅くまで騒さわいでいるからだ。

「ちょっと可哀想かわいそうな社会人のふりをしたら枕を薦すすめてきたぜ」

　古物屋の奥にいた赤髪あかがみの店主の様子からして、本当の理由を話していたら貸し出しの許可は下りなかったことだろう。

　涙なみだを流して自身の噓の境遇きょうぐうに同情していた従業員の顔を思い出してレオは声を上げて笑った。

「馬鹿ばかな従業員のおかげで俺はこれから毎日安眠だよ」

　毎日遅くまで飲み歩いているせいで仕事中にたびたび眠気ねむけに襲われることがあった。その度に上司じょうしに勤務態度を注意されていたが、今後はその心配もない。

「いいなぁ」「なあ、俺にもその枕、貸してくれよ」

　いつも遅くまで一緒いっしょに飲み歩くのは学生時代からの気心知きごころしれた友人たち。

　いつから集まり始めたのかは覚えていない。

　お互いつまらない仕事のストレスのはけ口を求めて、いつしか頻繁ひんぱんに顔を合わせるようになっていた。

「モテたい」「金持ちになりたい」「もっと高い飯を食いたい」そこで交わされる会話はいつも同じようなものばかり。

　欲にまみれた仲間たちが今度は安眠枕を羨うらやむと、レオは鼻で笑いながら「ふざけんな」と首を振る。

　貸し出しのために金を払ったのはレオ自身。

　他人に枕を渡すつもりなど毛頭もうとうなかった。

（こんないい祈物、他人に渡してたまるか）

　心の底からそう思った。




　どれだけの無茶むちゃをしても安眠枕はレオを快適な眠りへと誘いざなってくれた。眠りにつけば疲れが取れる。疲れが取れれば気持ちに余裕よゆうが生まれる。

　今まではただ惰性だせいでやっていた仕事も、夜遊び前の前座だと思えばそれなりにこなすこともできるようになった。

「最近はなかなかいい調子じゃないか」

　安眠枕を手にしてから程ない頃、上司がレオの肩を叩たたいた。

　友人たちとの日々も充実していた。何時まででも騒ぐことができる。文字通り時間を忘れてレオは日々を謳歌おうかした。

「……今日はこの辺にしとこうぜ」「そうだな、明日も早いしな──」

　レオが安眠枕を手にしてからは、夜が更ふけた頃に友人たちがほんの少し疲れた様子でそれとなく口を開いて解散するようになった。

（……俺はまだ遊び足りないんだけどな）

　レオはそれから深夜帯も営業している店を探すようになった。

　安眠枕を使えばどうせ眠ることができるから。

　やがて夜に沈んだ街の中でレオは明かりを見つける。ふらふらと明かりに誘われるように足を運ぶ。小さなバーだった。

　人々の眠りを妨さまたげないため遠慮えんりょするように静かで、落ち着いた照明の店内にはほんの少しの客の姿があった。

　一人でカウンターに座る。向かい側に立っているのは壮年そうねんの男性。何を飲むのかと尋ねられたので適当にワインを注文した。

　ほどなくして目の前に置かれたグラスを煽あおる。落ち着いた雰囲気ふんいきにあった落ち着いた味。

　いつも騒いでいるレオからすれば少しの物足りなさも感じていたが、それも束つかの間まの話。

「よう、兄ちゃん。見ない顔だな」

　ふと肩を叩かれる。振り向くと体格のいい男が立っていた。男は自身を会社経営者と名乗っていた。若い男が一人で飲んでいることに興味を抱いたらしい。

「仲間内で今飲んでるんだが、よかったらどうだ？」

　男は背後を指差しながら尋ねる。視線を向けると少し派手はでな男女が数名こちらに手を振っていた。

「はあ……」

　別にどちらでもよかったが、レオは男の提案に頷うなずき席を移動した。

　その日は結局朝まで飲んでいた。

　自身の知らなかった世界だった。レオが普段飲めないような値段のボトルを次々開ける男たち。綺麗きれいな女性に囲まれながら、男たちとレオは話す。普段友人たちと交わしている中では味わえないような刺激しげきがあった。

　翌日も安眠枕のおかげで朝いつも通りに目覚めることができた。

　その日も軽く仕事と仲間たちとの集まりを消化してバーに向かう。一日の楽しみはいつしか夜の世界で新しい刺激に触ふれることになっていた。

　そうしてレオの日常が形を変えていった、ある日のことだった。

「……あれ？」

　いつものように安眠枕で目を覚ますレオ。

　その日は目を覚ました瞬間から既に違和感があった。いつもよりも日差ひざしが眩まぶしい。視線を時計へと向ける。

　時刻は真昼まひるを指していた。




「最近は調子もいいと思ってたんだがな。結局逆戻りか」

　急いで出勤しゅっきんしたレオを上司は落胆らくたんした様子で迎えた。

　安眠枕を使ったはずなのに一体どうして──疑問が絶えない中、レオは仕事に当たる。その日は残業した。仲間内との集まりには遅れて合流して、バーには昨日と同じ時刻に向かった。

　その翌日も起きた時間は昼過ぎだった。

　二日連続で遅刻ちこくをしたレオに上司は再びため息をつく。

「一体どうした？　最近お前おかしいぞ」

　原因を尋ねられてもレオにも答えられない。安眠枕を使っているのに、なぜ真昼に起きるのだろうか。

「すみません……、気をつけます」

　ただその場しのぎで反省している雰囲気を装った。会社は夜の楽しみの前座でしかないのだから。

　いつしか仲間内での集まりも、バーに行くまでの暇つぶしになっていた。

「……お前、最近ちょっとおかしいぞ」「付き合い悪くないか？」

　早くバーに行きたかった。いつもよりも早めに切り上げようとしたレオに、友人たちは顔をしかめた。

「悪い。ちょっと明日は用事があって早く寝たいんだよ」

　見え透すいた噓だった。

「ああ、そう……」「まあ、別にいいけど……」

　友人たちの反応は冷ひややかだった。

　そんな友人たちの反応にレオはただ鬱陶うっとうしさを感じていた。いつしか深夜に向かうバーを自分の居場所いばしょと捉とらえるようになっていたから。

「本当に面白おもしろいやつだな」

　会社経営者の男は特にレオを気に入っていた。「お前、うちで働いてみないか？」

　冗談じょうだんめかしてそんなことを言われるほどに。

　深夜に会う男は見るからに金持ちだった。より一層いっそうレオの胸が高鳴る。もっと媚こびを売って今の生活から脱却だっきょくしたい。つまらない連中との縁えんを切りたい。思うように朝起きられない生活が邪魔じゃまをする。

　困り果てたレオは以前訪れた古物屋リリエールとは別の古物屋に足を運ぶ。

「いやぁ……最近目覚めが悪くて、大変なんですよ」

　いかにも辛そうな表情を作って事情を話す。「仕事が忙しくて、朝早起きしなきゃいけないんですけど、いつも遅刻ギリギリで……」

　もちろん噓だった。

　しかし古物屋の店主が気づくことはなかった。レオの困り果てた様子に同情した。

　そうして薦められたのが目覚まし時計だった。

　レオは迷わず購入した。祈物が持つ力の凄すさまじさは安眠枕で体感済みだった。

　目覚まし時計が持つ効果はごく単純なものだった。設定した時間にベルが鳴ると、確実に起きられる。ただそれだけ。

「こいつはいいな」

　その翌日、レオは久々ひさびさに穏やかな朝を迎えた。

　しかし安眠枕と目覚まし時計を併用へいようし始めて三日が経たった頃に今度は日中にひどい眠気ねむけに襲われるようになった。

「おいおい、大丈夫だいじょうぶか？」

　会社の上司は心配し、レオを早退そうたいさせた。上司の好意に甘えながらも、帰宅する途中、頭の中で考えていたことは、次に買う祈物のことだけだった。

（目覚まし時計と枕の併用でもだめだったか……、夜になるまでに眠気がなくなるような祈物を買わないといけないな）

　ぼんやりとした頭の中で思考を巡めぐらせる。

　バーで出会った男との約束があった。今夜、会うときに仕事を紹介してくれる手筈てはずになっていた。媚を売り続けてようやく摑んだチャンスだった。逃すわけにはいかなかった。

　そうして古物屋へと足を向かわせた最中のことだった。

「ごきげんよう」

　声がした。

「お困りのようですが」

　どうかしましたか？　首をかしげるのは、喪服もふくのように黒い服を着込んだ一人の女性。カレデュラと名乗った彼女は自身が古物屋カレデュラという店を営んでいることを明かした。

　運がいい。

　レオは事情を軽く説明する。カレデュラは親身になって話を聞いてくれた。

「なるほど……、それは大変ですねえ」

　大袈裟おおげさに眉まゆを寄せて心配してみせたカレデュラは、それから祈物を一つ、レオに手渡した。

「こちらをご利用ください。眠気なんてすぐになくなりますよ」

　紅茶の茶葉。

　祈物が持つ力を知っているレオはすぐさま購入して帰宅した。

　カレデュラが語っていた通り、紅茶を飲めば確かに眠気は吹き飛んだ。それどころか活力が無限に体の中から湧わいてくるような気さえした。

「こいつはいいな」

　その日の夜も、レオはバーへと向かう。

　何の心配もすることなく、すべてが順調に進むと心の底から信じながら。





◇






　梅雨つゆが明け、風は涼すずしく、空気はからりと乾かわいている。

　初夏しょかが来た。

「ごめんくださーい」

　その日、ボクは街のはずれのほうを地図を片手に訪れていた。あまり来たことがない場所だったおかげで目的地に辿たどり着くまでに何度か道に迷う羽目になった。

　目的地に着いたのはお昼頃。

「レオさーん？　こんにちはー。古物屋リリエールの者ですがー」

　集合住宅の一室。扉とびらにネームプレートはない。一ヶ月前に契約をした時の情報に誤あやまりがなければ、この部屋に住んでいるはず。

　けれど何度かノックをしながら声をかけてみても、返事はなかった。


「…………」



　休日のお昼時だし留守るすかな？　なんて考えが頭をよぎった直後にいやいやちょっと待ってと頭の中で改める。視線を落とした先にあるのは郵便受け。

　手紙やチラシが押し込まれて今にも吐き出しそうなほどに口がいっぱいになっていた。

　つまり手紙やチラシをろくにみていないということであり。

　言い換かえるなら、長い間帰っていないか、もしくはずっと部屋の中にいるかの二択が考えられるということになる。

　試しに扉に手を掛ける。

　がちゃり。

「あれ──」

　開いた。

　部屋の中にいるなら不用心ぶようじんだし、長らく帰っていないならもっと不用心。

　一体どういうこと？　混乱こんらんしたまま、ボクはそのまま扉を開いて、中をそっと覗のぞき込む。直後に扉を思いっきり明けて、中に駆け込んだ。

「ちょ、ちょっと……！　しっかりしてください、レオさん！」

　紅茶の香りが充満じゅうまんした部屋の真ん中。

　床ゆかの上でレオさんは倒たおれていた。

　安眠枕を置いたベッドの目の前で、力尽きるように。







「命に別条べつじょうはなかったそうよ」

　倒れたレオさんをすぐさま病院に連れて行った。

　付き添そいで一緒にきてくれていたリリエールさんが、待合室まちあいしつで待っていたボクに医者から伝えられたことをそのまま教えてくれた。

「過度かどの疲労ひろうで意識を失っていたみたい。ちょうど昨日倒れたみたいね。回収に行ってよかったわ。あなたが見つけなければ命を落としていた可能性もあるし」

「そんなに仕事が忙しかったんでしょうか……？」

「そうでもないかも」

　首を振る。

　レオさんが倒れたことは勤務先の上司にも伝えられていた。リリエールさんが聞いた話では、ここ最近はろくに仕事もしていなかったそうだ。

「それに、そもそも職場ではいつも定時に帰っていたそうよ」

　仕事が忙しいから安眠枕を使うという話と矛盾むじゅんしている。

　ボクたちはどうやら欺あざむかれていたらしい。

「うう……、噓を見抜く祈物とかってないんですか？」

「何でも祈物に頼るのはおすすめしないわね」

　ともかく安眠枕はこのまま回収するわよ──とため息を漏もらしながら歩き出すリリエールさん。

　回収したあとはどうするのだろう。

「解呪かいじゅしちゃうんですか？」

　尋ねるボクに彼女は首を振る。

「枕そのものに罪つみはないわ」

　そしてレオさんが未だ眠る病室を振り返りながら、彼女は言った。

「罪はいつだって使う側にあるのよ」





◆






「そうですか……」

　レオが目を覚ましたのはその翌日のことだった。ここ数日の記憶がない。

　自身に起きた出来事を説明する医者に頷うなずきながら、レオは抜けた穴を埋めてゆく。祈物の過剰利用。枕に目覚まし時計、それから紅茶。複数を使い続けて体が突然限界を迎えたらしい。

　傍目はために聞けば愚おろかしいにも程がある出来事だった。

「あなたの部屋にあった祈物はすべてうちの店で回収させてもらったから」

　医者の横で腕を組んでこちらを見下ろすのは赤髪の女性。一ヶ月前に一度だけ行ったことがある古物屋リリエールの店主だった。

「安眠枕に目覚まし時計、それから紅茶も」

　すべて古物屋リリエールの方で預かったという。元々返却の必要があった安眠枕以外の祈物に関しては、買い取りというかたちで処理したらしい。リリエールはレオに多少の金を手渡した。

　一方的な決定に思えたが、抗議をする気はまったく起きなかった。

　まだ頭がぼんやりとしているのかもしれない。

　古物屋リリエールの店主の顔を見上げる。

　冷たい顔をこちらに向けていた。

「もう二度とうちの店は利用しないで」

　あなたのような人間に祈物を使われると困るのよ──と彼女は嫌悪感けんおかんを隠しもせず単刀直入たんとうちょくにゅうに告げる。「今後は二度と祈物と関わらない方がいいわ。あなたのような人間には過ぎた代物だもの」

　今度は気を失うだけでは済すまないわよ。

　群青色ぐんじょういろの瞳が、レオを睨む。安眠枕を使用する際に噓を並べて誤魔化ごまかしたレオに対する憤いきどおりでもあり、レオ自身の身を案じた警告でもあった。


「…………」



　彼女の言葉を聞きながら、レオはぼんやりとした頭の中で、考える。

（二度と祈物を使うな、か……）

　思い出すのは安眠枕を使い始めた頃のこと。仲間たちからの羨望せんぼうの眼差し。新しい出会い。人脈じんみゃく作り。順風満帆じゅんぷうまんぱんな私生活。

（あんないい物、手放してたまるか）

　冗談じゃない。

　今回はたまたまやり方が悪かっただけだ。次こそはうまく立ち回ってみせる。

　一度の失敗くらいで祈物から手を引く気など毛頭なかった。

　だから。

「そうですね……、今後は祈物に関わりません」

　レオはまた、噓をついた。
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「一体どういうことなの……？」

　その日、リリエールさんはボクが店に着くなり驚愕きょうがくの表情で目を見開いていた。ありえない。そんな馬鹿ばかな。信じられない──彼女の口は震ふるえながら言葉を次から次へと漏もらす。

　彼女が狼狽ろうばいするなんて珍めずらしい。だからボクは首をかしげながら「どうかしたんですか？」と声を掛ける。

　そんな心優しい慈愛じあいに満ちた従業員ことボクに対し、リリエールさんは目をくわっと見開いてから、言った。

「金庫きんこからお金がごっそりなくなっているの」

　わあ大変たいへん。

「深刻しんこくな事態じたいですね」

　ボクはできる限り驚おどろいているような風を装よそおった。でも多分不十分だったのだろう、すぐにリリエールさんは頰ほおを膨ふくらませながら「反応が薄うすいわ」と文句もんくを言ってきた。

　ボクは目を逸そらす。

「いやあ、すみません」目を逸らした先には見慣れない物がいくつも積み上げられている。話が急に変わってとっても恐縮きょうしゅくなのだけれど、「あのう、ところでリリエールさん、これ何ですか？」

　指差しながら尋たずねるボク。

　不服ふふくそうな顔をしていた彼女もまたひょっとしたら聞いてほしかったのかもしれない。「ふふ、気づいた？」とやや嬉うれしそうな顔をしながらボクに答える。

「そこに並べられているのは新しい祈物れいぶつたちよ」

「新しい祈物」

　お行儀ぎょうぎよく並んでいるのはごつごつとした甲冑かっちゅう、見るからに高そうなネックレス、壺つぼ、懐中時計かいちゅうどけいなどなど。どれもボクの記憶が正しければ先週末までは置いてなかった代物しろものだ。

「実は週末に買い足したの」

「週末に買い足した」

　値札ねふだを見る。

　血ちの気けの引くような金額がさらりと書いてあった。わあ。

「いい買い物をしてしまったわ」

「値段も結構張るみたいですけど」

「その代わり祈物としての効果も絶大ぜつだいよ」

「なるほどぉ」

　これどこの誰が買うんですか？　富豪ふごう？

「しかし一体なぜ金庫からお金がなくなったのかしら……」

「理由は明白めいはくな気がしますけど」

「ミステリーだわ……」

「ボクはリリエールさんの思考回路のほうがミステリーに感じます」

「ともかく資金の一部がこの週末で勝手かってに消えてしまったのよ。これは事件よ、マクミリア」

「深刻な事態ですね」

「反応が薄いわ」

「多分同じやりとりを繰り返してるからじゃないですかね……」

「ともかく早急そうきゅうにお金を儲もうける必要があるわ」

　逆境ぎゃっきょうに追い込まれたせいか、やや熱意に満ちた目をするリリエールさん。

　従業員たるもの雇やとい主ぬしの危機打開を手助けするのは当然のことなのだけれど、事情が事情なだけにあんまりモチベーションが上がらないボクだった。というかお金を儲けると言われましても。

「美味おいしい仕事がいきなり舞い込んでこない限り、急には無理ですよぉ」

　いつも通りのんびりお仕事しましょうよぉ、とボクは彼女をなだめるように言葉を並べる。

　しかし、そんな時のことだった。

　ばばん！　とお店の扉とびらを思い切り開く人がおりました。それは一体誰か。

「お困りのようですね」

　イレイナさんでした。

「わあイレイナさん」「あらイレイナ」

「話は聞かせてもらいました。どうやらお金に困っているようですね」

　ふっふっふ、と不敵ふてきに笑うイレイナさん。

　まるでその顔はとびっきりの儲け話を持ってきましたよとでも言いたげであり「ふふ……実はいい儲け話があるんですよ……」ていうか実際にそれを口にしていたし、けれどそのうえで何となく拭ぬぐいきれない胡散臭うさんくささというか怪あやしさに満ちた顔をしているようにボクには思えた。

「怪しいっすね」ゆえにじとりと目を細めるボクだった。至極当然しごくとうぜんの反応ですね。

「大丈夫だいじょうぶです、怪しい仕事じゃないですよ。まあ法には触れない依頼ですし」

　開口一番で合法ごうほうかどうかをわざわざ開示してくる辺あたり怪しさしかありませんけど……。

「ま、とりあえず話だけでも聞いてくださいよ」

　やや警戒けいかいしているボクをよそにイレイナさんはそれから店内に一人の女性を導き入れた。

　シックな制服に身を包んだその女性は自らの名をメルルーナと名乗った。

　祈いのりのクルルネルヴィアでもトップクラスを誇ほこる高級ホテルで働いているらしい。
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「実はうちのホテルの上司じょうしの様子が近頃怪しくて……」

　曰く、メルルーナさんが働くホテルはこの国でも超一流の人たちが休日に宿泊しゅくはくにくる老舗しにせの超一流ホテルなのだとか。ボクたち庶民しょみんにはよく分からない話だけれど、観光業がろくに栄えることのない祈りのクルルネルヴィアにおいてわざわざ超一流ホテルという看板かんばんを掲かかげて営業を続けられているのだから、一定の需要じゅようはあるということらしい。

「怪しい、とは？」

　首をかしげるリリエールさん。先ほどのご乱心らんしんぶりとは打って変わって真剣しんけんな眼差まなざしをしていた。ひょっとしたらソファに座る際にお気に入りの紅茶こうちゃを淹いれてあげたのが効いてるのかもしれない。

　メルルーナさんは「はい……」と深刻そうな表情を浮かべながら、両手で抱かかえるように持っているティーカップへと視線を落とす。

「実は……、私の上司、少し前から祈物を集めるようになったんですけど……、それがちょっと変なものばかりで」

「変なもの？」

　どういうものかしら、とリリエールさん。

「はい。例えば東洋とうようの剣けん……えっと、刀かたな？　っていうものだったり、鎧よろいだったり、槍やりとか斧おのだったり、そういう物騒ぶっそうな道具の祈物ばっかり買い集めるようになりまして」

「祈物は基本的に古いものばかりだし、別に武器や防具の祈物を集めるコレクターがいたとしても不思議ふしぎではないと思うけど……」

「でも、上司が買った祈物、ぜんぶすごい値段のものばっかりなんです」

「具体的には？」

　ごにょごにょ。メルルーナさんは声を抑おさえて金額を漏らす。大体三桁さんけた万レインほど。そして大体リリエールさんが週末に使い果たしたお金の額と同じくらい。

「なるほど、それは確たしかにおかしいわね」

　深刻な顔で頷くリリエールさんだった。

　ご自身が週末に買ったものを思い出してから頷うなずいてほしいです。というか、さっきもリリエールさん自身が言ってたけど。

「お値段が高い祈物って凄い効果の祈物ばっかりなんでしょう？　じゃあ、レアな祈物を集める趣味しゅみでもできたんじゃないですか？」

「でも買った祈物をうちのホテルの倉庫そうこに仕舞しまってるんですよ」

　自腹じばらで買ったものを、飾かざるわけでもなく、ただ仕舞うだけ。

　しかも勤め先の倉庫に。

　一体何がしたいのでしょう？

「どうやらこの上司というのは何かよからぬことを企たくらんでいるようですね」

　メルルーナさんの横から写真を一枚、ボクたちにすっと差し出すイレイナさん。

　そこに写し出されているのは豪華絢爛ごうかけんらんなホテルの廊下ろうか。メルルーナさんと同じ制服姿のダンディなおじ様が、一人の男性と握手あくしゅを交わしている。

　それはそれは何の変哲へんてつもない穏おだやかなひとときを写した一枚のようにも見えた。上司さんと握手をしている男性が普通の人間であれば、まさしくそんな平和な写真と見紛みまがったかもしれない。

「わあ怪しい」

　けれどボクは息をするように自然にそんな言葉を漏らしていた。

　……いや、人を見た目で判断しちゃいけないんだけれど。

　どう見ても黒ずくめの男は上流階級の人間には見えなかった。

　男の身長はやや高く、上司さんをすこし見下ろすようなかたちで手を伸ばしていた。筋骨隆々きんこつりゅうりゅうという言葉がふさわしいほど、黒ずくめの服の上からわかるほどに腕うでは太く、手も大きい。顔立ちから察さっするにだいたい三十代半ばほどだろうか。そして背中に馬鹿でかい剣を装備している。

　馬鹿でかい剣！

「ていうか何ですかこれ！」

　豪華ごうかな一室にはミスマッチにも程があるほど臨戦態勢りんせんたいせい十分な格好かっこうといえた。今から戦うんですか？

　ちなみに撮影者さつえいしゃは今ここにいるメルルーナさん。

「前々から上司の行動が怪しくて、変だなと思ってたんですけど……、昨日きのう、廊下でたまたまこの光景に出くわしちゃって……」

　そしてぱしゃりと撮ったのがこの一枚なのだそうな。

「メルルーナさんはこのときの彼らの会話も聞いたそうなんですけど」写真を指差すイレイナさん。「上司さんと握手をしているこの男性は犯罪者はんざいしゃだそうです」

　犯罪者！

　なんだかもう話のスケールが急に大きくなってきてよく分からなくなってきましたけど。そんなボクを置いてけぼりにしたままメルルーナさんはこの写真を撮ったときの状況を詳しく教えてくれた。

　握手をする二人の男。

　微かすかに聞こえた彼らの会話は、次のようなものだったらしい。

　黒ずくめの男が笑う。

『明後日あさってのパーティではくれぐれもよろしく頼むぞ？』

　メルルーナさんの上司さんもまた笑った。

『もちろんです。貴方あなたこそ、手筈てはず通りよろしく頼みますぞ。連中から金をむしり取ってくだされ』

『了解りょうかいした。ところでパーティではどんな料理が出されるのだ？』

『最高級の食事をご用意する予定ですが』

『では作戦前に頂いただいてから準備にかかるとしよう』

『はっはっはっは！　構かまいませんよ。どうせパーティが始まれば人の出入りが多くなる。あなた方が紛まぎれ込んでいても誰も気づかんでしょう』

『そりゃあいい』

『パーティ開始から一時間ほどしたら私が会場で合図あいずを出します。その頃には倉庫へ従業員が出入りしないようにしておきます。頃合いを見計らって倉庫へと武器を取りに行き、作戦を実行してください』

『わかった。それでいこう』

『よろしくお願いします』

　そうして二人は握手した。

　この会話を耳にした途端に、メルルーナさんはピンときたらしい。

　昨日からみて明後日──要するに明日、彼女が働くホテルでは祈りのクルルネルヴィアでも有数の富豪たちが集まるパーティがある。

「つまりあなたの上司が黒ずくめの男たちを手引きして、富豪たちのパーティを襲わせる計画がある……ということね？」

　話を端的たんてきにまとめるリリエールさん。そう考えてみれば祈物の武器が倉庫に次々と集められているという話も理解が及およばないこともない。恐おそらく事前に襲撃のための武器を持ち込んでいるのだろう。

　メルルーナさんは静かに頷いた。

「ふうん……」一方でリリエールさんの方は釈然しゃくぜんとしていないような様子だった。「それは私たちのような古物屋ではなく保安局ほあんきょくに相談すべき問題じゃないかしら……？」

　いや本当に。

　ボクは強く頷いた。

「ボクたち、犯罪者と正面きって戦えるほど強くないですよ……？」

　リリエールさんは戦えるかもしれないですけど。ボク一般庶民ですよ？　期待されちゃっても困りますね……。

　などとボクたちは顔を見合わせたわけだけれど。

　メルルーナさんは、そんなボクたちに対して顔を上げて、訴うったえる。

「……実は色々と事情がありまして」

「事情、ね」目を細めるリリエールさん。「何かしら、話してみて？」

「私も最近まで知らなかったのですけど、私が働くホテルを利用するお金持ちの方々の中には、その、家庭を持っていらっしゃるお客様が別の異性いせいとこっそり会う場としても利用している方がいるようでして……」

「ああ不倫現場ふりんげんばってことですね」「やめなさいマクミリア。はっきり言わないの」

　需要じゅようがあまりないように思えた老舗の高級ホテルには意外な需要があったらしい。まあ高級ということはセキュリティも充実しているでしょうしね。こっそり会うには適切な場かもしれない。

　イレイナさんは頷きながら付け加える。

「そして黒ずくめの男たちと共謀きょうぼうして、上司さんはお金を根こそぎ巻き上げるつもりのようですね。やましい事情持ちのお金持ちなら、保安局に被害を届け出ることもないでしょうし」

「登場人物全員クズなんすか」「やめなさいマクミリア」

　そして事を荒立あらだてたくないという気持ちはメルルーナさんも同じらしい。

　やましい需要も一定数あるとしても、彼女が働くホテルはまがりなりにも超一流の高級ホテル。

「こんな事件が明るみに出たらうちのホテルが長年築きずき上げてきたイメージもおしまいです……！　私、あのホテルが好きで就職しゅうしょくしたばかりなのに……！」

　得たばかりの職を失いたくない。

　その気持ちが彼女を古物屋リリエールまで走らせたのかもしれない。

「どうかお願いします……！　明日の事件を未然みぜんに防いではくれませんか……？」

　頭を下げるメルルーナさん。

　ボクとリリエールさんは顔を見合わせる。答えるべき言葉は決まっていた。互いに迷いのない視線を交わしたのちに、ボクたちは自然と頷き合っていた。

　しかしところで少し気になることが一つあるのですけど。

　不倫現場として利用されているのはまあわかったんですけど、

「ちなみに明日行われるパーティって何なんですか？」

　メルルーナさんは顔を上げた。

「合コンです」

「登場人物全員クズなの？」「やめなさいマクミリア」

　ともかくボクたちは超一流ホテルへと翌日よくじつ足を運ぶことを、メルルーナさんに約束したのだった。
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　そして迎えた翌日。

　ボクとリリエールさんの二人は高級ホテルに客として突入とつにゅうすることとなった。ちなみにイレイナさんはお店でお留守番るすばん。

「応援してますねー」とひらひら手を振りながらイレイナさん。「私はここでお店を守ってますから安心して行ってきてください」

　なんて言いながら普通にソファでくつろいでいた。彼女の中で守るという言葉がどんなふうに扱あつかわれているのか疑問でならなかった。

　まあそれはさておきホテルに着いたボクとリリエールさん。

　いつも通り堂々どうどうとしているリリエールさんと比べてボクの方は少しだけそわそわしていた。店に来る前の話だ。

「マクミリアさんはその、ちょっと……、格好の方が……、もう少しふさわしい服がありましたので、こちらをどうぞ……」

　直訳ちょくやくすると「おめえの普段着ふだんぎは貧乏人びんぼうにんくせえから何とかしろ」である。そんなわけでとてもとても控ひかえめな様子でメルルーナさんはボクに着替えの服を用意してくれた。

　ちょっとお高い服。

「わあタキシードだぁ」

　メンズ服だぁ。

「似合にあってるわよ」

　赤いドレスに着替えたリリエールさんが「ご愁傷様しゅうしょうさま」とボクの肩を叩たたく。一応ボクの性別が女性であることをそれとなくメルルーナさんに伝えたところ、「えっ！　そうなんですか？　一人称いちにんしょうがボクなので、てっきり男性なのかと……」と目を丸くして驚かれた。外見ならまだしも一人称で勘違かんちがいされるとはこれいかに。

「男女のペアとして行動してもデメリットはないし、いいんじゃないかしら。仕事に集中できるわ」

　まあそれはそうですけど。

「どうせ変装へんそうするなら制服のほうがよくありません？」

　客としてお金持ちの合コンに混ざるよりも、従業員としてこっそり潜入せんにゅうしたほうが動きやすい気がしますけど。

　ホテル内を自由に動き回れるようになりますし。

「それは少し難しいかもしれません……」

　ボクの提案に難色なんしょくを示したメルルーナさんは、先ほど同様控えめな様子で、「当ホテルは従業員も超一流の家系の生まれしか雇やとっていなくて……」とさらりと致命傷ちめいしょうを与えてきた。

　──ボクってそんなに貧乏人くさいですか？

　──仕事前に、泣いてもいいですか？

「あ、ごめんなさい……！　今のは嫌味いやみな意味じゃなくて、昔から付き合いのある従業員が多いから、新しい人が入ってきたら疑うたがわれちゃうって意味です。お金持ちのコミュニティって案外狭せまいので……」

「じゃああなたの実家もお金持ちなのね」ふうん、とリリエールさん。

「ええ、まあ……はい。一人娘ひとりむすめである私が働いていた職場が不祥事ふしょうじを起こしたなんて知れたら親に迷惑めいわくをかけてしまいますので……」

　なるほど、表に出せない事情を抱えていたのは依頼主の彼女も同じ、ということらしい。
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「あと……これは言おうかどうか迷っていたことなのですけれども……」

　言いづらそうに口をもごもごとさせるメルルーナさん。

「なぁに？」

　リリエールさんが首をかしげると、彼女はこっそりとボクたちに漏らす。

「実は私、その……写真に写っていた上司と不適切な関係にありまして……」

　ボクも首をかしげる。

「不適切な関係？」って何？

「不倫です」


「…………」「やめなさいマクミリア」「ボク何も言ってませんけど」



　ともかくそんな大きめの爆弾ばくだんを抱えているせいか、彼女はボクたちの潜入に非常に協力的だった。

　ホテルへの入場がスムーズに進んだのも、メルルーナさんが事前に手引きをしてくれたからこそ。

「とりあえず腕を組んでおきましょう」

　とリリエールさんがボクの腕に手を絡からめ、そのまま二人で会場へと潜もぐり込む。

　後になって知った話だけれどお金持ちのパーティ（というか合コン）ではしばしば刺激しげきを求めて夫婦ないしカップルで参加する人もいるらしい。つくづくボクには理解できない世界だけれどおかげで疑われずに済すんだからよしとしましょう！

「ひええ豪華」

　会場として案内されたのはホテルの最上階の大広間おおひろま。

　床一面ゆかいちめんに敷しき詰つめられている絨毯じゅうたんは美しく、天井てんじょうを見上げれば謎なぞの模様もようが描かれており、そして当然のような顔をして吊つるされているシャンデリアたちには圧倒あっとうされそうな凄すごみがあった。乱雑らんざつに言ってしまえばただただ豪華絢爛けんらんで、私服で来たら場違ばちがいすぎて死んでたかもしれない。

「行くわよ」

　立ち止まって「はわわ」と感動してたらリリエールさんに腕を引っ張られた。引っ張られてまたも「はわわ」と呟つぶやいた。

　パーティに潜入した後の流れは既すでにリリエールさんとは相談済みだった。

　まずパーティが始まるまで二人でカップルのフリをする。ホールにテーブルが点在てんざいしているだけの立食形式のパーティだったので、ボクとリリエールさんはとりあえず隅すみっこのほうでグラス片手にぼけーっと立つことにした。

　人数が揃そろってきたら乾杯かんぱい。

　パーティが始まる。参加者たちが自由にうろうろし始め、そしてホテルの従業員たちも料理を運ぶために同様に移動を始める。人の流れが入り乱れる。

　ボクとリリエールさんはその隙すきにホールを抜けて倉庫へ向かう──。

　以上。

　手順は単純明快たんじゅんめいかい。

　そしてボクの目の前は今、見渡す限り、豪華絢爛な衣装を身に纏まとった男女がシャンパン片手に談笑だんしょうしている。

　これは抜け出す頃合いというものでは？

「リリエールさん、そろそろ行きましょ」

　ボクはえいやっ、とリリエールさんに向けて腕を差し出す。

　さあさあ腕を組んでくださいな。


「…………？」



　しかし待てど待てどボクの腕に通るものは何もない。あれれ？　リリエールさん？

　隣に立っているはずのリリエールさんの方へ、ボクは顔を向けた。

　ボクはそこで、そういえばここが合コン会場であることを思い出した。

「なんて美しい女性なんだ……、君ほど美しい女性は今まで見たことがない……！」「リリエールさん、よければこちらでお話をしませんか？」「どこ住み？」「お仕事は何をなさっているのですか？　私はこう見えて会社経営者で年収五千万レインは──」「どこ住み？」「君うるさいな」

　ざわざわとまるで獲物えものに食らいつく獣けもののごとし。パーティの参加者男性たちの一部がリリエールさんを取り囲んでいた。

　一緒に働いているせいか感覚が鈍にぶっていたけれどリリエールさんは人目を惹ひくほど容姿端麗ようしたんれい。素敵すてきな出会いを求めてやってきた男性たちが放っておく道理どうりもないでしょう。

　大変！

　リリエールさんの相方あいかたとしてタキシードを着込んだボクは颯爽さっそうとリリエールさんを助けるべく割って入ろうとした。

　上司のピンチをなんとかするのが部下の務つとめではないでしょうか。

　しかしそうして駆け寄ったところで一つ思い出したのだけれど、ボクの知る限りリリエールさんという女性は少々常識に疎うとく、そして祈物に目がなく、あと初対面のときに刃物はものを持ってこんばんわするくらい変わり者。

　男性に囲まれていながらも彼女は至いたって涼すずしい顔をしていた。

「私は古物屋リリエールという店の経営者をやっているわ。この国に住んでいるなら祈物はご存ぞんじよね？　私の仕事は祈物を扱うことで──」

　ここぞとばかりに自分の仕事を語り始める仕事人間リリエールさん。「ちなみに先週は大きな投資をしてね、従業員には反対されたのだけれど効果的な祈物を新しく仕入れて──」などなど、滑すべるようにすらすら言葉が流れゆく。周りの男性たちは最初こそ好意的な反応を見せてはいたけれど、リリエールさんが祈物トークの最中に「ところで壺つぼに興味はない？　高いけどいい壺なの」と言い出したあたりでそそくさと何人か抜けていった。自然の道理。

　ボクはその辺りのタイミングでリリエールさんの手を引ひっ張ぱって救出。

「お仕事中ですよ、リリエールさん」

　まったくもう、と少しわざとらしく怒るボク。

「いいところだったのに……」

　そう思ってるのはリリエールさんだけだと思います……。

　ともあれリリエールさんを救出したボクはその足で会場から抜け出すために人混ひとごみをすいすいと抜けてゆく。

　狙ねらい通り怪しまれることはなかった。

　と思っていたら怪しい男がボクの手を摑つかんだ。

「フフフ……」

　にやりと笑う男。顔はいいのに笑い方が絶妙ぜつみょうにキモかった。

　さてはリリエールさん目当ての男性ですね？

「この人はボクと今からお外そといきますので！」

　だめです！　と目をくわっと見開いてノーを突きつけるボク。

　なんて頼りになるボクなんだ……。

「フフフ……」しかし怪しい男は依然いぜんとしてボクの手を摑んだままだった。「勘違いされては困るな。私が声をかけたのはそちらの赤い髪の女性じゃなくて君のほうだよ──」

「ああなるほどボクのほうでしたか。それは失礼──ん？」

　ボクは相手の顔を見る。男性。

　ボクの格好を見る。男性っぽい。

　あれれ？

「いや、あの、ボクは……その、こんな感じですよ？」

「男だと言いたいのかい？」

「そうですけど」

「噓うそだね」

「！」ば、ばれてる？

　驚愕きょうがくに全身から一瞬いっしゅんで冷ひや汗あせが「ぴゃあっ！」と慌あわてふためき噴き出すボク。そんなボクに対して男は語る。

「フフ……見た目で取とり繕つくろっていても分かる者には分かるものだよ……」

　ば、ばれてる！

　びっくり！

　ボクは振り向いた。

「リリエールさん！　聞きましたか！　ボクって女の子っぽいらしいですよ！」

「私も初対面であなたは女の子だと思ったわよ」

「急に張り合ってどうしたんですか」

「それはさておき」一歩踏み出し、男の前に出るリリエールさん。「悪いけど私、この子と二人きりになりたいの。お引き取り願えるかしら」

　そしてそのままリリエールさんはボクに腕を絡めて歩き出す。会場に入ってきた時と同じような様子で、そうしてボクたちは出ていった。

　ちなみにリリエールさんに拒絶きょぜつされたあと怪しい男は、

「ふっ、女の子同士か……いいものを見せてもらった……」

　などと意味の分からないことを呟き天井を見上げていたのでボクは嘆息たんそくした。

「お金持ちって変な人間ばっかりですね……」「やめなさいマクミリア」

　何はともあれこうしてボクたちは無事に会場から抜け出すことに成功した。
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　武器を格納かくのうしている倉庫は会場の通りを真まっ直すぐ進み、「関係者以外立ち入り禁止」と書かれた扉を通った先にあるらしい。

　パーティが始まれば従業員たちも料理やワインの準備、客の対応に追われ、この区画くかくはもぬけの殻からとなる。

　その隙を狙って、誰にも怪しまれないように倉庫に侵入して、祈物を根こそぎ押収。

　後から武器をとりにきた黒ずくめの男たちを一人残らず捕まえる（リリエールさんが）。

　以上がボクとリリエールさんの二人で事前に打ち合わせていた内容だ。

「うまくいきますかね」と直前になって不安になるボクだった。

「さっき会場を確認したけど」あたりを警戒するように振り返りつつリリエールさんは語る。「写真に写っていた黒ずくめの男が会場で酒を飲んでたわ。その近くには同じく柄がらの悪そうな男が数名。おそらく、事前に話していた通り、今は作戦前に勝手に飲み食いしてる最中のようね」

「よく見てましたね」

　というか相当そうとう呑気のんきな連中ですね……。

「おかげでこちらも自由が利きくわ。祈物を回収して、連中の襲撃を中断させましょう」

　黒ずくめの男たちも武器を奪うばわれれば無力そのもの。リリエールさん一人でも十分に制圧せいあつは可能だという。

　そしてそうこう話しているうちにボクたちは倉庫に着いた。

　そして扉を開いた直後に固まった。

「ん？　君たち、従業員ではないな……？　一体ここで何をしている？」

　倉庫の中。

　普通に従業員がいた。

　坊主頭ぼうずあたまの男性。写真でみた上司さんではない──多分、普通にお仕事中に倉庫に用事があったのでしょう、両手に重そうな荷物を抱えていた。


「…………」



　いきなり想定外そうていがいの展開になり黙だまり込むボク。

　ところでここでクイズです。

　このときリリエールさんがやったことは次のうちどれでしょう？

　その一、説得せっとく。「ここで見たことは誰にも言わないで……？」と上目遣うわめづかいで頼む。かわいいあざといリリエールさん。

　その二、惑まどわせる。「実は今からここでこの子とよからぬことをしようとしてたの」さらりと語るリリエールさん。誤解を招まねく言い方に坊主頭の従業員さんは混乱こんらんする。

　その三、実力行使。「人を呼ばれると面倒めんどうだわ。寝てなさい」などと冷徹に語りながら、相手が一撃で眠りに落ちる祈りの籠こもった針はりでちくりと刺さす。

「……がはっ！　な、なぜ……！」

　正解は全部でした。

　ばたん、と倒たおれる従業員さん。

「わあ」

　近づき油断させたうえで針で刺す。鮮あざやかな犯行だった。

「ふふっ、プロは証拠しょうこを残さないのよ」

　針を仕舞いながらリリエールさんは誇らしげに語る。足元に倒れてる従業員さんはリリエールさんの中では証拠にカウントされないらしい。

「困ったことになりましたね」

「大丈夫よ。私が持ってるこの針は刺されると大体一時間は眠りから覚めないから」

「そういう問題ではなく」

　無関係の人を巻き込んじゃいましたけど、という意味です。

「一人くらいなら従業員が消えても問題じゃないんじゃないかしら……」

　目を逸らして遠くを眺ながめるリリエールさんだった。現実逃避げんじつとうひしてる……。

「とりあえず今はこの倒れた従業員さんを隠かくしておきましょう──」

　そのあとで祈物を回収すればいいですよね！　とボクは床の上に転がってる従業員さんをずるずる引きずる。

「──おい」

　そしてそんな最中に倉庫の扉が開かれた。

「一体いつまで時間をかけるつもりだ。さっさと荷物を──」

　中に入ってきたのは同じく制服姿の男性だった。

　咎とがめるような口調、そして怒おこったような顔を浮かべていた彼は、坊主頭の従業員さんの上司にあたる方。

　ダンディなおじさま──写真で見た男の人、メルルーナさんの上司にあたる人。

　言葉から察するに、恐らくは部下である坊主頭の従業員さんの戻りが遅いから心配になって見にきたのでしょう。

　ひょっとしたら倉庫でサボってるんじゃないかとすら思っていたかもしれない。

　あるいは倉庫に武器を置いてあるから、長居ながいされると困ると思ったのかもしれない──。

「あ」

　とはいえまさか坊主頭の彼がボクの手によって掃除用具入れにぶち込まれてる最中だとは思いもしなかったことでしょう。

「……やば」あわわと慌てるボク。

　さてさて。

　ところで、この後の展開は一体どうなることでしょう？

　その一、機転きてんを利かせたボク。噓をついてその場をやり過ごす。「いやあ実はこの男性に襲われそうになって……」被害者面ひがいしゃづらを浮かべながら同情を得ようとするあさましいボクの姿がそこにはある。「ま、まさかそんな……！」上司さんは驚愕すること請うけ合あい。

　その二、黙っているように念を押すボク。「ホテルマンが客を襲ったなんてことが知れたら……困りますよね？」ぽん、と上司さんに揺さぶりをかける。「そ、それは確かに……」上司さんは動揺どうようすること請け合い。

　その三、リリエールさんが割って入ってきて針で刺す。「えい」と軽い言葉と共にリリエールさんが針を刺せば男はまたしても床に転がる。

「ふう、危ないところだったわ」

　正解はやっぱり全部でした。

　ボクは泣いた。

「あー！　何してるんですかリリエールさん！」せっかく説得できそうなところだったのに！

「まあ……、一人消えるのも二人消えるのも大して変わらないわよ……」

「犯罪者の思考回路だ……」

「それに、この男は悪い連中と繫つながっている例の上司でしょう？　だったら別にいいでしょう」

　さらりと答えるリリエールさん。

　まあ確かにそうですけれども──などと。

　ボクはほんの一瞬、納得しかけてふと思い出す。

　昨日、メルルーナさんから聞かされた、黒ずくめの男たちと上司さんの会話の一幕ひとまく。

　確か上司さんは、黒ずくめの男に対してこう言っていたはずだ。

　──パーティ開始から一時間ほどしたら私が会場で合図を出します。その頃には倉庫へ従業員が出入りしないようにしておきます。頃合いを見計らって倉庫へと武器を取りに行き、作戦を実行してください。

　などと。


「…………」



　大事な部分をもう一度繰り返してみよう。

　──パーティ開始から一時間ほどしたら私が会場で合図を出します。

　──私が会場で合図を出します。

　──私が。

　──会場で。

　──合図を出します。

　ボクは足元を見る。リリエールさんが刺した針によって一時間は眠りから帰ってくることは、ない。

「……あの、リリエールさん」

　ボクは言う。

「この状態でどうやって合図出すんですか……？」
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　倉庫に置いてあった武器の数々はリリエールさんがその場で回収してくれた。

　あとは黒ずくめの男たちを捕まえることができれば完璧かんぺき、なんだけど──お仕事には予想外の展開がつきもの。

　こっそり倉庫で待まち伏ぶせする手筈だったボクとリリエールさんは、ちょっとした手違いで早速さっそく窮地きゅうちに陥おちいった。このままでは黒ずくめの男たちを捕まえることができない──。

「なるほどね」

　しかしそんな窮地でも涼しい顔をしているのが我らが上司リリエールさん。「まあこれも想定内そうていないだわ。ええ、別に想定内よ、大丈夫」

「ほんとですかー？」

　じとりと目を細めるボクだった。涼しい顔に冷や汗が流れてる気がしますけど。

「ふふっ──こんなこともあろうかと今日はこの祈物を使っていたのよ」

　ここぞとばかりに自信満々な顔を浮かべるリリエールさん。

　片手で針をボクに示しつつ、それから彼女は持っていたポーチから小さなぬいぐるみを取り出した。手のひらサイズの可愛かわいらしいクマのぬいぐるみ。

「何ですかこれ？」

　首をかしげるボク。

　彼女はぬいぐるみの頭に針をあてがいながら語る。

「これは本来針とぬいぐるみでセットの祈物なの。針だけでも敵を眠らせる用途ようとで使えるけれど、本来の使い道は違うのよ」

　言いながら、彼女はぶすりとクマさんの脳天のうてんに針を刺す。

　けれど刺されたところで何の変化もない。再び首をかしげるボクを見つめながら、リリエールさんは、「こういうふうにすれば使い方は分かるかしら」とクマさんの片手を持って、パンチするようにこちらに押し出してみせた。

　直後だった。


『…………』



　ボクの足元に転がっていた上司さんの片手が、天井に向かって拳こぶしを突き出した。

　まるでクマのぬいぐるみと挙動きょどうを合わせるように。

「これって……！」

　その動きが意味することはただ一つ。

「ふふふ、そう。察しの通り、針で刺された人間は、このぬいぐるみとまったく同じ挙動をとるの」

　曰く、ぬいぐるみと同じように動くのは、刺された相手が眠っている間だけに限定されるという。つまり今から約一時間はぬいぐるみ通りに動かせるということだ。

「ちなみにこのぬいぐるみ、デメリットもあるのだけれど」

「ああそれはなんとなく分かってます」

　ボクはちらりと掃除用具入れを見つめる。

　リリエールさんがえい、えい、とクマさんの拳を突き出す度に、掃除用具入れの扉が「ばこん！」と激しく音を立てている。

　それはまるで中から扉を殴なぐりつけているかのようであり、

「針で刺された人は全員一緒いっしょに動くんですね……」

　ちょっと使い勝手が悪いですね……。

「でも、このぬいぐるみを使えば、この男が眠ったままでも会場に戻せるわ」

　結局のところ上司さんは眠りから覚めることはないのだから、このまま眠ったまま使ってしまえばいい、というのがリリエールさんの案らしい。

　リリエールさんがこの場で待機し、黒ずくめの男たちが祈物を取りにきたところを一網打尽いちもうだじんにするという大きな流れは変わらない。

　唯一ゆいいつ変更があるとすれば、この倉庫に誘導する役が上司さんから、ボクが操る上司さんへと変わることくらいだろう。

「まあ確かにその流れなら……」

　なんとかなる、かな？

「頼んだわよ」軽く頷くリリエールさん。「何か聞いておきたいことはある？」

　えい、えい、とリリエールさんはクマさんの両手を操り尋ねる。虚空こくうを殴る上司さん。そしてばこばこ叩きつけられる掃除用具入れ。

　ボクは言った。

「……とりあえず、坊主頭の従業員さんは外に出しときません？」




　いち、に、いち、に。

　ぬいぐるみの足を優しく動かしながらボクは歩く。眠ったままの上司さんの体はふらふらと危うい様子でふらつきながらも、会場へと戻ってゆく。

　後ろから見る限り怪しさしかない挙動なのだけれど、案外ばれないもので、扉を開けた向こう──会場の中を歩く上司さんに声をかける人はいなかった。

　本日のパーティがお酒有りの合コンパーティであることが幸いしたのかもしれない。ボクが戻った頃には会場の人たちは出来上がっていて、上司さんもその中の一人だと思われたようだ。

　時計を見る。

　パーティ開始からもうじき一時間が経たとうとしていた。

「あとは上司さんを操って、黒ずくめの男たちを誘導すればいいわけだけど……」

　はて、一体どんな合図を送ればいいのでしょうね？　ボクは隅っこのほうにこっそり移動しながら考える。

　やっぱり合図といったら手を挙げるとか？

「えいっ」

　とりあえずぬいぐるみの片手を空に向けてみるボク。眠ったままの上司さんがシャンデリアを指す。……が、特に変化なし。

「なるほどね」

　はいはい分かってましたとも、そんな簡単な合図じゃないですよね。

　今度は手を振ってみました。ぶん、ぶん、とボクの操作に綺麗に追従ついじゅうしてくれる上司さん。倉庫からここまでの道のりを歩かせたこともあり、ボクはぬいぐるみ（というか上司さん）の操縦が上手うまくなっていた。そんな気がする。ゆえにその場でくるくる回ることもできるし踊ることも可能だった。ボクのぬいぐるみ捌さばきをみんな見て。

「──おい、あんた」

　そんなふうに遊んでいたらやがて一人の男が上司さんの肩を叩いた。「俺たちはもう準備は整ってるんだが。まだ倉庫へはいかない方がいいのか？　合図はまだか？」

　写真で見た男性──黒ずくめの男のリーダーだ。


　…………。



　わあ、きちゃった。

　どうやら時間がきて痺しびれを切らしたらしい。

　怪しまれる前に、早くこの男をリリエールさんの下へ誘導しないと──ほんの少し焦あせるボク。闇雲やみくもにぬいぐるみを操りながら、倉庫へと行くよう促した。


「ええっと……、なんかもう合図とかいいんでとっとと行ってくださいよぉ……！」



　あたふたしながらリーダーの男の肩を叩いたり、倉庫の方を指差したり、リーダーの男を押したりしながら、やや強引にボクは促した。

　しかし。

「おい、どうした？　合図がなければ俺は動かんぞ」

　この頑固がんこ！

　遠くのほうでボクが睨にらむことにも気づかず男は「ちゃんと合図を出せ。寝ぼけているのか？」と嘆息する。寝ぼけてはいません。寝ています。

　どうやら二人の間で明確な合図が決められているらしい。闇雲に動かしたところでリーダーの男は「はあ？」と首をかしげるばかりだった。

　いいから早く行ってー！　と遠くからボクはただただ睨むばかり。

　ぬいぐるみを弄いじりながら、リーダーの男と上司さんを見つめながら、時間だけが過ぎてゆく。

　そして、多分そんなボクの様子は傍目はために見たら挙動不審きょどうふしんに見えたのかもしれない。

「おい、ちょっと」「お前、何だ？　あの二人に何か用でもあるのか？」

　男が二人、ボクの視界を遮さえぎるように立ち塞ふさがる──身長はボクより高く、二人とも揃って体格がいい。人を外見で判断するのはよくないけれど、このパーティに参加しているお金持ち男性たちとは雰囲気ふんいきが異なり、どことなく危あやうい雰囲気を醸かもしている。

　ちょうど上司さんの前で怪訝けげんな顔をしているリーダーの男と同じように。

　やばい──一瞬の判断で、ボクはぬいぐるみを持った両手を背中に隠す。

　眠った上司さんをボクが操っているなんて知れたら、これまでの積み重ねが全部台なしになる──そんな確信があった。

　けれどそんな一瞬の判断すら、遅かった。

「……今、お前何か隠したな？」「何だ？　何を隠した？　見せろ」

　じと、と途端に二人の視線が厳きびしくなる。二人の目に浮かんでいた疑惑ぎわくが確信に変わった瞬間でもあった。

「い、いやあ……気のせいじゃないですか？　ボク別に何も隠してない、ですよ……？」

　お願い、早く合図に気づいてー！　ボクは祈るような気持ちで背中に隠したぬいぐるみを操る。

　しかし現実は思うようにいかないもの。

　リーダーの男は「はあ？」と上司を眺め、そしてボクの目の前の二人は、

「おい、隠してんだろ？」「知ってんだよ、こっちは。噓つくんじゃねえ」

　と一層厳しく迫る。

　二人の顔はぐいぐいと近づき、視界が覆おおわれてゆく。

「い、いやあ……、べつにボク、何も隠してないですけど……？」

　顔を逸らすので精一杯せいいっぱいなボク。

「噓つけ！」怒鳴どなる男たち。「隠しているのを知っているんだぞ！　見せろ！」誰か助けて！

　やがてボクの窮地に一人の男が駆けつける。

「待ちたまえ！」

　それは顔のいい男の人！

　……誰？

　覚えのない乱入者らんにゅうしゃにボクは首をかしげる。お二人のお知り合いですか？

「……！　お、お前は……！」男たちは途端に顔をこわばらせる。「ホテルの支配人しはいにん……！」ホテルの支配人さんなんですね。

　ボクは多分初対面だと思いますけど。

「フフフ……」

　あ、違う。初対面じゃない。

　よく見ればさっき倉庫に向かう途中に話しかけてきた、顔はいいけど笑い方が絶妙にキモい人だった。

　ホテルの支配人だったんだ……。

「君たち、無粋ぶすいにも程があるな……」

　ねっとりとした感じで男たちと距離を詰めながら支配人は語る。「彼女は確かに、君たちに隠し事をしている……だが、それが何だというのかね……？」


　…………。



　それは性別の話ですよね？

「みんな違ってみんないい……そうは思わないかね……？」

「なんかあんた勘違いしてないか？」「俺たちは別件べっけんでこいつに用が──」

「黙だまれ！」

　パァン！　男に容赦ようしゃない平手打ひらてうちが浴びせられる。「純粋じゅんすいな子の隠し事を暴あばこうとするような無粋を黙って見ていられるほど私は冷徹れいてつではない。隠しているからそれが何だというのだ！」

　性別の話ですよね？

「……いや」「だから俺たちは別に性別のことは──」

「うるさい！」

　パァン！


「…………」「いや何でさっきから俺だけ──」



「喋しゃべるな！」

　パァン！


「…………」「…………」



「黙るな！」

　パァン！

　繰り返される理不尽りふじんな仕打ちに男の一人は倒れた。

　そして支配人はねっとりとした様子で生き残ったほうの男の肩を叩く。

「中身が男の子でも女の子でも平等に愛する……それが一番平和だとは……思わないかい……？」

「思います」

「よし！」

　ではもう行きなさい、と支配人は男の背中を押す。ボクに絡んでいた二人はそそくさとボクの前からいなくなった。

「危険人物は去ったようだね」

「そうですね」

　一番危険な人がここに残ってますけど──とは言えないけれど。「あ、えっと……ありがとうございました、助けてくれて……」

「フフフ……」

　こわ……。

　笑う支配人さんの背中の向こうでは依然いぜんとして、上司さんがリーダーさんの前で踊ってる。二人の間の合図をボクは未だに当てることができていないらしい。

　落胆らくたんするボクに、支配人さんは、すっ、と手を差し伸べる。

「また何かあったら言いなさい。私が助けに入ろう」

　握手を求められていた。

「……あ、はい」

　ありがとうございます、とボクは再びお礼を述のべつつ手を握る。

　そこでふと思い出す。

　──そういえば、メルルーナさんが撮った写真でも、上司さんと黒ずくめの男のリーダーは握手をしていたけれど。

　もしかして。

　恐る恐る、ボクはぬいぐるみの手を、前へと差し出す。

「……！」

　リーダーの男は目を見開いた。「ようやく合図を出したか！　まったく、変に焦じらしやがって」

　嬉しそうな様子で男は上司さんの手をとり、それから仲間──ボクに絡んでいた二人の男に目配せを送り、倉庫のほうへと駆けてゆく。

　あとはリリエールさんにお任せするだけ。


「お、終わったぁ……！」



　ボクは一人、ほっと胸を撫なで下ろす。

　男性三人くらい、リリエールさんにとっては大した障害しょうがいでもないことだと思うし。だから特に心配はしてなかった。

　会場を見渡す。騒さわぎは特に起きてない。相変わらず、パーティの中で上流階級の人たちが笑い合ってるだけだった。

　そしてほどなくして、倉庫の方からリリエールさんが戻ってくる。

　ひょっこりと扉から顔を覗のぞかせた彼女は、隅っこのほうでゆるりとしているボクに気づくと、軽く微笑ほほえみウインクしながらピースサイン。

　それはすべて丸くおさまったという合図でもあった。
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　ことの顚末てんまつを話そうと思う。

　パーティが行われている最中、男たちはリリエールさんの手により連行されて、保安局送りとなった。

　上司さんが集めていた武器の数々は証拠品としてリリエールさんが古物屋の倉庫に仕舞った。順次解呪かいじゅしてゆく手筈になってるらしい。

　上司さんが行っていた悪事に関してはパーティが終わったあとで、ボクたち古物屋とメルルーナさんの三人で連絡をとった。人伝ひとづてに聞いた話によれば上司さんもまた保安局へと連行されて、黒ずくめの男たちと同様の処罰しょばつが降くだったらしい。もちろん解雇かいこされている。

　メルルーナさんの希望通り、一連の事件は騒ぎになることはなく、翌日以降も何ごともない平和な日常が待っていた。

　事件前と変わった点があるとするなら、金庫の中身が空っぽではなくなったことだろう。

「ふふ……やっぱり金庫はお金が収まってこそよね」

　紅茶を飲みつつ金庫で静かに眠るお金に笑みを浮かべるリリエールさん。メルルーナさんからの報酬ほうしゅうがそこには収められている。さすがはお金持ちのご令嬢れいじょう。そこそこの金額だった。

「もう無駄遣むだつかいはだめですよ」

「わ、分かってるわよ……」

　ばつが悪そうに目を逸らすリリエールさん。

　金庫にお金が返ってきたとはいえ完全に元通りになったわけではないし、大変だったことを忘れてまた使いすぎないようにはしてもらいたいですね！

「でも今回のことは本当に意外でしたね……」

　平穏な日常に戻ったあとで、ボクはお店の窓から外を眺めながらぼんやりと漏らす。そんなふうに感傷かんしょうに浸ひたっているボクにリリエールさんは、「？　何が？」と首をかしげていた。

　振り返りつつボクは答えた。

「リリエールさんっていつも冷静そうなのに、祈物絡みのことになると途端に頭がゆるゆるになるので、それが意外だなぁと思ったんです」

　まあ前から変わった人だなぁとは思ってましたけれども。

「は？　何を言ってるの？　別にいつも通りだけど」

「そうですかぁ？」

　ボクはくすりと笑う。

　ちょっとむきになるところも意外だと言ったら、きっと頰を膨らませて拗すねてしまうと思ったから。
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　祈いのりのクルルネルヴィア。

　平日の昼下がりの大通りはそれなりの活気かっきに満ちていました。

　とれたての野菜やさいや果物くだものが並ぶ露店ろてんを前に声を張る店主てんしゅ。それから少し歩けば美味おいしそうな香りを漂ただよわせるパン屋、もうちょっと歩けば公園で遊んでいる子どもたち。

　歩くたびに街の様子は変わるものの、どれも穏おだやかなものばかり。ひょっとしたらそれがこの街の日常なのかもしれません。

「ふむふむ」

　そんな平和な日々のなか、とある骨董品屋こっとうひんやの前で一人難しそうな顔を浮かべる麗うるわしい少女の姿がありました。髪かみは灰色はいいろ、瞳ひとみは瑠璃色るりいろ。お顔はとっても可愛かわいくキュートで愛あいらしい。全部同じ意味ですね。

「どうだいお嬢じょうちゃん、何か気になるものでもあるかね？」

「そうですね──」

　少女は頷うなずき、指差します。ところで、

「この鏡かがみ……」

　に映ってるこの少女は一体誰でしょう？

　そう、私です。

「おお、お嬢ちゃん、お目が高いな、そいつはうちの骨董品の中でも特に貴重きちょうな代物しろものなんだ」

「そうなんですか？」

「ふふふ、さて、何故なぜでしょう？」

　店主のおじさまは退屈たいくつしているのか、付き合いたての女の子のような少々面倒めんどうくさい感じの質問をしてきました。どうしてと言われましても。

「祈物れいぶつだからですか？」

　答える私。

「何だよ！　知ってたのかい」

　おじさまはとても悔くやしそうな顔を浮かべるのでした。知ってた、というより、

「この国の骨董品屋の中で特に貴重なもの、といったら祈物が最初に思い浮うかんだので言ってみただけのことですよ」

　私が現在協力している古物屋の店主、リリエールさん曰いわく、この国の至いたるところに祈物はあるそうです。

　祈物を専門に扱あつかう古物屋こぶつやは当然のこと、骨董品屋や、飲食店、ただの民家、はたまた路上にも。

　そして古物屋リリエールに協力する私のお仕事の一つは、そんな祈物たちを必要に応じて回収すること。

「ちなみにこの祈物はどんな効果を持ってるのですか？」

「ふふふ、さて──」

　また面倒くさい感じに聞き返してくるのですね。

　私は少々気だるさを感じて顔をしかめました。その瞬間です。

『おお……、これはこれは……美しくありませんね……』

　私を憐あわれむような声が鳴り響きました。私と店主のおじさまのちょうど間あいだあたり──つまるところ鏡から。

『私が持つ力を知りたいということでしたらお教えしましょう！　私は真実を映し出す鏡。その名の通り、映し出されたものの真実をお伝えする鏡でございます！』

　鏡が喋しゃべっていることにはさしたる驚おどろきもありませんでした。私が驚かないことに店主のおじさまは驚かれましたけれども、私自身、喋る物、というものに関して覚えがあるせいかもしれません。

　しかし映し出されたものの真実をお伝えする鏡とは一体どういう意味で？

　私は首をかしげてお尋ねしました。

　鏡よ鏡よ、お答えください。

『可愛いものには可愛いと言い、可愛くないものには可愛くないとはっきり言う。そのような力を持った鏡であるといえましょう』

「要ようは配慮はいりょができない物ということですか」

『おかげでこんな寂さびれた骨董品屋で看板商品として売られているのです』

「なるほど」

　ちらりと店主のおじさまへと視線を向ける私。おじさまは「ま、ちょっと変わり物なんだよ」と嘆息たんそくひとつ。

　話を聞く限り特別な力を持った祈物、というよりはただ意識を持った鏡のようにも感じられますが──一応、真実を映し出す鏡さんとやらの力を試してみましょう。

「ところで鏡さん、私を見てみて、どうですか？　何か感じるものはありますか？」

　私はその場でくるりと回ってしたり顔を浮かべて見せました。

　そんな私に鏡は一言。

『性格が悪そう』

「ん？」

『腹はらが黒そう。性根しょうねが腐くさっていそう』

「ほう？」それ全部同じ意味では？

『大体そんな感じの見た目をしています』

「なるほど？」私は鏡さんを持ちました。

「やめてくれ嬢ちゃん。みしみしいってるから、やめてくれ」

　おっと力が入りすぎていたようですね。失敬しっけい。

『というわけでいかがですか？　お嬢様、私をお買い求めになられますか？』

　ことん、と鏡を置くのとほぼ同時にそのように尋たずねられました。よくこの状況でそんな質問ができますね……。

「お嬢ちゃん可愛いからお安くしとくよ」

「たった今可愛くないと言われたばかりなのですけど……」

　むむむ、と少々不貞腐ふてくされながらも私は一応、考えます。

　実は私には古物屋リリエールに頼まれているお仕事が一つあるのです。頭の中に蘇よみがえるのは、この国に渡ってきてからしばらく経たった頃のこと。

　リリエールさんは言いました。

「この国を見て回って、祈物を適宜てきぎ回収してほしいの」

　街を見て、人と話して、売り物を見て、その中で祈物を回収し、古物屋リリエールに持ち込んでほしい。

　というのが彼女の願いでした。

　それが人に害を及およぼすような祈物ならば早急そうきゅうに。

　害もなく所有者もいないものならば、必要に応じて。

　売り物ならば値段と価値を吟味ぎんみしてから。

　便利でありながらも危険な物でもある祈物が人に害を及ぼさないようにしたいのでしょう。無論むろん、断る理由もありませんでしたから私は承諾しょうだくしました。

　ではそんな彼女のお店にこの鏡を持ち込んだ時のことを考えてみましょう。

　恐らく、

『可愛い！　リリエールさんに百点！』

　となり、

『それに比べてイレイナさんは……はあ、リリエールさんがいると尚更なおさら霞かすみますね……』

　となることは明白めいはく。なるほど何だか腹が立ってきましたね。

「やめてくれ嬢ちゃん。みしみしいってるから、やめてくれ」

　慌あわてて止めに入る店主のおじさま。無意識のうちに再び鏡を手に取っていたようです。私ったら何を……！

「で、どうだい、買うのかい？　買わないのかい」

「私の手に余りそうなので遠慮えんりょさせていただきます」ことん、と置きながら私は首を振ります。

　そんな私に店主のおじさまはとてもがっかりした様子で肩を落としました。

「そっかぁ……、やっぱりダメか……」

　おじさま曰くこの店の骨董品の中でも鏡は一番の古株ふるかぶ。言い換かえると売れ残り。お口の悪さのせいで買い手がつかずに困り果てているそう。

　先ほど私に声をかけたときのようにいつも、客引きをしては貴重な代物しろものとして紹介をしているそうなのですが、結果はご覧らんの有様ありさま。

「それに、近頃じゃあこの鏡のせいで客足きゃくあしが遠のいてる始末しまつだ」

「まあ性根の腐った物には誰も近寄りたくありませんよね」

『おうてめえこっち見ろや』

　鏡を見ろということですか？　いやです。

　ふいと顔を背そむける私。

「困ったなぁ……」

　おじさまはぼそりと呟つぶやきます。

　その言葉を耳にしながら私の頭は再度、リリエールさんとの会話を思い出していました。彼女は祈物の回収と一緒いっしょにもう一つ私にお願いをしていたのです。

「困っている人がいたら、うちに連れてきてはくれないかしら」

　祈物のせいで困っている人も、単純に困った事情に直面している人でも問わず。どうやら人を助けたいという思いが彼女にあるようです。

「成果が出たら報酬ほうしゅうあげる」

「わあい」

　私とリリエールさんはそんな感じに軽いノリで契約を結ぶことと相成あいなりました。

　そして今、目の前に困っている人がおり、ついでに祈物もあります。これは報酬のチャンス到来とうらいともいえる展開ではないでしょうか。

「あの──」

　困っているなら力になれるお店がありますよ。

　私はそう言いかけました。

　しかしその瞬間、私の頭の中に囁ささやく声が響き渡ります。

『イレイナ……イレイナ……本当にそれでいいのですか？』

　穏やかな声で語りかけてくるのは清らかな格好かっこうをした天使てんしの私。『このおじさまに手を差し伸べること……果たしてそれが本当に正解なのですか……？』

　ええ？

　不思議なことを仰おっしゃる天使の私に、私は首をかしげます。一体何が言いたいのでしょう？

『彼は今、目先の利益に囚われてしまっています。このまま解決に向かわせてしまってはなりません……』

　静かに語りかける天使の私。『想像してみてください……この後の展開を……』

　もしもこのおじさまを連れて行ったとして。

　果たしてそのあと古物屋リリエールでどのような出来事が展開されるでしょう？

　頭に浮かぶのは、私とおじさまの前に立つリリエールさんの姿。

　恐らく彼女は相談に来た彼に対し、

「え？　じゃあうちの店で鏡買ってあげればいいじゃない」

　と語り、そして、

『可愛い！　リリエールさんに百点！』

　となり──なるほど結局展開が同じということになりますね。

　これはいただけません。

『ご理解いただけたようですね……』天使の私が強く頷きます。『そう、根本的解決にならないのです……それはお互たがいにとってよくないことと言えましょう……』

　では一体どうすればいいのですか？　天使の私に伺うかがう私。
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　すると天使の私は耳元で囁きました。

『あのう、ところで……、クソ真面目まじめに街を徘徊はいかいして困っている人を探すのって、正直面倒くさくないですか……？』

　急に悪魔あくまのようなことを囁く天使の私。

『やはりここは……、困っている人から来てもらうように仕向けるのが一番ではないでしょうか……？』

　困っている人から来てもらう、とは？

　果たしてそんなことが可能なのでしょうか？　そもそも困っている人というのは探そうと思って探せるものではありません。怪我けがや病気と違って表面には出てこないものなのですから。

　私は訝いぶかしげな表情を浮かべていました。

『何を言うのですか、イレイナ』

　すると天使の私は再度そんな私に囁きます。『困っている人を探し出せるいい物が、そこにあるではないですか……』

　天使の私が視線を向ける先には物が一つ。

　とてもとても悪い顔を浮かべた私を映し出す、鏡が一つ、ありました。

　私は言います。

「あのう、店主様？」

　いい儲け話があるのですけれど──いかがですか？　などと。
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　それから約一週間後のこと。

　骨董品屋の前を通りかかると行列ぎょうれつができていました。列の先頭には二十代程度の女性。鏡の前で不安そうな顔を浮かべています。

『私には真実が見えます……』

　喋る鏡は仰々ぎょうぎょうしく語りました。『あなたは今、何かに悩んでいますね……？』

　鏡の中に浮かぶのは女性のはっとした表情。当たっているようです。

『私は真実を映し出す鏡！　この私を前に隠かくし事は無用むよう！　さあ、お話しください』

　女性はそれから、「じ、実は……」と遠慮がちに語り始めました。

　曰く女性は不眠症ふみんしょうを抱えているそうで、悩みの解消のために数百万レインで「ベッドの下に置いておけば不眠症が治るすごい祈物」という触ふれ込みの水晶玉すいしょうだまを買ったそうなのですが、さっぱり効果が出ず、本当に効果があるのかどうか不安なのだと言います。

　なるほど大変たいへんなことで。

　聞いた限り詐欺さぎな気がしますけど。

　などとこっそり聞き耳を立てていると、店主のおじさまが私に気づきました。

「いやあ嬢ちゃん、ありがとう！　君のおかげで新しい収入源ができたよ」

　晴はれ晴ばれとした嬉うれしそうな顔で彼は語りましたが、私は「いえいえ」と首を振りました。謙遜けんそんではなく本当に大したことをしていないのです。

　ただ、鏡に人の相談を聞かせてあげてはいかがでしょうと提案しただけのこと。

「まさかこんなに繁盛はんじょうするとは私も思いませんでしたよ」

　どうやら面白おもしろい鏡があるという噂うわさが広がり、暇ひまな人たちが雑談に来たり、あるいは内なる悩みを打ち明ける目的で使うようになったようです。

　おかげで離れていた客足も戻ってきたそうな。万々歳ばんばんざいといえましょう。

　それに、この解決法は私にも利のあることです。

「──なるほど」

　それから数時間後のこと。

　古物屋リリエールに新たな顧客こきゃくが舞い込みました。

「つまり、そのベッドの下に置いてある水晶の効果を確かめてほしい、ということね？」

　ソファでリリエールさんと向き合い、控ひかえめな様子でこくりと頷くのは一人の女性。

　骨董品屋で鏡を前に悩みを打ち明けていた彼女です。鏡に相談を打ち明けたあとで、私が声をかけてお店まで連れてきたのです。

「分かったわ。今すぐにでもやりましょう」

　もしも詐欺なら保安局ほあんきょくに話を通してあげる──とリリエールさんは立ち上がります。

「あ、ありがとうございます！」

　女性はお礼を言い、そしてリリエールさんと共にお店を出て行ってしまいました。

　恐らく十中八九じゅっちゅうはっく詐欺だから、イレイナたちはこなくていいわ、とリリエールさんは一人で行ってしまいました。

　お店に残されたのは私とマクミリアさん。

　リリエールさんが帰ってくるまでのあいだ、私と彼女の二人きり、特にやる事もないお暇な時間が始まりを告げます。

「そういえばさっき、リリエールさんがイレイナさんのこと褒ほめてましたよ」来客用に用意された紅茶こうちゃを片づけながらマクミリアさんは言いました。

　ほうほう？

「何でですか？」

「イレイナさんが新規のお客さん連れてきてくれるので嬉しいみたいです」

　それから彼女はこてん、と首をかしげます。「でもボクも思ったんですけど、イレイナさんって困ってる人探してくるのお上手じょうずですね。ボクが働き始めてからちょくちょくお客さん連れてきてますし。この前も何だかんだでオカルト好きの女子を連れ込んでましたし」

　すごいなー、と目を輝かせるマクミリアさん。

　どうしてそんなうまくできるんですか？　と彼女はそれから私に尋ねました。

　そんな彼女に私はくすりと笑って、一言答えるのです。

　曰く。

「ふふふ、さて、何故でしょう？」
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　広場のベンチに一人の女性が座すわっていた。

　初夏しょかの涼すずしい風の音色ねいろを聞きながら、鼻歌はなうた混じりに身体を揺ゆらす。セミロングの茶髪ちゃぱつがその度ゆらいで陽の光が走る。

　天気がいい。見上げると太陽が輝いている。休日の昼間にぼんやり過ごしているだけでこの上なく幸しあわせな気がした。きっと仕事も何もかも順調な日々が続いているからだろう。

「日記をつけましょう」

　思い出したようにぽん、と手を叩たたく。

　素敵すてきな日々を書き留めなければならない。

　そうすればきっと、この日々を振り返ったときにもっと幸せになれるから──傍そばに置いてあったバッグに手を伸ばす。

　最近買ったばかりの可愛かわいらしいデザインの日記帳。

　表紙には名前が刻きざまれている。

　パトラ。

　彼女自身の名前だった。

　最初のページからぱらぱらとめくってみる。年の途中とちゅうで買ったせいで、ページのほとんどが空白くうはくのままだった。

　彼女の素敵な日々が綴つづられ始めたのは、今日から遡さかのぼって二週間程度前。

　めくり続けると、やがて日記は止まる。

　今日の日付のページ。

　古びた万年筆まんねんひつが彼女を待ち侘わびていたように挟はさんであった。

　白紙のページをなでるように触ふれてから、彼女は万年筆を手に取る。つい最近手に入れたばかりだというのに、彼女と長年連れ添そった恋人のように愛いとしく感じられた。

　この万年筆が、素敵な日々をもたらしてくれたからだ。

　朗ほがらかな陽気ようきに問いかけるように視線を向ける。

　ぼんやりと座りながら、彼女は考えた。

　ほんの数秒間。

　そして筆を走らせ、囁ささやきながら、祈りながら日記を綴った。

　昨日きのうと同じように、今日もいい日になるように。
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　保安局ほあんきょく。

　それは祈いのりのクルルネルヴィアにおいて街の人々の生活を守る存在を指す。犯罪者はんざいしゃを捕まえ、規律違反きりついはんを取り締しまり、そして怪あやしい者には目を光らせる。

　保安局員である証あかしの黒い制服は、街の人々を陰かげから支える象徴しょうちょうであった。

　深緑ふかみどりの髪。

　職員の一人──アンリもまた、街の人々を守る使命を背負せおう一人だった。


「…………」



　昼下がりの大通り。

　アンリは建物の陰に隠かくれながら、そっと顔を覗のぞかせる。通りを往来おうらいする誰にも気づかれないように息をひそめながら、彼は一人の女性に鋭するどい視線を向けていた。

　年齢は若く、二十代半なかば程度。

　髪は茶色で、セミロング。身に纏まとうのは初夏らしい涼しげなワンピース。何をするわけでもなく、彼女は一人、ベンチに座り、何か文字を綴っている。

　一見すればただ昼下がりに女性が一人の時間を楽しんでいるようにしか見えない。


「…………」



　しかし、そんな彼女にアンリは鋭く目を光らせる。

　余談よだんだが保安局員の中でもアンリは特に優秀な成績を収めており、新人の頃から数多くの事件を解決してきたエリートである。

　専門は祈物れいぶつ関連の事件、事故。若干じゃっかん小難しい性格をしているアドバイザーの古物屋こぶつやリリエールの店主との関係が良好であるのも、彼の人柄ひとがらの良さを表している。

　そんな彼が、鋭い視線を、女性に向けている。

　常人じょうじんにはわからない何かを、彼は摑つかんでいるのかもしれない。


「…………」



　やがて、アンリはぼそりと、つぶやく。

　不審者ふしんしゃを陰から、監視かんししながら──。

「か、可憐かれんだ……」


　…………。



　不審者を陰から、監視し──。

「声かけたいな……、でもいきなり行ったら失礼しつれいかな……いや……」


　…………。



　訂正ていせいしましょう。

　彼は物陰から女性を監視する不審者です。

「なにやってるんですか」

　真まっ昼間ぴるまから女性を監視するアンリさん……を後ろからボクはちょい、と人差し指でつついた。

「うわあっ！」

　びくりと驚おどろきながら彼はボクに振り返る。

　目を丸くして驚きに満ちた顔をしていた。

「な、なんだ……リリエールさんのところの新人ちゃんか……」

「マクミリアです」

　改めて自己紹介するボクだった。

　まだ数回しか会っていないし、名前までは覚えてくれてなかったみたい。さみしい。ボクはアンリさんの名前覚えてたのに！

「ああ、マクミリアさん、ね──そうだった。こんなところで何を？」

「聞きたいのはボクのほうなんですけど……」

　本日は古物屋リリエールの定休日ていきゅうび。という名のリリエールさんの気分が乗らないからたまたま休みになった日。特にやることもなく、ボクは街を散歩さんぽしていたのだけれど。

　そんな最中に物陰からうら若き乙女おとめを狙う不審者に遭遇そうぐうしたというわけです。

「こら、僕を誰だと思ってるんだ。保安局員が不審者の真似事まねごとなんてするわけがないだろう」

「ボクもここでアンリさんを見るまではそう思ってたんでびっくりしてます」

　真昼まひるから女性を物陰から見つめる人間が不審者じゃないなら何だっていうんですか。「この国の保安局は腐敗ふはいしちゃったんですね……」

「汚きたないものを見るような目を僕に向けないでくれ……」

「アンリさん結構大人に見えるのにストーキングだなんて……」

「僕まだ結構若いつもりなんだけど」

「おいくつなんですか？」

「二十七歳だけど」

「わあ。もうちょっと年上かと思ってました」

　てっきり三十代くらいかと思ってましたけど。「まあ、それじゃあ二十七歳のアンリさんがやってたことはリリエールさんに言っておきますね」

　じゃ、ボクはこれでー、と手を上げつつさささ、と退しりぞくボク。

「ちょ、ちょっと待って！」

　話せばわかるから！　と食い下がるのはアンリさん。

　その必死さはまるで振られた男子の如ごとし。必死な様子で彼はボクの手をばしっ、と摑つかんだ。ぎゃー！

「や、やめてください！　保安局の人呼びますよ！」

「僕がその保安局の人間なんだが」

「この国は腐くさってる……！」

　助けを求めるべき保安局に悪い人間が紛まぎれ込んでるなんて……。ボクはこれから一体何を信じて生きればいいの……？

　遠い目をするボク。手を離しながらアンリさんは嘆息たんそくを漏もらす。

「いや、そもそも僕が彼女を見ていたのにはちゃんとした事情があるんだよ」

「そうなんですか？」

「ああ」堂々と頷くアンリさん。

　まあそうですよね？

　国のために働く人が悪いことなんてするわけないですよね？

「ひょっとしてあの女性が何かの事件に巻き込まれそうになってるから見守ってる、とかですか？」

「いや違う」

「では何ですか？」

「一目惚ひとめぼれだ」

「通報しますね」

「待て待て待て」

　肩を摑つかまれる。そこでそういえばこの人が通報先の人間であることを思い出した。このやりとりあと何回すればいいですか。

「これには深い理由があってだな……」

　あまり言いたくはないんだが……、と彼は嘆息を漏らしながら、壁に背をもたれる。そこから視線を向けると、未だ広場のベンチで楽しそうな様子で一人、手帳のようなものに文字を綴っている女性の姿。

　鼻歌がここまで聞こえてきそうなほど楽しそうな、名も知らぬ女性の姿があった。

「彼女の名前はパトラという」

　パトラというらしいです。

　わあ。

「待て待て待て。別にストーキングしてるから名前を知ってるわけじゃないから」

　再び逃げようとするボクを慌あわてて引き止めるアンリさん。

　渋々しぶしぶお話を聞いたところ、どうやらアンリさんとパトラさんは顔見知りの仲であるのだとか。

　彼女と初めて出会ったのは、今からおおよそ一週間ほど前のこと。

　お仕事帰りにアンリさんは本屋に立ち寄った。欲しい本があったようで、ずらりと並ぶ本棚を眺め歩きながら、お目当てのタイトルを探した。

「あった」

　お目当てのものは案外簡単に見つかった。本棚に並ぶのは残り一冊。運がいい。頰ほおを緩ゆるめながらアンリさんは手を伸ばす。そして本の背表紙に触れたときだった。

「──え？」

　透すき通るような綺麗きれいな声。目当ての本に伸びる手がもう一つ。白く細い綺麗な指先を辿たどるように視線を自らの隣となりへと向けると、茶髪の綺麗な女性の姿があった。

　同じく彼女もこちらを見つめていた。

　それがアンリさんとパトラさんの初対面しょたいめんだったらしい。

「そんなひと昔前の恋愛小説みたいな出会い方あるんですか」

　よく読むやつだー、とボクはありきたりな感想を述べていた。アンリさんも同じようなことを考えていたようで「まあね」と恥はずかしそうに頰をかく。

「でも、現実は物語通りとはいかないものだよ。結局僕はその本を彼女に譲ゆずって帰ったし。そもそもその時点では僕は彼女の名前も知らない。ただ同じ本に手を伸ばしただけの赤の他人としか思ってなかった」

　彼女との再会を果たしたのはそれから二日後。

　保安局員の仕事の一環いっかんとしてアンリさんが街の見回りを行っていたときのこと。

「──きゃあっ！」

　仕事柄しごとがら、悲鳴ひめいには人一倍敏感びんかんなアンリさん。自身の近くであがった悲鳴にすぐに振り返ったそうな。

　何が起こったのかは一目瞭然いちもくりょうぜん。路上に転がるリンゴやオレンジ、その向こうであわあわと紙袋に詰め直す女性。どうやら転んで中身を路上に撒まき散らしてしまったらしい。

　なんともこれまた恋愛小説にありがちな展開。

　とはいえ考えるよりも先に体が動いていた。

　アンリさんは彼女の元に駆け寄り、果物くだものを拾い上げていた。

「すみません、ありがとうございます……！」

　頭を下げる若き女性。アンリさんはこのときになって目の前の女性が数日前に本屋で出会った彼女であることに気がついた。

「……あっ！」女性の顔が、途端に明るくなる。「あの、ひょっとして、あなたは──」

　一度ならず二度までも、街で偶然出会った二人。

　数日前に出会っていたこともあり、二人はその場でしばらく言葉を交わした。彼女の名前はパトラさん。近くの会社で事務員として働いていて、本が好き。

　アンリさんも自身について彼女に明かした。仕事は保安局の職員で、本が好き。

　たった二度会っただけとは思えないほど二人の間で会話は弾はずんだ。久々ひさびさに会う友達のように、次から次へと話したいことが溢あふれてくる。

「でもその日はそれから急ぎの仕事が突然入ってね……、連絡先を聞けないまま、彼女と別れてしまったんだ」

「……ほう」

　なるほどなるほど。

　何だか話が見えてきましたね？

「叶かなうことなら彼女とまた会って話がしたい。そう思いながら過ごしていたんだけど……、会いたいと思った時には巡めぐり合えないものなんだ。結局、彼女とはそれっきりだった」

　今日までは。

　アンリさんは呟つぶやきながら、通りを見つめる。

　今もまだパトラさんはベンチに腰掛け文字を綴っている。

「で、ついさっき街を見回っていたらあの光景を見つけたのだけれど」

　アンリさんは嘆息混じりに語る。「いやあ、いざ再会できたとなるとどうやって声を掛ければいいのやら分からなくてね」

「それで不審者みたいなことになっていたわけですか」

「まあ……うん、そういうことになるかな」

「なるほどなるほど」頷くボク。「そしてあわよくば今回の再会でいい感じの印象を与えて、最終的にはお付き合いするような関係になりたい、ということですね？」

「ま、まあ……率直そっちょくに言ってしまえばそういうことになる……のかな？　少し恥ずかしいけれど」

「なるほどなるほどー！」

　強く頷くボク。

　事情はよーくわかりました！

「どうやらここから先はボクの出番のようですね」

「ん？」

　何を言ってるんだい？　と言いたげな顔を無視してボクはアンリさんの肩を叩く。

「任せてくださいアンリさん、ボクの手にかかればパトラさんとの関係をお付き合いに発展させることなんてちょちょいのちょいですよ」

「急にどうした」

「まあまあ細かいことはいいじゃないですか」恐らくボクはここで自信に満ちた顔をしていたことだろうと思う。「ところでアンリさん、実はボク、以前お仕事で女性向け雑誌を担当したこともあるんですけど」

「はあ」

　で何？　と言いたげに目を細めるアンリさん。

　ボクはそんな彼に囁く。

「近頃の若い女の子が好む物事や展開に関してアンケートをとったこともあるんですよ……？」

「！　何だって……！」

「ふふふ、これがどういうことか分かりますか？」

　ボクの手にかかればパトラさんとの再会をうまい具合に演出できるということです！

　ゆえにボクは自信に満ちた顔で彼に断言する。

「アンリさん、これからはボクのことを師匠ししょうとお呼びください」

　さすればあなたとパトラさんをくっつけて差し上げましょう──と。
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　まずはパトラさんと再会する前に作戦会議をしなければなりませんね。

「やっぱり近頃の女の子はきゅんきゅんする展開に弱いんですよ」

　断言だんげんするボク。

「きゅん、きゅん……？」

　ボクの言葉を繰り返しながらも首をかしげるアンリさん。なにやらいつまでも嚙かみきれないうえに美味しくない料理を口にしたときのような表情を浮かべていた。釈然しゃくぜんとしない表情といってもいい。

「あの、マクミリアさん、質問いいかな」

「ノー！　ボクのことは師匠と呼んでください！　あと敬語けいごもつかってください」

　さっき言ったじゃないですか！

「あ、はい……じゃあ師匠」

　やや呆あきれながら彼は視線を落とす。「これは果たしてきゅんきゅんする展開と関係がある……のですか？」

　彼の両手に包つつまれていたのは、色とりどりの花束はなたば。

　今しがたボクが急いで買ってきたものだった。

「もちろんありますよ！　むしろ花束こそきゅんきゅんする展開の要かなめといっても過言じゃないですね」

「はあ……」

「いいでしょう。ではこれからアンリさんがやるべきことをボクが一からレクチャーしてあげますね」

　ちゃんと聞いておいてくださいよ？　とボクは彼の肩を叩いてからご説明して差し上げた。

　曰く。




　まず第一に、数日ぶりの再会を果たすためには話題のきっかけが必要不可欠。

　普通に話しかけるだなんて言語道断ごんごどうだん。もしもそんなことをしてしまえば、一体どんな展開が待っているのか。

　恐らくこうなるでしょう。

「ふふふ……ひ、久しぶりだね……どうも、お、覚えてるかな、僕のこと……」

「は？　キモ」

　まあこんな感じの展開になるでしょう。間違いありません。

　これではいけませんね。ではどうすればいいのか。

　答えは単純明快たんじゅんめいかい！

　こうです！

「──花束は、お好きですか……？」

　すっ、とスマートに彼女の前に差し出される花束。パトラさんが顔をあげると、そこにいるのはキメ顔をしたアンリさん。

　もはやこの瞬間に勝負は決したといっても過言ではないでしょう。

「なんて素敵な殿方とのがたなの！」

　まあ当然パトラさんの反応もこのようになることでしょう。




「──というわけで花束を渡せば勝利は確実です。間違いないです」

「そうかなぁ……」

　断言するボクにいまいち乗り気でないアンリさん。

「大丈夫だいじょうぶです、アンリさん。ボクの言う通りにやればパトラさんがきゅんきゅんすること間違いなしですよ。早速練習してみましょう！」

「ええ……」

　こういうのは勢いきおいが大事です。

　ということでボクはその場でアンリさんに熱血ねっけつ指導を始めた。

「はい、じゃあボクをパトラさんだと思ってやってみてください！」

「こ、こう……？」すすす、とその場に跪ひざまずいて花束を差し出すアンリさん。従順じゅうじゅん。

「いいですね！　じゃあ次はそのままボクに対して『花束はお好きですか？』って言ってみてください」

「あのう、マクミ、じゃなくて師匠……本当にこんなセリフでときめくのでしょうか」

「ときめきます。間違いないです。なぜならボクは恋バナのエキスパート」

「何だか他人の恋愛事情にちょっと首を突っ込みたがっている野次馬的やじうまてきな気配けはいを感じるのだけれど」

「まあ細かいことはいいんですよ！」

　べつにちょっと面白そうな展開にわくわくしているとかそんなことはありませんよ。断じて。いえいえ本当に。

「さ、とりあえずボクが教えた通りにセリフを繰り返してください！　花束はお好きですか？　はいっどうぞ！」

「は……花束はお好きですか……？」

「んーダメですね、全然きゅんきゅんこないです。ノーきゅんです」
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「ノーきゅんとは……？」

「もうちょっとお伺うかがいを立てるような感じでいってみましょう」

「……花束はお好きですか？」

「ちょっとよくなりましたね！　あと一歩です！」

「花束は、お好きですか……？」

「今のいいですね！　ナイスきゅんきゅんでした」

「僕は近頃の女の子がよく分からないよ……」

　遠い目をしながらため息を漏らすアンリさん。でも今のよかったですよとボクは彼の前に跪きながら肩にぽんと手を置いた。

「今のを再び実践じっせんすればパトラさんもきゅんとすること間違いなしです」

「ええ……？」

　本当……？

　と半信半疑はんしんはんぎな様子で目を細めるアンリさん。大丈夫ですって！　とボクはそんな彼の背中を押す。

　そうして半ば強引な形でボクは路地からアンリさんを追い出す。

　通りに出ていったアンリさんの視線は真まっ直すぐパトラさんへと向けられていた。反射的な動作でそのまま彼は花束を背中に隠し、背筋せすじを伸ばす。

　ちょうどパトラさんのほうも作業が終わったらしい──ベンチから立ち上がり、彼女は軽く伸のびをしていたところだった。

「アンリさん……！　もう時間ないですよ！」

　ほらほら！　と物陰からアンリさんを急かすボク。

「いや、時間がなくなったのは主に君のせいなんだけど……」

　ぶつくさと文句もんくを垂たれながらもアンリさんはゆっくり歩み寄る。

　一歩ずつ、確かめるような足取りだった。

　パトラさんへと至る道のりはほんの少しの距離しかない。けれど一歩ずつ踏み締める度に、緊張がアンリさんの背中越しに伝わってきた。


「…………」



　やがて彼はパトラさんの前に立ち。

　そして跪き、背中に隠していた花束を差し出す。

「──花束は、お好きですか？」

　練習通りの言葉を、練習通りに彼女に向ける。美しい花束が二人の間で揺れる。その向こうには何度見ても世にも美しい女性が一人。

　彼女はしばし口を開けたまま茫然ぼうぜんとして、そしてほんの少しの沈黙ちんもくの後。

「──ふっ……、ふ、ふふっ……」

　口元をお上品じょうひんに隠しながら、彼女の肩が震ふるえる。

　くすぐったいものを耐えるように、口を押さえる彼女。

　笑い声が漏れたのはその直後。

「あはははっ！」

　抑えきれないほどの笑いが溢れていた。

　お上品でお淑しとやかに見えた彼女が心の底から楽しそうに笑っている様子は意外で、アンリさんも驚きながら彼女を見上げているようだった。

「ご、ごめんなさい……、笑ってしまって……」

　彼女にとって相当におかしかったようで、目尻には涙なみだが浮かんでいた。白い指先で軽く拭ぬぐいながら、パトラさんは彼に視線を向ける。

「だって、そこの路地で必死に練習している光景、ずっとここから見えてたので……」

「……！」

　真まっ赤かな顔をしたアンリさんが恨うらめしそうにボクに振り返っていた。

　わあ怖こわい。

　ボクはだから、できもしない口笛くちぶえを吹きながら彼から目を逸そらしたのだけれど。

　でも、案外、うまくいったのではないかとも思っていた。

　彼がボクを見る最中。

　差し出された花束に手を伸ばすパトラさんの表情は、恋する少女のように愛情に満ちていたから。
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　花束を差し出したその日から二人の距離は近づいた。

　折角せっかく再会したのだからとアンリはパトラを喫茶店きっさてんへと誘い、それから好きな本の話をした。初めて会った日から何となく感じてはいたが、二人の趣味しゅみはよく合った。

　好きな作家の話で盛り上がり、時間を忘れるほど話し込んだ。

「あ、その……、えっと……」

　別れ際、アンリは恥ずかしそうに彼女を見つめながら、紙を一枚手渡した。「これ、僕の連絡先です。よかったら……」

　花束を渡すことには躊躇ちゅうちょしないくせに、連絡先ひとつ渡すことすら恥ずかしがってしまうようなアンリをパトラは愛あいらしく感じていた。

「ありがとう」

　お手紙、書きますね──両手で丁寧ていねいに受け取りながら、パトラは笑う。

　それから二人は毎日律儀りちぎにポストを覗き込む日々を送った。毎晩のように声を交わさず言葉を交える。仕事の話、趣味の話、休日は何をしているのか、よければ次の週末会えないか。

　ありがちな恋愛小説のような日々が過ぎてゆく。

　週末。パトラはいつもよりも長めに鏡の前に立ってから家を出る。

　待ち合わせ場所はベンチ。アンリが花束を渡した場所。二人の間では何故なぜだかそこがいつの間にか思い出深い場所になっていた。

　約束した時間よりも三十分ほど早めに着いた彼女は、平静へいせいを装いながら腰を下ろす。

「お姉さん、今一人？」

　麗うるわしい見た目のパトラはよく目立った。顔を向けると見覚えのない軽薄けいはくな男が立っていた。

　これもまたありがちな恋愛小説のようだった。

　男は暇ひまなら遊ばないかと笑いながら尋ねる。気づけば男はパトラの手を取り、無理やり立たせていた。周囲に助けを求めようと視線を向けても誰も助けようとはしてくれなかった。

　あるいは手を繫つないでいるように見えてしまったのかもしれない。

　恋愛小説に出てくるようなヒロインがこのような場面ですぐに逃げ出そうとしない理由をこの日初めてパトラは知った。

「なあ、いいじゃん」

　見知らぬ男から迫られて、ただ純粋に怖かった。どうしていいのか分からなくなった。

「あ、やめて……ください」

　だから細い声で俯うつむきながらそう答えるほかなかった。

　心の中で助けを求めることしかできなかった。

「やめろ」

　彼女の願いに応じたのは聞き覚えのある声だった。

　顔を上げると見知らぬ男の向こうに、アンリの顔があった。

「あ？　何──」

　男が振り返る。

　パトラを摑んでいた手が、離れた。

　直後にその顔色が苦悶くもんに染そまる。アンリはパトラからは見えない角度──男の背中側に腕うでを捻ひねりあげ、そのまま一歩、二歩と下がってパトラから引き剝はがす。

「僕は保安局の人間だ。女性に迷惑行為を働いていた君を今ここで拘束こうそくして本部まで連行れんこうすることもできる」

　そんなことをするつもりは毛頭もうとうなかったが、保安局という言葉を耳にした途端、男の顔色に動揺が浮かぶ。

「今すぐここを離れるのなら不問ふもんにしよう。どうする？」

　刺すような視線で男を睨むアンリ。返事を急かすように腕をきつく捻ると、男は観念したように何度か首を縦たてに振る。

「よし。じゃあもう行っていいよ」

　突き放すようにアンリは拘束を解いた。

　男はよろけながらも一度だけパトラへと振り返ると、「彼氏持ちかよ……」と吐き捨ててから去ってゆく。

　彼氏、ではない。はず。

　自分たちの関係性を改めて確かめるようにパトラはアンリに視線を向ける。しかし男の言葉はアンリの耳には届いていないようだった。

　柔やわらかく笑いながらアンリはパトラに首をかしげていた。

「すみません、ちょっと遅れちゃって」

　待ちましたか？　と尋ねるアンリ。

　時計は約束の時間よりもまだ二十分早い時間を指していた。




　パトラが日常生活の中で声を上げて笑うことはほとんどなかった。

　だからこそアンリと出会ってからの日々はまるで自分が自分でないかのようにも感じられた。

「花束はお好きですか？」

　休日。仕事帰り。折に触れては小さな花束をアンリはパトラに見せた。鮮あざやかな青い薔薇ばらの花束だった。

　いつも柔らかい表情を浮かべているアンリは、仲良くなったきっかけの出来事を再現する時だけ真面目まじめな顔をしてみせた。それが殊更ことさらおかしくてパトラは笑う。

「おかしなひと」

　パトラが目を細めると、アンリも遅れて照てれくさそうに笑った。

　二人の間で薔薇は香りを載せて散ってゆく。陽の光を浴びると散ってしまう薔薇の祈物。わざわざパトラと会うために古物屋から買ったものだという。

「ちなみに散った薔薇は夜になると復活するみたいですよ」

　花弁かべんが消え失せた薔薇の包みを律儀りちぎにたたみながらアンリは語った。

「どうしてそんな祈物をわざわざ買ったんですか？」

「いやあ……」アンリは目を逸らしながら答えた。「まあ、その……、笑ってくれたらいいなぁと思って……」

　そんな動機でわざわざ用意したのだという。

　だからパトラは笑った。

「おかしなひと」

　パトラはこれまでの人生で笑わなかった分を取り戻すようにアンリと出会ってから笑顔と幸福に満ちた日々を送った。

　二人が恋人として結ばれるまで時間はかからなかった。




　家に帰り、空白だらけの日記をめくる。

　アンリと出会ってから日記に綴られる出来事は増えていた。

　今日は仕事帰りに近くのレストランで二人一緒にディナーを食べる。今日はクルルネルヴィアの夜の街を二人でぶらぶらと歩いてみる。今日は二人が好きな本を題材だいざいにした劇を見に行く。

　他愛たあいもない日々が幸せに彩いろどられてゆく。

「日記をつけましょう」

　微笑ほほえみながらペンを取る。

　祈るまでもなくパトラは知っていた。

　明日も今日と同じくいい日になることを。
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「いやあ、しかしいいことしちゃったなぁ……」

　ある日、日が暮くれた頃のこと。

　古物屋リリエールにて。

　ボクはティーカップ片手に雑誌を読むという実家でくつろぐ際のようなだらしなさを晒さらしながら、自らが少し前に行った善行ぜんこうを思い出して酔よいしれていた。

「……突然とつぜんにやにやして何よ」

　気持ち悪いわ……、とリリエールさんがデスクの向こうから眉まゆをひそめていた。

　いい気分に浸ってるボクはそんな彼女に、えへへ、と笑いながらも雑誌を掲かかげて答える。

「いやあ、実はちょっと前に人助けをしちゃったことを思い出してまして」

「……？」

　小首こくびをかしげて雑誌を見つめるリリエールさん。ボクが開いているページには、

『女の子がきゅんきゅんするシチュエーション最新版！』

　と綴られた雑誌の特集があった。それが何？　とリリエールさんは再び小首をかしげたところで、ボクはアンリさんとの一件をそういえばまだリリエールさんに話していなかったことを思い出した。

「実はですね──」

　ここだけの話なんですけど、とボクは誰も聞いてないのに声を潜ひそめる。

　ごにょごにょとリリエールさんに打ち明ける。

　──実はちょっと前にアンリさんと街でばったり会いまして。

　──それでなんやかんやでボクが女性との逢瀬おうせに一枚嚙かんでるんですけど。

　──なんか最近、その人と付き合い始めたらしいですよ。

　──つまりこれはボクがアンリさんと彼女さんの恋路こいじを結びつけたということではないでしょうか。

　などなど。

　そんな極秘情報を耳に入れたリリエールさんの反応はとてもシンプルだった。

「ふうん」

　淡白たんぱく！

　驚くかと思ったのに！

「え、それだけですか……？」

　想定外の反応にむしろボクのほうが驚いていた。

「まあ、別に驚くことでもないもの」淡々たんたんと答えるリリエールさんはさらりと語った。「少し前に花束の祈物を買いにきた時に、女の子に見せるって言ってたし」

「え、初耳はつみみですけど……」

「あなたその時いなかったもの」

「どうしてそれをボクに教えてくれなかったんですか……」

「絶対に誰にも言わないでって念押ねんおしされたもの」

「口が堅かたいですね」

「あなたよりはね」

　くすりと笑うリリエールさん。「アンリも意識するような相手ができたということでしょう？　いいことじゃない。新人の頃から知っている身としては嬉うれしい限りだわ」

「相手の女性がどんな人か気になりません？」

「？　べつに」

「ちょっと気になりません？」

「べつに？」

「ボクも遠くから見たことしかないんですけど、凄すごく可愛くてアンリさんとお似合いな感じでしたよ」

「ふうん……？」

「気になってません？」

「べつに？」

　本当ですかー？

　昔からの知り合いにできた恋人。ボクがリリエールさんの立場だったら気になって仕方ないですけど。

「彼がどんな子と付き合おうと自由でしょ。仲良くやってるならそれに越したことはないわ」

　あくまで淡々と語るリリエールさん。一方でボクはそんな彼女を後目しりめに普通に窓の外に目をやっていた。

　決して雇い主であるリリエールさんをないがしろにしているわけではない。彼女の言葉よりも興味惹かれるものが、ちょうど窓の外を通り掛かっていたのです。

「わ、アンリさんだ」

　お仕事帰りなのか、それともはたまた休みをわざわざ取ったのかは定かではないけれど、なにやら心躍おどるものが向かう先にはあるらしい。

　綺麗めの私服姿。髪はいつも仕事で見かける時よりも整っていて、表情は柔らかい。

　まるでデートに向かう最中のよう。


「…………」



　アンリさんの姿が見えなくなったところで、ボクの後ろでごそごそと物音がした。振り返るとリリエールさんが傘かさとポーチを準備しているところだった。

　おやおや？

「お出かけですか？」

「ええ、ちょっと買い出しに」

「もうすぐ夜ですけど」

「ちょっと急に思い出したのよ」

「買い出しという話が本当ならボクが行きますよ、従業員なわけですし」

「いえいえ結構」

「いえいえいえいえ」

「……やっぱりちょっと気になってません？」

「べつに……？」

　顔を逸らすリリエールさん。

　この人あまり噓うそがお上手じょうずではないなぁとボクはそんな彼女の顔を見ながらぼんやりと思ったのでした。
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　アンリさんがそれから一人でやってきたのは街角にあるレストラン。

　テラス席に腰を下ろしたアンリさんはそれからメニューを眺めたり、お料理の香りを乗せた初夏の涼しい風に目を細めたりしていた。この店の看板メニューはステーキらしい。

「しかしデートならもうちょっとお高いお店を選んでもいいのではないですか？」

　そんな彼をちょっと遠くの物陰に隠れながら観察するのがボクだった。

　稼かせぎなら結構あるほうでしょうし、せっかくのデートならもうちょっと奮発ふんぱつしてもよいのでは？

「これは恐おそらくアンリの策さくね」

　ボクの横でわけ知り顔を浮かべて解説を始めるリリエールさん。ちなみにボクと同じく彼女もまた物陰に潜んでいる。「恐らく相手の女性に遠慮えんりょさせないためにあえて高過ぎない店を選んだのよ」

「なるほど……！　やり手ですね」

「あるいは相手の価値観を見定めているのかもしれないわ」

「というと」

「デートで高いだけの店に通されることだけに価値を感じているような人間かどうか──アンリはあえてこのような店を選ぶことで、自身との価値観が合うかどうかを確かめようとしているのよ」

「おお……！　そこまで考えてこのお店を選んだんですか……！」

「さすがは保安局の人間といったところね」

「でもボク的に女性に対してそういう品定しなさだめみたいなことする男性って基本的にモテないような印象があるのですけど」

「アンリに今まで恋人ができなかった理由が判明したわね」

「ちなみにリリエールさん、交際経験は」


「…………」




「…………」



　ボクたち二人の間に悲しい沈黙ちんもくが流れた。

　アンリさんがぼんやりと呟つぶやいたのはその頃だった。

「ここがパトラおすすめの店かぁ……」


　…………。



「リリエールさん、この店選んだのアンリさんじゃないみたいですけど」

「私がアンリの恋愛事情なんて知るわけないじゃない」

「拗すねちゃった」

　ともあれアンリさんと相手の女性──パトラさんの関係はボクが思っていた以上にうまく行っているらしい。

　待ち望む彼の顔を見れば、どれほど彼女に惹かれているのかなど一目瞭然とも言えた。

「できればもっと近くからも見てみたいですね……」

　ボクまだパトラさんを遠くからしか見たことないですし。

「我慢がまんなさい。あまり近寄るとばれるでしょう」

　二人並んでひそひそと男性一人の様子を窺うかがっているさまは不審者そのものだった。保安局を呼ばれても文句言えないような有様ありさまともいえた。人に見られたら終わりともいえる。

「そういえばうちの店って透明とうめいになれる祈物とか置いてませんでしたっけ」

「どうして今それを思い出すのかしら」

「いやあ別に深い意味はないですけど」

「あれならちょうど今朝がた解呪かいじゅしたところよ。もう普通の布に戻ってるわ」

「あれれ、そうなんですか」

「あんなの使ったらプライバシーの侵害しんがいになるもの……」

「今まさにプライバシーを侵害してるのに……」

　店の奥の倉庫にあるものは定期的にリリエールさんが解呪──つまり祈物にかかった祈りを解いて普通の物に戻している。

　盗まれて悪用されたときのリスクを考えると、普通の物に戻したほうがいいという判断だろう。

「あ」

　けれどそれでも、やっぱり何となく勿体もったいなく感じてしまう。

　ボクたちが話している間にアンリさんの待ち人は現れた。

　茶色の髪のセミロング。今日も綺麗なパトラさん。透明になる布があればもっと近くで見られたかもしれないのに。

「ああ、パトラ」

　待ってたよ──。

　ボクたちが見守るなか、アンリさんは彼女に笑いかける。パトラさんもまた笑う。愛し合う恋人同士の姿がそこにはある。穏おだやかな空気が二人の間には流れ、そしてパトラさんは穏やかな表情を浮かべたまま、手に持っていたナイフでアンリさんを刺した。
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　今より一ヶ月前のことだった。

　通りに面したブティックの前で一人の女性が立ち止まる。

　茶色のロングヘアを揺らしながら、彼女はショーウィンドウを一瞥いちべつする。

　初夏らしい涼しげな装いを身に纏ったマネキンが胸を張って立ち並んでいた。眩まぶしい。顔のない人形たちを見上げながら彼女はため息を漏らす。

　パトラ。

　それが彼女の名だった。

　ガラスに映り込んでいるのは今にも消えてしまいそうなほどに暗い顔を浮かべた自身の姿。野暮やぼったい黒縁くろぶちの眼鏡めがねに、どことなくくたびれたブラウスとロングスカート。安心するほど見慣れた格好。である一方で垢抜あかぬけていない印象は拭えない。かといってマネキンのような格好をする勇気も出なかった。

　ただ手に入らないものを羨うらやむ気持ちを抱えながら、彼女はいつも季節が変わるたびにウィンドウを眺めた。少なくとも目を逸らせば嫌な気持ちになどならないのに、一度染み付いた習慣を意識せずに繰り返し、季節が移り変わるごとにいつも憂鬱ゆううつな気分になっていた。

　ずっと前からパトラの日常は暗闇くらやみに覆おおわれていた。

　勤め先では事務員として働き、今年で六年目になる。毎日同じような作業の繰り返し。入社した当初は生真面目きまじめな子だと評価されていた。いつしか退屈たいくつな人間だと遠巻とおまきに言われるようになった。それでも粛々しゅくしゅくと日々の業務をこなした。

　一人暮らし。友達はほとんどいない。日常生活で喋しゃべることもほとんどない。これといって趣味しゅみもない。そんな自分はつまらない人間だと感じている。けれど新しく何かをしたいと思えるほど体力があるわけでもなかった。ただ毎日繰り返し、同じ道を歩いて、仕事に行って、誰もいない家に帰ってくる日々を繰り返すだけ。

　ただ漠然ばくぜんと暗闇に覆われた毎日を繰り返す。

　生きているだけ。

　息をしているだけ。

　そんなある日のことだった。

「……あれ？」

　戸惑とまどった。

　いつもの通勤途中。いつものブティックの前。

　いつものようにショーウィンドウを眺めていたパトラの目に涙が浮かんでいた。

　どうして泣いているのかわからない。頰を伝った涙は拭ってもこぼれてくる。やがてパトラはその場に立っていられなくなった。へたり込んで嗚咽おえつを漏らす。

　その時になってようやくパトラは自身が自分の気持ちに蓋ふたをしていたことに気がついた。退屈たいくつな毎日に嫌気いやけが差していたことに気がついた。

　本当はずっと誰かに助けてもらいたかったのだと気づいた。とめどなく溢れてくる悲しみの涙を拭いながら、彼女は路上で途方とほうに暮くれた。

「──大丈夫ですか？」

　そんな彼女に手を差し伸べた人間は、一人だけだった。

「……え？」

　優やさしく肩に触れてくれた手を見上げる。

　そこにいたのは黒い喪服もふくのようなドレスを着込んだ綺麗な女性。

　光の届かない深海しんかいのような黒い瞳ひとみをした女性。

　名をカレデュラといった。




「それはそれは……大変たいへんでしたねぇ」

　カレデュラはパトラを近くの喫茶店へと連れていくと、親身に彼女の悩みに耳を傾けた。

「わたくし、あなたの悲しみが痛い程よくわかります」

　真正面からパトラに向かい合ったカレデュラは、彼女が心のどこかでずっと求めていた言葉を与えてくれた。「あなたの周りの方々も冷たいですね。あなたがこんなにも疲弊ひへいしているのに見向きもしないなんて」

　あなたはよく頑張がんばっていますよ。周りの人たちよりもずっと──と、手を握り、カレデュラは語りかけてくれた。

　不思議な気分だった。

　誰かに自身の胸の内を打ち明けたのはこれが初めてだった。出会ったばかりだというのにカレデュラには何でも話せるような気がした。

　毎日が退屈。

　人生に彩りがない。

　周りにいるのは嫌な人ばかり。

　自身でも驚くほど次から次へとパトラの胸の内がカレデュラへと漏れてゆく。愚痴ぐちのように並べた言葉の数々に頷きながら、やがてカレデュラは、

「どうしても辛つらいのでしたら、わたくしがお助けして差し上げましょうか？」

　と提案した。

　言葉の意味が分からず首をかしげるパトラに、カレデュラは名刺めいしを手渡す。「実はわたくし、こういうお店を営いとなんでいまして……」

　それは真っ黒の紙に店名だけが綴られたシンプルな名刺だった。

「古物屋、カレデュラ……？」読み上げながら首をかしげるパトラ。

「店名に記載きさいされている通り、私が店主のカレデュラです」

　微笑みながら彼女は語る。

　古物屋カレデュラは特定の店舗を構えることなく、困っている人間を街の中で探して祈物を提供しているのだとカレデュラは説明した。

　パトラもまたカレデュラにとっては顧客こきゃくの一人。

　しかし嫌な気分はまったくしなかった。

　カレデュラはパトラが求めていたものをくれた人だったから。

「パトラさんのお悩みにはこれがよいでしょう──」

　テーブルに置かれたのは古びた万年筆。「これは理想を叶かなえる万年筆と呼ばれるものです。祈物としての効果は名前の通り」

　万年筆で願望を書けば、それが現実のものとなる。

　例えば通勤中にお金を拾ひろうと書けば。例えば会社で楽しい出来事があると書けば。例えば素敵な出会いがあると書けば。

　すべてその通りに実現してくれる。

　そのような祈りのこもった祈物だという。

「とはいえ何でも叶うわけではありません。あくまで叶えられるのは持ち主の手の届く範囲の物事に限ります」

　天気を変えたり、死人を生き返らせたり。元々実現不可能な願いは叶えることができないという。

　言い換かえれば大抵のことは書いた通りにできるということでもある。

「すごい……」

　そして同時に、パトラが願っている程度のことならばすべて万年筆で叶えられるということでもあった。

　万年筆を手に取り、ため息を漏らすパトラにカレデュラは微笑みかけ。

　そして言った。

　退屈な毎日も。

　彩りのない人生も。

　周りのすべての嫌な人間たちも。

「すべてあなたの願った通りになりますよ」

　だから、あなたが思い描く理想的な物語を、その万年筆でたくさん綴ってみてください──と。




　理想的な物語を綴る。

　言われて最初に思い浮かべたのは日記だった。

　万年筆が持つ力が本当ならば、例えば翌日よくじつの日記に素敵な一日の記録を綴ればその通りの一日になるはず。

「……どんな一日がいいかな」

　カレデュラから万年筆を買ったパトラは、半信半疑はんしんはんぎでありながらも、その日の夜には机に向かって考えていた。

　それからほどなくして初めて書いた物語は、あまり珍めずらしくもない、手垢てあかのついた話だった。

　いつものように通勤をしているパトラは道の向こうで困っている老人ろうじんを見つける。気まぐれに老人を助けるパトラ。せめて名前をと老人はせがむがパトラは仕事のために急いでその場を離れる。

　その後、その老人がなんと取引先の会長であることが判明する。パトラは素晴らしい人間として評価され、会社でも一目置かれるようになる。

　そんなありがちなお話。

「……ばかみたい」

　一ページ丸々使って妄想もうそうを綴ったあとで虚むなしくなってパトラは万年筆を置いた。

　こんな都合のいいことなんて、あるわけがない──。

　そう思っていた。

　しかしその翌日、まさに通勤途中でパトラは困っている老人に遭遇する。声をかけてみると老人は道に迷ってしまったと語る。老人の行き先はちょうどパトラの職場のすぐ近くだった。案内するパトラ。

　そして後ほど老人がパトラの職場を訪れた。思い描いていた通りに。

「すごいじゃないパトラさん！」「見直したわ！」

　会社の同僚たちが彼女を褒ほめ称えた。これもまた、思い描いていた通りに。

　祈物の力は本物だった。パトラは興奮冷めやらぬその日のうちに翌日の日記を綴る。

　それは例えば今までずっと買ってみたかった服を着てみて、人々を振り向かせるような展開であったり。髪を切っただけで男たちから言い寄られるようになるものであったり。

　そんなどこにでもありふれているような物語。

　恥ずかしくてできなかったことも、周りの目が気になって勇気が出なかったことも、今なら何でもできる気がした。

　毎日が楽しい出来事で彩られていった。

　明日が楽しみになった。

　まるで生まれ変わったかのような気持ちを抱きながら、パトラは毎日のように素晴らしい未来の出来事を日記に綴った。

　そして万年筆をカレデュラから買って一週間が経たった頃だった。

「……そろそろ、素敵な出会いがあってもいい頃じゃないかしら」

　夜、月を見上げながらパトラは想う。

　素敵な男性との出会い方はどんなものがいいだろうか。

　パトラの頭の中に真まっ先さきに浮かんだのは、物語の中でよく見かける展開だった。本に手を伸ばして、指先が触れ合う男女。趣味の似通った二人が結ばれてゆく、どこでも見かける手垢のついた物語。

　ずっと日陰にいたパトラにとって願い続けても叶わなかった、運命の人との出会い。

「……あ」

　後日。

　パトラの指先と触れ合ったのは、深緑の髪の男性。

　名をアンリといった。

　初めて見たその日に彼女は彼こそが運命の人だと感じていた。数日後、パトラは日記でアンリと道端みちばたで出会うように綴った。

　アンリはパトラが落とした果物を拾い集めてくれた。間近まぢかでみるアンリの真面目な顔に益々ますます夢中になった。

　三度目はパトラが描いた通りにベンチに座っていた彼女に会いに来てくれた。花束を渡しながらも顔を真まっ赤かにするアンリを愛しく感じた。

　その日から、パトラの日記はアンリのことばかり綴られるようになった。

　アンリと一生を共にできるように祈りながら。
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「──彼女、呪のろわれてるわ」

　ボクにポーチを渡したあと、その一言だけを残してリリエールさんは二人の方へ駆け出していた。

　アンリさんは呆然ぼうぜんと自らの腹部を見下ろし、そしてパトラさんを見上げたあとで、崩くずれ落ちる。作り物のように力を失った彼の背中がテラス席の床ゆかに転がる。どこかの席から悲鳴ひめいが上がる。ナイフを持ったパトラさんの手が血で汚れていた。

「終わらせなきゃ……物語、終わらせなきゃ……」

　同じ言葉を何度も何度も呟つぶやくパトラさん。

　まるで何かに操られているかのようだった。

　リリエールさんが駆け寄っても彼女はただ呟きながらナイフを構えるだけ。言葉が通じるような状態には到底見えなかった。

「終わらせなきゃ……終わらせなきゃ……」

　突きつけられるナイフ。

　リリエールさんは冷静に傘の取手とってをパトラさんの腕に絡からめて軌道きどうをずらし、それからこちらへと振り返った。

「マクミリア」いつもの落ち着いた声がした。「私のポーチの中に包帯ほうたいが入ってるわ。それでアンリに応急処置を」

「は、はいっ！」

　傍観ぼうかんしてる場合じゃなかった。慌ててアンリさんに駆け寄りながらボクはポーチを開く。中には財布さいふなどの貴重品と一緒に包帯とガーゼが収められていた。準備がいい。

「私はまずこの子からナイフを取り上げるから」

　リリエールさんはパトラさんと向き合いながら一歩ずつゆっくりと前へ進む。ナイフを振り回すパトラさんはその動きに合わせるように後ずさりし、まるでリリエールさんから攻められているようにも見えた。

　アンリさんにこれ以上危害が加わらないように引き離してくれているのかもしれない。

「──大丈夫ですか、アンリさん！」

　おかげでアンリさんの治療ちりょうに専念せんねんすることができた。ボクが抱き起こすと、彼は苦しそうに顔を歪めて歯を食いしばりながらもボクに目を向けてくれた。

「……格好悪いところを見られたな」

　生きてる。

「余裕はありそうですね」

　刺された箇所にガーゼをあてがい、ボクは包帯を巻きつける。最低限の応急処置にはなるはず。

「何があったんですか」

　以前会った時とパトラさんの様子は明らかに変わっていた。顔には生気せいきがなく、今もなお、リリエールさんが振るう傘を避けながらも、ナイフで彼女を突き刺そうとしている。

「僕の方が聞きたいよ」

　まるで彼女じゃないみたいだ──アンリさんは、血が滲にじむガーゼを押さえながら、悲しそうに呟く。

　呪われている。

　リリエールさんは彼女を指してそう言っていた。

　祈物の効果が彼女を変えてしまったのだろうけれども。

「終わりよ」

　からん──と鳴り響く金属音。遅れてほんの少しのうめき声。ボクたちが視線を向けるとちょうどパトラさんが組み伏せられたところだった。

　うつ伏せになりながら、もがくようにパトラさんは地面に転がったナイフへと片手を伸ばす。

「終わらせなきゃ……物語、終わらせなきゃ……」

　取り憑つかれたように呟き続ける彼女。

　いつまでも暴れられては解呪もままならない。ボクはリリエールさんの方へと駆け寄って、代わりにパトラさんを押さえることにした。

「終わらせなきゃ……」

　リリエールさんは涼しげな顔で彼女を組み伏せていたけれど、実際に彼女を押さえるには相当に力が必要だった。

　華奢きゃしゃな女性とは思えないほどに力は強く、獣けだものを相手にしているようだった。

「どこからこんな力が……」

「呪いのせいで制御が利かなくなってるのよ」

　ボクに応えながら、リリエールさんはパトラさんの肩から提げられていたバッグへと手を伸ばす。

　彼女を操っている祈物の正体はリリエールさんには見えていたらしかった。

「……アンリ、この子がこれを持ってるところを見たことは？」

　迷いなく引き抜いて掲げたのは、古びた万年筆。

　それと一冊の本。

「……ありますよ」

　頷き、アンリさんは立ち上がる。「よく僕と待ち合わせしているときに書いてましたから」

　腹部を押さえ、ゆっくりと歩み始める彼の足取りはぎこちなかった。

「どんな内容を書いていたのかは知ってる？」

「恋人でもプライバシーは尊重そんちょうするものですよ」

「……そう」

　軽く頷きながらも、リリエールさんは躊躇ちゅうちょすることなく本を開いた。

　どうやら日記帳のようだった。リリエールさんが開いたページには、万年筆で書いたであろう綺麗な文字がびっしり綴られている。

　一日一ページずつ。

「……なるほど」

　リリエールさんは、めくりながら頷く。めくるたびにページを覆おおうのは綺麗な文字。また綺麗な文字。ところが次第に文字が乱れて読みにくくなってゆく。

　急いで書いたような殴なぐり書き。次のページはもっと汚きたなく乱みだれ書き。

　そしてさらにめくれば今日の日付。

「……彼女がこうなった原因はこれね」

　そこにはかろうじて読める程度のぐちゃぐちゃの文字でたった一言書いてあった。

『物語を終わらせる』

　今もなお、ボクの下にいる彼女が呪詛じゅそのように呟いている言葉が、そこにはあった。
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「……あれ？」

　初めてパトラが違和感を覚えたのは、アンリとのデートを何回か重ねた日の夜のことだった。

　ふと気がつくと翌日に起こるべきことを日記に書き終えていた。どんなことを書いていたのかを彼女は書き終えたあとに日記帳を読むことで知った。そこにあるのは他愛たあいもない内容。けれど書いた記憶はない。

　今日はどんな一日だっただろうか。思い出そうと頭をひねる。丸一日、自分が何をしていたのかまったく思い出せない。

　仕方なしに日記を読み返す。今日の日記にはアンリとの楽しい思い出が書いてある。そこでようやく素敵な一日を思い出す。けれど本当に自身で体験したことだとは思えなかった。まるで他人の日記を覗き見ているようなよそよそしさが手元にはあるだけだった。

　一日の記憶が、ほとんどない。

「……どういう、こと？」

　毎日が理想的で楽しい日々の連続だから。

　ではない。

「え？　あれ……？　どうして……？」

　瞬まばたきをした直後、時計の針が一時間戻っていた。ように見えた。手元の日記に視線を落とす。書いた記憶のない乱れた文字がそこにはあった。

　一時間戻ったのではなく、ほぼ丸一日ぶんの時間が経過していた。

「私、私の一日は……？　どうして？　何がどうなって……」

　鼓動こどうが早くなる。直後に再び日記が増える。

　また一日、経過した。

　混乱こんらんする彼女を置き去りにして時間だけが無常に過ぎていった。記憶のない日々が彼女の日記に綴られてゆく。

「ひょっとして……、日記を、書いてるせい……？」

　握りしめている古びた万年筆に視線を向ける。彼女の日々が変わったのは、日記を書き始めてからだった。

　ならば日記を書かなければいい。

　パトラは立ち上がって窓の外へと万年筆を投げ捨てた。日記帳もゴミ箱に捨てた。時間が勝手に過ぎてゆく恐怖から逃れるように彼女はベッドに入る。気がついたら机に向かって万年筆を握りしめていた。

　再び一日が過ぎている。

「ひっ──」

　古びた万年筆と日記帳は汚れていた。確かに捨てたはずなのに──恐怖と疑問に満ちた頭の奥に、自分自身で拾いに行った記憶が紛れ込んでいた。

「──わたくしの万年筆を捨ててしまうだなんて、ひどい人ですね」

　背後から声がした。

　振り返ると喪服のような黒い服を着た女が一人、立っていた。

　カレデュラだった。

「あなた、どうして……どこから……？」

「あら？　覚えていませんか？　あなたがわたくしを家まで招き入れてくれたのですよ？」

　おかしなことを言いますね、とカレデュラは笑う。そんな記憶はない。はずなのに、頭の奥にはカレデュラを家に招待している記憶がある。手元の日記にも、『カレデュラさんを家に招待する』と乱れた文字で綴られている。

　しかしもはやそんなことはどうでもよかった。

「ねえ、ねえ……！」混沌こんとんとした頭の中を支配するのはやり場のない怒りだけだった。「カレデュラさん……！　あなた、私にいったい何をしたの……！」

「何をした、とは？」

　くすりと笑みを浮かべるカレデュラ。その様子もまた挑発ちょうはつ的に見えた。

「万年筆をもらってから、変になったのよ！」

　掲げた日記帳には見覚えのない乱れた文字の数々。カレデュラはそれを眺めて再び嬉しそうに笑みを浮かべた。

「まあ！　日記に物語を書いたのですね？　よいアイデアですね！」

　ロマンチックで素敵です！　と。

　話したいのはそういうことじゃない。

「こんなことを書いた記憶はないわ」

　あなたが私に何かしたんじゃないの、とパトラはカレデュラを睨にらむ。

「わたくしが？　まさか。それを書いたのは紛れもなくあなた自身。責任転嫁せきにんてんかはおやめください」

「でも──」

「覚えてない、ですか？　それもそのはず」カレデュラはあくまで笑みを浮かべたまま語る。「日記を書いているのはあなたであってあなたではないのですから」

「……私、であって、私ではない……？」

　意味がわからない。

　当惑するパトラにカレデュラは「では詳しく説明して差し上げますね？」と手を合わせながら目を細める。

「わたくしから万年筆を買ったあなたは自身が思い描く理想的な物語を、一日の日記としてしたためたのですよね？」

　パトラが答えることはなかった。

「物語に書かれた通り、あなたは素敵な物語の主人公となります。その様子はさしずめあなたの理想に従う操り人形といったところでしょう」

　日記の向こうではカレデュラが依然、不気味に笑いながら語っていた。

「そして日記に書かれた通りに素敵な物語を丸一日演じきったところで、あなたは再び次の物語を日記としてしたためます。糸に吊るされた操り人形のまま」

　日記を書いているのは、あなたであってあなたではない。

　その言葉が意味することは、単純な事実だった。

　操り人形。

「つまり操り人形が次の操り人形を作り、そのまた次の操り人形がその次の操り人形を作り、その度に理想的なあなたの物語を演じ続ける……、終わらない操り人形の連鎖れんさといったところでしょう。綴り続けることで自我じがが壊れてしまうのも無理なきことではありませんか？」

「私が、壊れた……？」

「ああ、申し訳ありません。あなたは元々欠陥けっかんだらけでしたね」

　やっぱり騙だまされたのだとパトラはこの時ようやく確信した。

　カレデュラはこうなることをすべて見越したうえで、気の弱そうなパトラの弱みにつけ込んで、万年筆を握らせたのだ。

　しかしもはや怒りは湧わかなくなっていた。

　怒ったところでどうなるものでもない。元はと言えば心が弱くて、ただ少し優しくされたくらいで舞い上がってしまう自分自身が悪いのだから。

「どうすれば……どうすれば私は……、元に戻れるの……？」

　初めてカレデュラに会った日のように、どうしようもない悲しみが溢れて涙がこぼれた。

　アンリのような恋人との素敵な日々など自分には過ぎた物だったのだ。もう何も望まない。だからせめて元の生活に戻してほしい。

　パトラはその場に泣き崩れて懇願こんがんした。

「戻りたいのですか？　であれば簡単ですよ」

　優しく肩に触れてくれた手を見上げる。

　それからカレデュラはパトラにたった一言だけ、囁いた。

「終わらせてしまいなさい」

　それから何を書いたのかは覚えていない。唯一覚えているのは、「素敵な結末ですね」と光のない瞳で笑うカレデュラの顔だけだった。
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「この万年筆は綴った本人、それと周りの人間を巻き込む祈物。書かれた人物はその通りに動かなければならなくなる」

　大昔おおむかしに誰かの祈りによって生まれたこの万年筆には、そのような呪いが込められているとリリエールさんは語る。「一度でも使えば持ち主は終わりのない呪いの連鎖れんさに閉じ込められ、自我じがが壊れるまで書き続けることになる。そういう祈物よ」

　綺麗に書かれた初日の日記。

　ぐちゃぐちゃになった最後の日記。

　パトラさんは呪いの連鎖の終わりまで辿り着こうとしているのかもしれない。少なくともボクの下で呻うめくパトラさんに言葉が通じるとは到底とうてい思えない。

「誰がこんなものを彼女に渡したのかはわからないですけど」言いながらもボクの頭には古物屋カレデュラの名が浮かんでいた。けれど今は誰のせいでこうなったかを話してる場合じゃない。「パトラさんのこと、元に戻せる方法はないんですか」

「祈物を使って戻す、ということなら無理ね」

　浅いため息と共に首を振るリリエールさん。

　例えば別の祈物を使っても書いた事実を消すことはできない。例えば万年筆を使ってこれまで起こったことをなかったことにすることも、できないと。

「でも、他に方法がないわけでもない」

　彼女は手袋を外し、日記をなぞる。「私が解呪すれば恐らく彼女は元通りになる」

「──じゃあ」

　祈物にこもった祈りを消す力が、彼女の手にはある。

　透明になれる布をただの布に戻したように、あるいはボクと出会った時に香水こうすいの効果を打ち消したときと同じように、手をかざせば。

　パトラさんは元に戻る。そのはず。

「今回はそう簡単な話でもないのよ、マクミリア」

　ボクはきっと期待を込めた眼差まなざしを彼女に向けていたのでしょう。リリエールさんは目を伏せながら、日記をなぞる。

「以前、あなたにかけられた香水は人の気持ちを増幅させる効果だけだった。だから私も簡単に解呪に踏み切ることができたの。……けれど、この万年筆は、書いた瞬間から人の意識を操あやつる祈物」

　そして彼女は、語る。

「万年筆に込められた祈りを解呪すれば、操られていた間に起こった出来事に関する記憶がすべてなかったことになるの」

　それは、言い換えるならば、つまり。

「二人の出会いがなかったことになる、ということですか……？」

　静かに頷くリリエールさん。

　万年筆のせいでおかしくなってしまったパトラさん。そして、彼女と出会い結ばれたアンリさん。二人が出会い、結ばれ、今に至るまでの出来事が、すべて。

　二人の記憶から消えてしまう。

「そんな──」

　なんとかならないんですか。ボクはすがるようにリリエールさんを見上げる。けれど彼女は首を振るばかり。

　どうしようもないのよ。かすかに聞こえる程度の声で呟くだけだった。

「でも、だって……」

　ボクは知ってる。

　恥ずかしい気持ちを抑えて花束を差し出してしまえるくらいにアンリさんが彼女に惹かれていることも。

　そんなアンリさんの花束を嬉しそうに受け取るくらいにパトラさんもまた彼に惹かれていることも。

「構いません。やってください」

　その声に顔を上げる。ボクとリリエールさんを見つめるアンリさんの様子は冷静さに満ちていた。

　本当は痛くて仕方ないはずなのに。

「……いいの？」

　確認するリリエールさんに彼は簡単に頷いた。

「僕は保安局の人間です。一般市民である彼女を守る義務がある」

　僕との関係を覚えていることで彼女が苦しむのなら、消してください──答える彼の目に迷いは見えなかった。

「……そう」

　一度だけリリエールさんは静かに頷き、目を伏せる。

　それ以上何か彼に声をかけることはなかった。

　代わりに青白い光が、パトラさんの日記帳の上に浮かび上がる。解呪が始まった。万年筆に刻まれた出来事が、人々の記憶から消えてなくなる。

　その最中。

「……アンリさん」

　ボクの下から、声が漏れていた。

　解呪がはじまった影響なのかはわからない。けれどボクに押さえられていたパトラさんは、以前ベンチで座っていたときのような綺麗で可愛らしい彼女に戻っていた。

　押さえていた手を緩めて、ボクは彼女をその場に立たせた。ゆっくり、震えながらボクたちを見つめる彼女の瞳には涙が浮かんでいた。

「ごめんなさい、私、私──」

「大丈夫」

　刺された腹部を押さえながらも、アンリさんは片手で彼女を抱きしめる。何度も何度も繰り返し謝あやまりながら、パトラさんは震える両手で彼の服にしがみつく。

　今にも崩くずれそうなパトラさんを支えるようにアンリさんは背中に手を回す。

　そして彼女を安心させるように、優しく微笑んでいた。

「きっと思い出すから、大丈夫」

　その言葉に根拠こんきょなんて一つもなかったけれど。

　彼女を安心させることくらいはできたのではないかと、ボクは見ていて思う。

　震えが止まり、それから顔を上げたパトラさんの表情は、悲しみに暮くれながらも、それでもやはり、恋する少女のように愛情に満ちていたから。
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「ひょっとして、悪いことをしちゃった、って思ってる？」

　陽が完全に沈しずんだ頃。

　リリエールさんがソファに座るボクの前に紅茶を置きながら首をかしげていた。

　顔を上げるといつもよりも割り増しで優しそうに笑いかけてくれている彼女の姿があった。

　いや普通にいつも通りに笑ってるだけで、単にボクが落ち込んでるから優しそうに見えるだけかもわからないけれども。

　リリエールさんを見つめながら返す言葉を探していると、彼女は淡々と言葉を続ける。

「アンリとパトラさんのこと、自分が焚たき付けたりしなければあんなことにはなってないんじゃないかって思ってるでしょう」


「…………」



　ボクの悩みを見透みすかしているかのようだった。「……まあ、そう、ですね」

　頷くしかない。

　実際、パトラさんを遠巻きに眺めていたアンリさんの背中を押したのは紛れもなくボク自身。たとえ祈物が絡んでいたとしても、その事実は揺るがない。

　不幸な結末を迎えた今になって、自身の行動を顧かんがみる度に思ってしまう。

　ボクが関わらなければ、もう少し二人は幸せな結末を迎えられたのではないか。

「逆よ」

　きっぱり。

　リリエールさんは言いながらボクの背中をぽん、と押す。

「あなたが二人に関わっていたから私たちはアンリが殺される前に止めに入ることができたのよ」

　もっと誇っていいわよ。

　優しい言葉がじん、と胸に沁しみる。

「で、でもぉ……」

　声が若干震えてる。どうやらボクは泣きそうになっているらしい。「結局ボクのせいで二人の出会いはなかったことになっちゃいましたし……、悲しいですよ……」

　今更悔くやんだところでどうしようもない。

　二人が重ねた時間は戻ってこないし、今やアンリさんとパトラさんは他人同士。たとえボクが二人に「この人はあなたの恋人なんですよ」と紹介したところでボクが変な子だと思われて終わってしまうに違いない。どうしようもない。

　二人には、幸せになってほしかったのに。

「どうかしら」

　ボクに反してリリエールさんは平静へいせいそのものだった。少し疲れた様子でボクの横に腰を下ろしながら、彼女は語る。

「確かに出会いはなかったことにはなったけれど──」

　別に、何もかも消えたわけじゃないわよ。

　彼女はボクの横で、そう言って笑いかけてくれていた。
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「いててて……」

　アンリは首をかしげていた。

　不思議なことに昨日、誰かから刺されたらしい。

　保安局員という仕事柄、身の危険を感じる場面は少なくない。事実、働き始めてから今に至るまでに打撲だぼくや切り傷、数えきれないほど傷を負わされてきた。

　にもかかわらず、腹部を刺された傷の原因にアンリは一切覚えがなかった。仕事中に刺されたのだろうか？　しかし怪我を負うような事件にあたった記憶はない。どころか昨日は普通に勤務きんむを終えて帰宅したはずだ。

「僕、誰にやられたんだ……？」

　日常生活で刺されたとしか考えられない。が、いくら頭をひねっても思い当たる節ふしはない。

「女の子に粗相そそうして刺されちゃったんじゃないですか？」

　部下には冗談じょうだんめかしてそんな風に言われたが、ここ最近プライベートで女性と親しくなった記憶など一切ない。怒らせるようなことをしたということなら尚更だった。

　結局アンリはその日も普通に仕事をして、普通に帰った。腹部が痛む以外はいつも通りの一日が過ぎてゆく。

　家に帰り、ポストを覗く。

　いつも通りの習慣。

「……あれ？」

　空っぽのポストを眺めながら、がっかりしている自分自身にアンリは驚く。

　何かを待っていた気がする。けれどそれが何かはわからない。もやもやとする気持ちを抱えながら家へと入る。

　いつもの見慣れた自宅。

　玄関先げんかんさきから室内を見渡す。

　何も変わりはないはずなのに、どことなくいつもと違う、そんな気がした。

　やがてアンリの視線は窓辺に止まる。

　陽が沈み、夜の闇やみが訪れた直後のことだった。

　見覚えのない青い薔薇の花束が突然、現れた。


「…………？」



　けれどそれが一体何なのかをアンリは知らない。

　何か大事なことを忘れているような違和感を抱きながら、ゆっくりと窓辺に歩み寄る。懐かしい匂においに導かれるように。
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「……あれ」

　やっぱり私は疲つかれてる、とパトラは思った。

　気がつけばここ数週間の記憶がない。思い出そうと頭をひねると浮かび上がってくるのは同じ毎日の繰り返しを退屈そうに生きていた頃の懐かしい記憶。

　毎日のように死にたいと思っていた頃のパトラの顔。

　今の彼女は違う。黄金色に輝く夜の街のなか、ブティックの前に立ち止まって初夏らしい涼しげな装いのマネキンを眺めているのは、同じく涼しげな装いをした洒落しゃれた一人の女性。

　まるで記憶の中にいる自分自身とは別人のようなパトラがそこにはいる。

「私、どうしてこんな格好をするようになったんだっけ……？」

　くるりとその場で回りながら考える。

　覚えていない。

　ひょっとして仕事で疲れてる？

「でも、職場の人たちはみんないい人ばっかりだし……」

　変だった。

　記憶の中にある職場の人たちは冷たくパトラをあしらう人ばかりだったはず。けれど今日一日の仕事の中で彼女が見たのは、優しくて彼女のことを心から頼りにしている温かい同僚どうりょうたちの姿。

　まるで別人のよう。

　周りの人たちも。

　自分自身も。

　何もかも辻褄つじつまが合わない。違和感まみれの彼女はそれからふらりふらりと街を歩いて、とある広場のベンチの前へと辿り着く。

　そこがどこなのか。何故そこに来たのか。

　思い出せない。

　けれど大事な何かのために来たような、そんな気がした。

「……何がどうなってるの？」

　混乱する頭を落ち着かせるためにベンチに座ってみる。ぼんやり空を眺める。何かが違う気がする。何かが足りない。両手が寂しい。やがてパトラはバッグの中からメモ帳とペンを取り出した。

　しっくりくる。けれど何を書いていいのかわからない。

　ただ呆然と座るパトラの下で時間だけが過ぎてゆく。

　そんなパトラの様子は周囲から見ればよく目立つものだったのかもしれない。

「あの」

　パトラに声を掛ける一人の男性がいた。

　立ち上がり、振り返る。髪色は深緑。歳はおおよそ二十代後といったところ。顔立ちだけなら落ち着いていて、三十代にも見える。けれど表情は硬かたく、緊張しているように見えた。

「……？　何か」

　首をかしげるパトラは少し警戒をしていた。

　夜に女性が一人でいるところを話しかけてくる男の人。いやな予感が頭をよぎる。悪い男の人なのではないかと思った。

「あ、えっと……その──」

　思った直後に多分目の前の男性は怪しい男などではないとすぐに気づく。明らかに女性慣れしていない。街の黄金色の明かりに照らされていても分かるくらいに顔は赤く、

「あ、すみません……僕、今日、ここにこなきゃいけないような気がしてて……」

　そして言い訳のように語る間もまるで目を合わせられないほどしどろもどろ。

　そんな男を可愛らしいと感じていた。少し意地悪いじわるなことを言いたくなるくらいに。

「私に声をかけようとしてた、ということですか？」

　くすりと笑いながら見つめる。一瞬だけ男と目が合う。

「あ、いや、そういうわけじゃないんですけど……、何だか渡さなきゃいけない気がして……いや、えっと……、うまく言えないな……困ったな……」

　すぐに男は目を逸らす。手を回した自身の背後を気にしているようだった。何かを隠し持っている。首をかしげながらパトラは男の背後の方へと視線を向けた。

「何を持ってるんですか？」

　首をかしげたまま、男の顔を見つめるパトラ。

「えっと……」

　再びパトラと目を合わせる名も知らない男。

　今度は逃げるように視線を逸らすことはなかった。

　一度息を吐いてから、男は両手を前に差し出す。

「は、花束はお好きですか？」

　男の両手に抱えられていたもの。

　青い薔薇の花束だった。


「…………」



　名前も知らない男性から、突然花束を渡された。呆然とするパトラ。青い薔薇が二人の間で揺れている。いい香りがした。懐かしい気がした。薔薇の向こうで男が顔を赤くしている。けれどその顔はよく見えない。パトラの視界が滲んでいた。

　こんなときに答えなければいけない言葉を、パトラは知っていた気がした。

　だから頭の奥に浮かんだ言葉を、彼女は涙を拭いながら一つ漏らす。

「おかしなひと」
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　静まり返った真昼まひるの大聖堂だいせいどう。

　大きな荷物を二つ置いて、彼女はクルルネルヴィア像ぞうの前に跪ひざまずく。

「どうかお願いします──」

　大聖堂へと赴おもむく際、祈いのりをかけたい物を持ち寄る必要はない。それでも二つ抱かかえて彼女がここまで来たのは、自身を見ているかどうかも分からないクルルネルヴィア像に誠意せいいを示すためだった。

　彼女の傍そばには人形が二つ。

　どちらも見かけ上は十代前半に見える幼おさない少女の姿を模もしたものだった。顔は瓜二うりふたつ。まるで双子ふたごのような二体の人形にはそれぞれ名前があった。

　髪かみが白いほうがシロナ。

　髪が黒いほうがクロエ。

　どちらも彼女が名付けた名だった。

「どうかお願いします──私の願いを叶かなえてください」

　願いながらも彼女の胸の内は後悔こうかいで満ち溢あふれてゆく。

　本当は祈りになど頼りたくはなかった。これまでの生涯しょうがい、壁にあたるたびに自身の力で乗り越えてきたつもりだった。順風満帆じゅんぷうまんぱんとはいかないまでもそれなりに充実した毎日を送ってこられたのは自身の努力の賜物たまものだと思っている。

「お願いします……お願いします……」

　それでも拭ぬぐいきれない後悔を前に、彼女は結局、像の前に跪くことを選んだ。必死に、何度も。

「どうか、道を誤あやまらないように──」

　祈りを捧げた。

　二体の人形は、そんな彼女の背中せなかを静かに眺ながめていた。







　彼女の祈りはクルルネルヴィア像によって叶えられた。

　意思を与えられた二体の人形──クロエとシロナが起き上がる。

　身体の感触を確かめるように左右に首を振って、両手を開いて、閉じて、そして二人は顔を見合わせた。

「まずいことになったでやんす」黒い髪のクロエがシロナを見つめる。

「わっちも同じことを考えてたでありんす」白い髪を揺ゆらしながら、シロナが頷うなずく。

　そこは老舗しにせの骨董品屋こっとうひんや。二人の胸元には、驚おどろくほど安い値段がつけられている。

　どれだけ辺あたりを見渡みわたしても、祈りを捧ささげた彼女の姿はどこにもなかった。
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「あれ？」

　そういえば今日って古物屋こぶつやお休みなのでは？

　とボクが気づいたのはお店の前まで来たあとになってのことだった。

　基本的にリリエールさんが解呪かいじゅを行った翌日よくじつはお店自体がお休みになることが通例つうれい。昨日きのうに至いたっては一日に二度も解呪を行っていたようだし、お店が休業になることは火を見るより明らかと言っても過言かごんではないだろう。

　しかし毎日同じ時間に起きて、そして家を出てお店に向かう習慣しゅうかんが根付ねづいているボクの体はそんな臨時休業りんじきゅうぎょうをすっかり忘れてお店の前まで辿たどり着いてしまっていた。悲しき社会人の末路まつろがここにある。

　どうせ今日は休みなのに。

　無駄足むだあしもいいところ。

　……などと思っていたのだけれど。

「あれれ？」

　ボクは首をかしげてしまう。

　お店の明かりがついている。そっと扉とびらに耳を当ててみると、中からがさがさと物音が響ひびく。誰かがいるのは明白めいはく。リリエールさんだろうか？

　お店が休みかどうかはよくわからないけれど。

　彼女がお仕事してるのなら、一声かけてもいいかもしれない──今日も普通に仕事をするつもりできたし、別にそのまま働いても構わない。

「おはようございまーす」

　というわけで何食わぬ顔でお店の扉を開くボクだった。

　からん、と鈴が鳴る。

「きゃっ」

　直後に小さな悲鳴が店の奥から上がった。リリエールさんの声だ──と顔を向けるボク。しかし不思議なことに彼女の姿はどこにもない。

「リリエールさん？」

　人影ひとかげのない店内に声を投げかけるボク。直前まで書類整理をしていた痕跡こんせきがリリエールさんのデスクの上に残されている。やっぱりお仕事中でしたか。

「もー、リリエールさん、今日もお仕事があるなら言ってくださいよぉー。ボクてっきり休みだと思っちゃったじゃないですか」

　扉を閉めて、お店の扉にかけられた札をくるりとひっくり返してＯＰＥＮの表示に変える。荷物を置いていつものようにお仕事の準備にかかるボク。といっても紅茶こうちゃを淹いれるだけだけど。

「紅茶いります？　リリエールさん」


「…………」返事がくるまで少しばかりの間があった。「……あのね、マクミリア。今日はお仕事、休みにするから。帰ってもいいわよ」



「またまたぁ。見るからにお仕事中じゃないですか。手伝いますって」

「いえ、すぐに終わるし。大丈夫だいじょうぶだから」

「……？」むむむ、と首をかしげるボク。「リリエールさん今日はなんだか声が変ですね……？」

　いつもよりも少しだけ高いというか、幼そうな感じがするというか……。まるで十代前半の女の子を相手に話しているような気分だった。

　振り返っても彼女の姿が見当たらないのもまた違和感いわかんに拍車はくしゃをかけていた。

　何かあったのだろうか？

「あ、えっと……、ちょ、ちょっと体調が悪いみたい……。風邪かぜかしら」

　声はどうやらデスクの向こうから響いているようだった。どうやら隠れているらしい。なにゆえ？　というか風邪ですと？

「それなら尚更休まなきゃダメじゃないですか！　まったくもう。残りの仕事はボクがやりますので、リリエールさんはお休みください」

　雇やとい主ぬしを支えるは従業員の責務せきむ。

　己が内の信念しんねんがボクを突き動かしていた。紅茶など淹れてる場合じゃないですね。ボクは足早あしばやに彼女のデスクの方へと向かった。

「あ、ちょ、ちょっと！　今こっちに来ないで！」

　デスクの向こうで慌あわてる彼女。

「まあまあそう言わずに。それで、どれですか？　どの書類整理を手伝えばいいですか？」

　どうもー、とボクはデスクの向こうを覗のぞき込む。

　声の感じからして恐らく彼女がそこに隠かくれているだろうと思ったから。

「……ん？」

　そして予想通り、彼女は隠れていた。

　デスクの下。彼女は書類の束たばを両手でつまみ、顔を覆おおい隠しながら、すっぽりとしゃがんで収まっていた。

「私、来ないでって、言ったんだけど……」

　大きなため息とともに、書類の束の向こうから群青色ぐんじょういろの目を覗かせる彼女。「あの、まずは何も言わずに、私の話を聞いてくれるかしら……」

　語る彼女の様子はいつもと同じようで少し違っていた。

　何が違うのだろう。服装はいつもと同じような赤いドレス。けれど細部のデザインが少し異なる気がする。髪型はいつもと同じような感じ。全体通していつもとあまり変わらない部分が多い。

　けれど同時に、全体的にサイズが小さくなっていた。

　顔立ちも幼く、そしてデスクの下から「よいしょ」と這はい出して立ち上がった彼女の背丈せたけは、おおよそボクの胸元むなもとにも届かない。

　なんということだろう。

　ボクは驚愕きょうがくした。

「え、ちっさ……」

　ボクの雇い主、年齢不詳ねんれいふしょうのリリエールさんが。

　大体十代前半程度の女の子へと姿を変えていた。





◇






「前々から分かっていたとは思うけれど、私、実は少し特殊とくしゅな体質なの」

　ソファの上で足を揺らしながら彼女は不満そうに頰ほおを膨ふくらませていた。

　見かけだけなら完全に不貞腐ふてくされた女の子といったところだけれども、中身はいつものリリエールさんのままらしい。

「物にかかった祈りを解く力──解呪の力が私にはあるでしょう？　この国においては今のところその力を使うことができるのは私だけみたいなのだけれど、まあ、便利な力は使い過ぎれば代償だいしょうもそれなりにある、ということね……」

　髪をふぁさ、と靡なびかせる彼女。

　無理して大人ぶってるおませな女の子みたいだ……。

「要するに力を使いすぎてそんな感じになっちゃったということですか」

　いつも解呪をした翌日にお店を休みにしていたのには理由があったということらしい。

　今日もボクが来なければ普通に書類整理をしたあとはゆっくり過ごすつもりだったのかもしれない。

「解呪というのは物にかかった祈りを身体に取り込む行為のことを言うのだけれど──取り込みすぎると身体が処理しきれずにこうなってしまうの」

　ご覧らんの通り、と言わんばかりに小さな両手を広げるリリエールちゃん。間違まちがえた、リリエールさん。「ここ最近は解呪を多用していたし──それに、昨日はアンリの件もあって一日に二度も重めの解呪をしたし。反動が一気に来たみたい」

　おかげで書類整理もままならないわ……とリリエールさんはため息をついていた。

　じゃあ代わりにやりましょうか？　とボクが尋たずねると彼女は「お願い」と頷く。隠していたことがばれてしまったからには拒こばむ理由もないらしい。

「体調のほうはどうなんですか？」

「問題ないわ。健康そのもの。ただ解呪ができなくなるだけだから。何なら体が若返りすぎて元気が有り余っているくらいだわ」

「そうなんですか」

「でもこの身長になるせいで周りから見下されるようになるのよ。物理的に」

「そうなんですか……」

「早く大人になりたいわ……」

　アンニュイな表情で遠くを眺ながめるリリエールさん。

　やっぱり無理して大人ぶってるおませな女の子みたいだ……。

　彼女が溜めていた作業の残りはさほど多くはなかった。今の彼女では恐らく届くことがないであろう高いところに書類を戻したり、店内をうろうろしたり。彼女が紅茶を飲み終える頃にはほとんど終わっているくらいだった。

　早くも達成感を覚えるボク。一方でリリエールさんは別の心配事があるらしいようで、爽さわやかな顔を浮かべるボクに反して沈み切っていた。

「こんなところイレイナにみられたら何を言われるか分からないわ──」

　ああ確かに。からかわれそうですねー、と返したところでふとボクは思い出す。

　そういえばお店の扉、ＯＰＥＮ表示に直したままでしたね。今日は休業なのに。

「どなたか私を呼びましたか？」

　からん、とお店の扉の向こうからイレイナさんが現れたのはちょうどそのとき。

　名前を呼ぶと現れるような祈物れいぶつでも持ってるのかと思いたくなるくらいの綺麗きれいなタイミングで彼女はお客さんを連れて現れ、そしてボクたちを見つめて一言。

「え、ちっさ……」

　というかリリエールさんを見つめて一言。


「…………」



　ソファの向こうでリリエールさんが感情のない顔をしていた。なんかもうどうでもいいやと顔に書いてあるような気がした。十代前半がする顔じゃない……。

　ボクはちょうど今リリエールさんに聞いたことをかくかくしかじかとイレイナさんにもお伝えした。

　ふむふむなるほど、と彼女は頷くと、

「まあそんなことはさておき」多分重大な秘密であろうリリエールさんの体質についての問題をぽん、と脇に置きつつ、「今日って営業中なんですか？　それとも休業中なんですか？　どっちですか？」と首をかしげる。

　穏おだやかで落ち着いた様子でありながらも、その言葉からはどことなく急いでいるような気配を感じた。

「何かあったの？」リリエールさんが口を開く。

「ちょっと緊急で対応してほしい依頼があるようでして」

　話だけでも聞いてもらうことはできませんか？　とイレイナさんは、扉の前から一歩、右にずれる。同時にお客さんに中に入るように促うながした。

　ボクとリリエールさんは顔を見合わせた。

「こんにちはでやんす」「ありんす」

　それからひょっこりと現れたのは、ちょうど今のリリエールさんと同じように幼い姿をした、二人の少女だった。

　クロエとシロナと名乗った彼女たちは、まるでお人形さんのように綺麗な顔をしていた。

「あっしたちは人形でやんす」「ありんす」

　というか人形だった。


「…………」



　どういうこと？

　首をかしげるボクとリリエールさん。

　事態じたいが飲み込めずにいるボクたちに、彼女は尋ねる。

「このお店って、祈物からの依頼は受け付けてますか？」

　受け付けているかどうかはさておき。

　リリエールさんも話を聞く気はあるらしい。

　向かい側に座っていた彼女は静かに立ち上がると、ボクの横にちょこんと腰こしを下ろして、クロエとシロナと名乗った二体──いや二人？　の人形に対して、向かい側に座るように、促していたから。
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　苦しい、辛つらい。助けてほしい。

　眠りから覚めるたびにソフィは現実から逃げられないことを痛感つうかんする。どうやら仕事の途中で眠ってしまったらしい。

　目の前には作りかけの機械人形が虚空こくうを眺ながめたまま立ち尽つくしている。

　この一体さえ完成させてしまえばすべての準備が整う。

　目をこすって時計を見つめる。時刻は早朝。大丈夫だいじょうぶ、きっと間に合う。自身に言い聞かせ、身体の悲鳴からは耳を逸そらし、そしてその場に座り込んだまま機械人形に手を伸ばす。

　仕事をしなければ。

　逃げずに戦わなければ。これまでもそうやって多くの苦難くなんを乗り越えてきたのだから。今回だってきっと大丈夫。

　何度も自分自身に向けて呟つぶやく。仕事仲間が彼女の工房こうぼうを訪れたのはその矢先やさきだった。

「ああ、起きてたか、ソフィ。調子はどうかな」

　上等じょうとうなスーツに身を包んだ男だった。歳は三十代前半程度。ソフィと十歳ほど離れている。

　見知った顔に笑みを浮かべながら彼女は会釈えしゃくを返す。

「あ、ラウールさん……。ご心配ありがとうございます。大丈夫です」

「君じゃなくてそっちの話だ」ラウールはソフィの目の前で立ち尽くしている機械人形を指差していた。「今日の発表会までに完成するんだろうね？」

「……そう、ですね。大丈夫だと思います」

「だと思います、では困るな」

　ラウールはゆっくりとソフィに歩み寄る。「いいかね？　今回の発表会は我々われわれにとって最も大きな意味を持つ。これまでの苦労が報むくわれるチャンスといってもいい」

　ソフィの横に腰を下ろすと、ラウールは彼女の肩かたに手を置いた。

　嫌悪感けんおかんがぞわぞわとソフィの全身に走る。それでも何も言い返せずに俯うつむいてしまう自分自身が嫌いやになった。

「想像してみたまえ。君の機械人形が祈りのクルルネルヴィアの人々にとっての大きな希望きぼうになるのだ。胸躍おどると思わないかね」

　ソフィにとってラウールは恩人おんじんだった。

　逆らうことなど到底とうていできるはずもない。機械人形の設計士せっけいしとして注目を浴びるようになったのはそもそもラウールの下についてからだった。

　今の自身があるのはラウールがいるからと言っても過言ではない。

「君の機械人形を使えば今後はいかなる祈物も必要ない。危険な力を持った獣人じゅうじんや犯罪者はんざいしゃたちに怯おびえる必要もない。今日はそれを私と一緒いっしょに証明しようではないか」

　言いながら、ラウールは壁を見つめる。壁掛け時計の針がゆっくり進む下には一枚のポスターが貼り付けられている。

『人形博覧会』

　二十五年前から五年に一度の頻度ひんどで開催かいさいされている博覧会はくらんかい。人形師たちが自信作を披露ひろうする場であり、同時に企業に売り込む機会でもある。

「君の機械人形はまさに歴史を変える逸品いっぴんだ。所詮しょせん、我々以外の参加者はお遊びで人形を作っているような連中ばかり。脚光きゃっこうを浴びるのも賞賛しょうさんもすべて我々のものだ」


「…………」



「最高の機械人形を作る。それが君の願いだったね？」

　ようやくその悲願ひがんが叶えられるじゃないか──とラウールは笑う。

　兵器としての機械人形。

　それが今、ソフィが手がけているものだった。

　本当は兵器など作りたくもないのに。

　本当はただ生活を助ける機械人形が作りたいだけだったのに。

「……頑張がんばります」

　ソフィはラウールに対して曖昧あいまいに笑いながら、頷く。

　苦しい、辛い。

　助けてほしい。

　その願いがきっと届かないと知りながら、彼女は心の中で祈り続けた。
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「人形博覧会は本日街の南部で行われる祭典でやんす」黒髪くろかみのほうの子──クロエちゃんがチラシを広げて説明する。「わっちたちは今日その祭典に参加するある女性を助けねばならないでやんす」

　ぺたん、と白髪はくはつのほうの子──シロナちゃんが紙切れを二枚、テーブルに叩たたきつける。

　一枚は博覧会のチラシ。

　そしてもう一枚は雑誌の切り抜きだった。金髪きんぱつの疲れた様子の女性がインタビューに答えている。名前はソフィ。機械人形製作の第一人者──彼女の功績こうせきが綴つづられた記事。

　ボクの隣の小さな女の子ことリリエールさんはふむふむと興味深そうに目を通していた。

「機械人形……？　ってなに？　マクミリア」

　わあすごい、難しい記事をよく読めたねー！　と一瞬いっしゅん頭を撫なでそうになったけれどそういえばこの子リリエールさんだった。危あぶない危ない。

「ざっくり言うと簡単な作業を手伝ったりする目的で作られたお人形さんのことですね。祈りの力を使わなくても生活が便利になる！　っていう触ふれ込みで一時期話題になってましたよ」

「祈りの力を使わずに……ね。いいことじゃない」

　少々嬉うれしそうなリリエールさん。

　しかしその向かい側に座る見かけ同年代の女の子二人は、そんな彼女に首を振る。

「そうでもないでやんす」「ありんすー」

　どういうこと？　とボクが二人に尋ねると、続けざまにクロエちゃんは、

「あっしたちはソフィが道を誤ったときに修正するために祈りを捧げられているでやんす」「ありんす」

　捧げられた祈りは時間差で効果を発揮するものだったらしい。

　二人が目を覚ましたのはおおよそ数日前。

　意識を与えられたということはソフィさんが道を誤り、助けを求めているということ。

　本来、ソフィさんの傍にあるはずの二人が目を覚ましたのは街の骨董品屋。身動きが取れるようになった直後から、二人は状況の把握はあくのために奔走ほんそうした。

　離れ離れになっていたソフィさんの行方は簡単に見つかった。街の南で行われる人形博覧会のリストに彼女の名が連なっていたから。

　設営中せつえいちゅうの会場にふらりと立ち寄るクロエちゃんとシロナちゃん。ソフィさんの姿はなかったけれど、彼女の仕事仲間が会場内をふらついているのを見つけた。

　男の名前はラウール。

　二人がただの人形だった頃、ソフィさんと一緒にいるところを見たことがあった。

　会場内で仲間と打ち合わせをする中で、男はまるで自分のことのように誇らしげに「ソフィが新型の機械人形を製作する。時代を変える逸品になる」などと語っていた。

　どうやらソフィさんは機械人形の製作者として順風満帆な日々を送っているらしい。

　クロエちゃんとシロナちゃんは顔を見合わせる。日々が順調ならば、助けを求める道理もないのでは？

　なぜ二人は意識を与えられたのだろう？

　首をかしげる二人。

「どんな機械人形になるんだ？」

　仲間がラウールに尋ねる。

　答えは単純だった。

「兵器だよ」

　祈物も何も必要ないくらいに強力な兵器として活用できる機械人形を作っているんだ。

　そう答えるラウールの顔は希望に満ちているように見えた。

　再び顔を見合わせる二人。

　意識を与えられた理由は明白だった。

「そして今朝、途方とほうに暮くれて街中をふらついていた二人を見つけて、私がここまで連れてきたというわけです」

　横からイレイナさん。「ラウールという男からソフィさんを引き離したいそうですよ」

「ソフィが助けを求めている原因はラウールの元で兵器を作らされていることでやんす」「だから兵器を破壊して、ソフィを引き離す必要があるでありんす」

「しかし機械人形を破壊するにはそれなりに武器も必要。というわけで武器を調達させてほしいのだそうです」

　お願いできませんか？　とイレイナさん。

「困ったわね……」リリエールさんは眉根まゆねを寄せていた。「確たしかに武器はそれなりにあるけれど……」

　腕うでを組み、唸うなる彼女。

　運がいいのか悪いのか、近頃高級ホテルを襲った黒ずくめの男たちから押収した祈物の数々が倉庫そうこに眠っている。それを使えば機械人形と戦うことくらいはできそうなものだけれど。

「私は今ご覧らんの有り様だし、まともに武器も振るえそうにないのよ」

　ため息を漏もらすリリエールさんの横で、ボクは倉庫に置いてある武器の数々を頭の中に思い浮かべてみる。

　鋼鉄こうてつも砕くだく小槌こづち。どんな物でも弾はじく盾たて。必ず当たるブーメラン。それから矢やが尽きない弓ゆみ。その他諸々もろもろ。富豪ふごうを襲おそうために周到しゅうとうに準備をしてくれていたおかげで攻撃手段には事欠ことかかかない。

　とはいえそんな祈物たちも扱あつかう人間がいなければ倉庫で眠る以外の役割はないわけで、だから押収してから今に至るまで倉庫で眠り続けていたのだけれど。

「大丈夫でやんす。あっしたちは祈りのおかげでそれなりに身体能力も高いでやんす」「超つよいでありんす」

　いえーい、と両手でピースをしながら二人は語る。「機械人形をぶっ壊す役割はあっしたちがやるので、古物屋さんは武器さえ貸してもらえればいいでやんす」「ありんすー」

　無論、武器の出番でばんがないに越したことはないけれど。

　仮に戦闘になったとき、こちらが丸腰まるごしでは勝ち目がない。対抗手段を持っておいて損はない。

　とはいえやっぱり武器を貸し出すのには抵抗があるようで、リリエールさんは依然いぜんとして幼い少女の見かけに似合わず「ううん……」と唸うなるばかりだった。

「さすがに武器を貸すのは躊躇ためらわれるわね……。危険物きけんぶつだし」

　可能性としては低いけれど、例えばクロエちゃんとシロナちゃんが悪い子で、ボクたちを欺あざむいて武器を盗もうとしている可能性だってゼロではないわけで、仮に依頼の内容が本当だったとしても、武器をどこかに落としたなんてことになったら目も当てられない。

　ボクに鞭むちを渡す時もそうだったけれど、リリエールさんが祈物を扱う仕事に関わっている以上、それなりに慎重しんちょうにならざるを得ないのかもしれない。

「でも流石さすがに貸してあげないと可哀想かわいそうじゃありません？」

　首をかしげるボクだった。

「そうでやんすー。あっしたち、このままだと丸腰で戦場に行くことになるでやんすー」「討うち死じにしちゃうでありんすー」

　たすけてー、と棒読ぼうよみな感じに言葉を漏らす二人。

　ボクとしても助けてあげたいのはやまやまだけれど、あくまで祈物の所有権はリリエールさんにある。

　彼女の言葉を待つほかない。

　とはいえリリエールさんも決して二人に手を差し伸べたくないわけではないのでしょう。

　やがて彼女もひとつ頷きながら「一応、手がないわけでもないわ」と語る。

「武器を貸し出すうえで私たちも監視のために同行すれば問題ないと思うのよ」

　ほうほう。

「同行、ですか」

「ええ。同行よ」

「ははあなるほど……」

　ということは、言い換かえるならばボクたちも双子と一緒に会場まで出向く、ということでもある。

　もちろんボクは別に構わないのだけれど──横に座るリリエールさんに視線を向ける。

　どこからどう見てもだいたい十代前半程度。

「この外見のまま出歩くことになるとはね……」

　大きく大きくため息を漏らす彼女。

　その表情は、やはり無理して大人ぶっている女の子にしか見えなかった。
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　小さな頃からソフィの傍には人形があった。

「ごめんなさいね、ソフィ。お母さん、今お仕事中だから。向こうで遊んでなさい」

　幼い頃に母と一緒に遊んだ記憶はほとんどない。いつだって人形で遊ぶばかり。孤独は常にソフィと共にあった。

　会社経営者である母は家でもいつも仕事ばかりしていた。

　お母さんは忙いそがしい。私のために頑張がんばってくれている。人形さえいれば別に寂さびしくないと自身を誤魔化ごまかしながら過ごす日々。機械仕掛けの人形に興味を抱くようになったのは、そんな日々が彼女に染み付いていたからなのかもしれない。

　仕事ばかりの母に振り向いてほしい一心で機械仕掛けの人形を一人で作り上げて見せた。母は褒ほめてくれたがすぐに仕事に戻ってしまった。

　ソフィが成長するにつれて家庭内での会話は減っていった。

　母親が振り返らない代わりにソフィは一層、機械仕掛けの人形制作にのめり込んでいった。

　母が見向きもしなかった彼女の才能にラウールが目をつけたのは十年前。まだ彼女が十二歳だった頃のことだった。

「素晴すばらしい！　これは君が作ったのかい？」

　ラウールは彼女が作った小さな人形一つを手にとって感動した。

　褒められたことはなかった。人から認められたことも、初めてだった。

「もし、よかったら……他のも見ますか……？」

　その頃からソフィとラウールは少し歳の離れた友人同士になっていた。よく喋しゃべるラウールは彼女の孤独こどくを紛まぎらわせてくれた。

　大きな夢を胸に抱く彼は、人、獣人、エルフなど多様な種族が混在こんざいする祈りのクルルネルヴィアのあり方に疑問を持っており、「この国で人間だけが寿命じゅみょうも短く、そしてか弱い生き物だ」と事あるごとに語っていた。

「俺はこの国で人間が自由に暮らせるようにしたい」

　身体能力も、寿命も、人間は他の種族よりも劣おとっている。他の種族と同様の生活を送るためには、多くの支援しえんが必要だという。

「君の機械人形は、きっと我々人間のために役立てる。そんな気がするんだ」

　ラウールは真まっ直すぐソフィを見つめていた。

　初めてできた友人。ラウールが材料を調達し、そしてソフィが組み立てる。そうすることで人間の暮らしをよりよくする機械人形が完成するはず。夢見る二人はいつしか手をとりあっていた。

「馬鹿ばかなことはやめなさい！　あなたはうちの家業かぎょうを継ついでいればいいの！」

　相変あいかわらず母親との会話はなかった。母親がソフィに家業を継いでほしいと願っていたことを知ったのも、今より四年前。

　学校を卒業した彼女が家を出る間際まぎわのことだった。

「あなたをそんな子に育てた覚えはないわよ」

　考え直してちょうだい──去りゆくソフィの背中せなかに投げつけられた言葉に、ソフィは振り返る。久々ひさびさにみる母の顔は昔よりも大分やつれているように見えた。

　こんなにも小さな人だっただろうか。

　ため息をつきながら、ソフィは視線を逸らす。

「今更いまさら母親面ははおやづらしないでよ。ずっと仕事ばかりで私のことなんて見向きもしなかったくせに」

　母親が他界たかいしたのはその二年後のことだった。

　母が大事に守り続けてきた会社はその後、ラウールが所有しょゆうする会社に吸収された。病で急死した母の元には遺書いしょも何も遺のこってはいなかったとラウールには聞かされている。


「…………」



　今でも最後に見た母親の顔を思い出す度に胸が痛む。

　売り言葉に買い言葉のつもりだった。深く傷きずをつけたいわけではなかったのに。

　──君の機械人形は、きっと我々人間のために役立てる。

　ラウールが語る夢に彼女が賛同さんどうしたのは、その言葉に幼少期の頃の自身を思い出したからだ。

　それなのに、ラウールの元についた彼女に委託いたくされたのは、武器を積んだ機械人形の数々。ラウールに才能を利用されていたことに気づいたとき、ソフィは母親の元を離れたことを後悔こうかいした。

　謝あやまりたい。

　しかし帰る場所はもうない。

　母親が遺したものはすべてラウールの手で売却ばいきゃくされている。

「……これで本当にいいのかな」

　博覧会の会場に展示された機械人形を見つめるソフィ。

　背中には自動で巻かれるゼンマイが取り付けられている。開発の段階でラウールがどこからともなく調達してきた祈物だ。おかげで半永久的はんえいきゅうてきに駆動くどうさせることが可能になった。設計の自由度も、そのおかげで広がった。目の前にあるのは我が子のように愛し、育て、作り上げた最高の逸品だった。

　しかしその両手には武器が隠されている。

　本当は、こんな子に育てたいわけではなかったのに──。

「いかがですか。こちらが我が社の新製品でございます」

　声がしたのは後方から。

　いつもよりも割り増しで柔やわらかいラウールの声だった。振り返ってみれば、作り物のように穏やかな表情を浮かべながら女性に笑顔を向けていた。

　誰だろう？　首をかしげるソフィに気づいたラウールは、笑顔を浮かべたままソフィの元までやってきた。

「ソフィ。紹介しよう。こちら我が社の出資者しゅっししゃだ」

　出資者。

　会社にお金を出してくれた人。機械人形に武器を積み込むラウールに賛同した人間のひとり。

　ソフィは親の仇かたきのような気持ちで女性を見つめていた。

「ごきげんよう」

　微笑ほほえむその女性は、喪服もふくのような黒い服を着た怪あやしい女。

　名をカレデュラと名乗った。
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　人形博覧会。

　街の南で行われている技術の祭典。五年に一度という限られた期間のせいか、会場へと訪れるともれなくボクたちは人混ひとごみに紛れ込むかたちとなった。

　まあ大変たいへん！　こんな混雑した場所にいたらはぐれちゃうかも！　親切心でボクは「手でも繫つないどく？」と提案したり、リリエールさんに「は？　ぶっとばすわよ」とブチギレられたりしながら入り口を通る。リリエールさんじゃなくて双子に聞いたつもりだったのに……。

「人形だらけでやんす」「ごちゃごちゃしてるでありんす」

　ぼけーっとした様子で、ボクと手を繫いだクロエちゃんとシロナちゃんが会場を見渡す。

　見渡す限りが人の形をした物で溢あふれている。

　それは例えば子どもが抱き抱えるような小さな人形であったり、少々生々なまなましい顔立ちと背丈せたけをした人形だったり。もしくはただの鎧よろいであったり。おかげでボクたちが包つつみに入れた武器を持ち歩いていてもさほど目立ちはしなかったけれど、

「こうも人形だらけだと少々妙みょうな感じがするね」

　ボクはため息を漏らしていた。そこら中から視線を感じて何だか疲れちゃう。「二人みたいに意識を持った人形というのはそう多くないと思うけど」

「そうですね、あっしたちは同じ人形でも少し抱えている事情が異なるでやんす」「普通の人形とは訳が違うでありんす」

　無駄むだに誇ほこらしげなクロエちゃんとシロナちゃん。

　けれど祈りのおかげで意識を持っている二人が他の人形にとは一線を画かくしているのは事実。

　会場に置かれている人形の中には簡単な動作を繰り返す人形──機械人形なども並べられてはいるけれど、自分の意思で自由自在に体を操れる二人とは根本的な部分で違う。

　例えば人だかりにふらりとボクたちが立ち寄ったとして。

「ご覧ください！　私の機械人形は何と演奏えんそうができるのです！」

　両手を広げて自信に満ちた顔を浮かべている男性の後ろで静かにピアノと向き合っているのは機械人形。両手をぎこちなく動かしながら演奏している。けれど周囲をとりまく客たちの拍手はくしゅの音にかき消されて何の曲かは聞こえなかった。

　それからふらりと別の場所に行けばまた人だかり。

「どうだい！　これが最新式の機械人形！　お茶を汲くめるんだぜ」

　拍手喝采かっさいを受けている中心にはゼンマイ駆動の機械人形がおひとつ。きりきりと音を立てながら、手にしたポットから紅茶を注いでいる。

　一般的な感覚ではそのような単純動作を繰り返すだけでも賞賛の的。

「まあ凄すごい……！」

　ゆっくりと注がれる紅茶を前に、会場に来た客の女の子が感動していた。「やはりこれからの時代は紅茶よね。一家に一台この機械人形を設置することを義務付けるべきだと私は思うの」

　女の子は紅茶を一口飲んでから「特にこの風味が素晴らしくて──」などと講釈こうしゃくを垂たれ始めた。よく見たら女の子は赤い髪をしていて赤い服を着ていて、無類むるいの紅茶好きという雰囲気ふんいきが全身から漏れていた。

「何してるんですか？　リリエールさん」

　というかリリエールさんだった。

「……！」

　はっとしながら立ち上がる彼女。「……ち、違うの。別にこの場の雰囲気に呑まれたわけじゃないから」

「いやまだボク何も言ってませんけど」

　お祭りですし、楽しい気分になっちゃうのは仕方ないですよー、と宥なだめるように語るボク。

「くっ……屈辱くつじょくだわ……！」

　悔くやしそうに顔をしかめるリリエールさん。そういえば十代前半の外見に戻った結果、ちょっと元気が有り余ってると言っていましたね。

　お祭り騒さわぎは小さい子どもにとっては夢のようなイベントの一つですからね、我を忘れてしまうのも仕方ないでしょう。微笑ましい限りですね！

「その顔やめて」

　頰を膨らませているリリエールさん。

「ボクどんな顔してます？」

「小さい子どもを見守る保護者みたいな顔してるわ」

　失礼だわ、と拗すねるリリエールちゃん。あ、間違えたリリエールさん。

　とはいえいくら楽しいとはいってもボクたちはお仕事のために来てるわけですし、

「なるべくはぐれないようにしてくださいね？」

「子ども扱いしないで」

　ぺち、とボクの肩の辺りを背伸びして叩くリリエールさん。

　それからふらふらと歩くボクたち。曰いわくソフィさんの機械人形が設置されるのは会場の一番奥らしい。人混みをかき分けて歩いていくしかない。

　もちろん奥に向かう道中にも相変わらずさまざまな人形と機械人形が置かれており、便利な機械人形のほかにも、例えば所持しょじしているだけで夜な夜な「お前の魂たましいを寄越よこせ……」と囁ささやいてくる祈物の人形や、「ぶっ殺してやるぜ！」と包丁ほうちょうを持って意気込いきごむ祈物の人形も、ガラスケースの中に展示されていた。

「便利な機械人形だけじゃないんだね」

　ほえー、と感心しながら漏らすボク。その横でリリエールさんが頷いた。

「人形博覧会だもの。色々種類があるのは当然でしょ」

　話をしながらボクらは歩く。

　中にはパン職人になる祈りがかかった人形も展示されていた。何でパン職人？　と疑問に思ってはいけない。色々種類があるのが当然なのだから！

「私の人形が作るパン、お味はいかがでしょうか」

　目にも留まらぬ速さでパンをこねる人形の横で客人をもてなす男。

　客人はまず両手でパンを大事そうに持ち上げてパンの形や手触りを確認したのちに、深呼吸をひとつ。すぐに食べず、香りを確かめているらしい。

　上品で落ち着いた所作しょさはまるで目の前のパンに礼節れいせつを尽くしているようにも見えた。

「わあおいしい」

　と言うなり普通にもぐもぐと食べ始めた。「なかなかいいじゃないですか。やはりこれからは自動でパンをこねる時代。パンを作るお人形なら一家に一台欲しいところですね」

　よく見たら灰色はいいろの髪で瑠璃色るりいろの瞳ひとみの少女だったというかイレイナさんだった。

「なにしてるんですか」

　そういえばさっきから姿が見えないと思ったらこんなところでパン食べてたんですか。

「おやリリエールさんたち。どうも」

　ひらひら手を振るイレイナさん。「おひとついかが？」

「ちょっと。おひとついかが？　じゃないわよ」

　緊張感皆無かいむなイレイナさんに頰を膨らませるのはリリエールさんだった。「まったくもう。私たちは仕事に来てるのよ？　遊びなら仕事を済すませたあとでやりなさいな」

「おっと、そうですね。失礼しました」イレイナさんは可愛らしい女の子を見つめるような穏やかな視線をリリエールさんに向けていた。「ところでリリエールさん」

「なによ」

「どうして私の隣でパンを食べているのです？」

　尋ねるイレイナさん。

　忘れてはならないのは本日のリリエールさんは少々元気が有り余っており、言動げんどうこそいつものリリエールさんでも胸の内から湧わき上がる好奇心こうきしんからは逃れられなくなっているということ。

　結果、今のやりとりの間にリリエールさんはイレイナさんを叱しかりつけながら普通にイレイナさんの隣に座り、そして普通にパンを食べていた。何なら頰が膨らんでいるのもパンを食べていたからだ。まるで叙述じょじゅつトリック。

「く、屈辱だわ……！」

　涙目なみだめのリリエールさんが戻ってきた。

　哀あわれ……。

「とりあえず手でも繫いでおきます？」

　再度尋ねるボクの肩の辺りを叩くリリエールさん。

　やはりその様子は背伸びした女の子のようだった。
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「こちらのカレデュラ様は我が社の思想に賛同さんどうして祈物の支援を行ってくれている方だ」

　そのゼンマイも彼女の店で買い取ったものだ──とラウールは完成したばかりの機械人形の背中を指差す。ちょうど動力が切れたところらしく、ひとりでに大きな巻まき鍵かぎがギリギリと音をたてて回り始めた。

　カレデュラは頭を揺ゆらしながらそんな様子を眺めている。やがて鍵が止まり、再びゼンマイが動き始めたとき、彼女は首をかしげてソフィを見つめる。

　機械人形が一向に動かないからだろう。

「これは一体どういうことなのですか？」

　指差しながらカレデュラは「故障こしょうですか？」と少し大袈裟おおげさに悲しそうな表情をつくって眉根を寄せていた。

　ソフィは首を振る。

「……私の機械人形は日常生活の支援しえんを目的として作られたものです。リモコンで単純な指示を送ることで機械人形を作動させることができる仕組みになっています」

　人前で説明するのは得意ではない。

　機械人形と一本の線で繫がれたリモコンを持ち上げて、実際に動かしてみせる。

　掃除そうじ、洗濯せんたく、料理りょうり。単純な動作であれば指示を送るだけで稼働かどうする。送った指示に従い動く機械人形にソフィは感動していた。我が子が初めて歩いたかのよう。

「事前の打ち合わせと違いますねぇ、ラウールさん」

　しかしそんな彼女の横でカレデュラは退屈たいくつそうに首を振っていた。「武器はどうしたのです？　自立起動させる予定ではありませんでしたか？　こんな家事手伝いのためのおもちゃを作らせるために大金をあなたに渡したわけではありませんよ？」

　カレデュラはラウールを見つめる。既すでに興味きょうみの大半を失っている退屈そうな目。失望しつぼうしているようにも見える。

「も、申し訳ありません！」

　ソフィの手からリモコンを取り上げ、ラウールは慌てた様子で操作する。「もちろんご要望の通り武器も各種取り揃そろえております。両手にも、胸の中にも！　いかがですか？」

　ラウールの後ろで機械人形が隠されていた武器の数々を露出ろしゅつさせて構える。カレデュラの顔に笑みが戻った瞬間でもあった。

「これが見たかったのですよ。素晴らしい出来栄できばえですね」

　ぱちぱちぱち、と軽く拍手を送るカレデュラ。「それでは約束通り、この機械人形を完成に導いて差し上げましょう」

　完成に導く？

　その言葉にソフィは違和感を抱いていた。

　傍かたわらにある機械人形は今朝完成したばかり。これ以上手を加えるところなどどこにもないはずだ。

　しかし言葉の意味を理解できていないのは、その場においてはソフィ一人だけのようだった。ラウールは「ありがとうございます！」とカレデュラと固く握手あくしゅを交わしている。

　ソフィの知らないところで、知らない話が進んでいた。

「こちらの札をどうぞ」

　笑みを浮かべたまま、カレデュラはラウールに札を二枚、手渡した。それが何なのかを理解していないのもまたソフィだけ。ラウールは札の一枚を当然のように自身の胸元に貼はり付けると、余ったもう一枚をソフィの機械人形に貼り付けていた。

「何を……」

　一体何をしているの？

　尋ねようとした瞬間、ソフィの手にあったリモコンと機械人形を繫いでいた線が千切ちぎられた。機械人形の手によって。

　まるで意思を持っているかのように。

「……え？」

　繫がりを絶たれたリモコンを呆然ぼうぜんと見つめる。

　ありえない。

　機械人形が意識を持つなんて、ありえない。祈物でも使わない限り──。

「おお……！　素晴らしい力だ……！　流石さすがはカレデュラ様。まさに要望通りの祈物です！」

　ラウールが拍手を捧げる先で機械人形が誇らしげに武器を構えていた。

　まるで生きた人間のような挙動。

「あの札を人と人形にそれぞれ貼り付けると持ち主の意志に沿そった挙動を実現してくれるようになるのですよ」

　はしゃぐ子どもを眺めるように穏やかな表情を浮かべながらカレデュラは語っていた。「つまりあなたが作った機械人形を、彼が意のままに操あやつることができるのです」

　素晴らしいでしょう？　などと語るカレデュラを、ソフィはただ睨にらむだけだった。

「私は人々の生活を充実させるために機械人形を作ったんです」

　こんなことのために機械人形を作ったわけではない。

「わたくしと理想は同じですね、ソフィさん」

　くすりと笑うカレデュラ。浮かべた笑みはどことなくソフィを見下しているようにも見えた。「だから私も祈物を使って格差かくさのない社会を目指しているのです」

　二人が話す間も、ラウールの意志に従って機械人形が会場を歩く。

　カレデュラが視線を向けたとき、機械人形はちょうど両手の武器を構えたところだった。銃口じゅうこうが向かう先には他の企業が用意した機械人形がひとつ。

「ところでソフィさん。争いごとをなくすための最も手っ取り早い方法は何だと思いますか？」

　そしてカレデュラはソフィの答えを待つことなく、語る。

「武器を持った人間を一人残らずこの世から消すことです」

　まるでその瞬間しゅんかんを待ち望んでいたかのようだった。

　雷かみなりが落ちたかのような音が衝撃しょうげきと共に鳴り響く。その場の誰よりも早くそれが銃声じゅうせいであることに気づいたのはソフィだった。完成に至るまでに散々さんざん射撃のテストをさせられていたため聞き慣れていた。そしてだからこそ誰よりも早く顔を上げて絶望した。

　自身が作り上げた機械人形の手から発射された弾丸だんがんが、展示されていた機械人形の首を撃うち落としていた。

「え……あ、あれ……？」

　そこにいた誰もが未いまだ事態を理解できずに狼狽うろたえる中、ラウールが戸惑とまどいに満ちた声を上げる。

　尚なおもソフィの機械人形は別の機械人形へと照準しょうじゅんを合わせていた。

「あ、あの……カレデュラ様、こういうとき、どうやって止めれば……」ラウールは札に触れながら尋ねる。

　外れない。

　自身の分も、機械人形に貼り付けた分も。

「止める？」

　はて？　ととぼけて小首こくびをかしげながら、カレデュラは答える。「ご自身の意志なのになぜ止める必要があるのですか？」

　その力はあなたが望んだものでしょう？

　くすりと笑うカレデュラは、これまで浮かべていた作り物のような笑みとは程遠いほど、心地よさそうに笑っていた。

　そして再び銃声が鳴り響く。

　苦しい、辛い。助けてほしい。

　その場で崩れ落ちたソフィの嘆なげきは、誰の耳にも届かなかった。





◇






「逃げろ！　銃声だ！」

　誰かが言ったその言葉がけたたましい悲鳴の数々に飲み込まれる。会場に溢れていた人々が蜘蛛くもの子こを散らすように逃げてゆく。

　どこから銃声がしたのかは明白。

　会場の一番奥。

　そこに何があるのかも、ボクたちは分かっていた。

「……さすがにこの展開は想定外そうていがいでやんす」「早すぎるでありんす」

　ボクと両手を繫いでいたクロエちゃんとシロナちゃんが同時に呟つぶやき、抱えていた荷物の中からそれぞれ武器を出す。クロエちゃんはどんな物でも弾く盾。シロナちゃんは鋼鉄も砕く小槌。念ねんのための備えとして持ってきた祈物だ。

「この展開はつまるところ、お二人のお知り合いが想像以上に道を踏ふみ外していた、という解釈かいしゃくでよいですか？」

　人々が逃げる流れに逆らって、遠くを眺めるイレイナさん。

　その向こうにはゆっくりと動きながら、銃を乱射らんしゃしている大きな機械人形の姿があった。

「さすがにこんなところで銃を乱射するような人間が相手だとは思いませんでした」

　確かに想定外といえますね、とため息を漏らしながらイレイナさん。

「どうかしら。機械人形が暴走しているだけなのかもしれないわよ」

　イレイナさんの隣で遠くを見つめながら冷静に語るリリエールさん。ちなみに背丈せたけが足りないので椅子いすの上に立ちながらの観察だった。お行儀ぎょうぎが悪い。

「機械人形のすぐ近くで慌ててる男がいるし、大方おおかた、事故で暴走してしまったんじゃない？」

「どちらにせよ戦闘は避さけられなくなったということですか」

「そういうことになるわね」

　二人して淡々たんたんと言葉を並べながらも、その背中からは「近づきたくないなぁ……」という心中しんちゅうが透すけて見えるような気がした。そしてそんな合間にも銃声が会場の奥から響き、逃げ惑まどう人々の声は徐々じょじょに遠く離れてゆく。

　とはいえそんな危機的状況下であってもボクはいたって冷静れいせいだった。

「クロエちゃん、シロナちゃん、二人が戦う必要なんてないよ！」

　えへん、と胸を張るボク。

　首をかしげる二人に、ボクは武器を掲かかげて見せた。念のために用意した祈物の一つ。必ず当たるブーメラン。

「ボクが祈物で機械人形を退治たいじするから。安心して」

　ここは戦い慣なれている大人のボクが先陣せんじん切って二人を守ってあげるべきだろう。古物屋リリエールで働き始めて数ヶ月。大なり小なり修羅場しゅらばをくぐり抜けてきたボクにとって、遠くで銃を乱射している人形ごとき、恐おそるるに足たらぬというもの。

「ま、見ててよ」

　ボクは構え、そして力の限り振りかぶり、

「おりゃあっ！」

　ぶん投げる。凄すさまじい回転とともに空を切りながらブーメランが機械人形の元へと吸い込まれ、頭に直撃した。

　そして割れた。

　ブーメランの方が。


「…………」



　ボクの力に耐えきれなかったのか、それとも機械人形の強度きょうどに負けたのかよく分からないけど、そのまま砕くだけたブーメランは会場の床ゆかにころん、と転がった。なんてやる気のないやつだ。

「ダメだったみたいでやんすね」「そうみたいでありんす」

　やれやれ、と首を振る双子の横で落ち込むボクだった。

　こんなはずでは……。

　おまけに機械人形のほうもまるでボクの一撃など効いていないかのように平然としていたのも腹立たしかった。依然として銃を乱射している。ちょっとくらい気に留めてくれてもよくない？

「まったく、仕方しかたないですね……」

　ボクの失敗を見届けたのちに祈物を取り出したのはイレイナさん。

　矢が尽きない弓を彼女は握っていた。「目には目を。武器には武器を。やはりここは弓矢ゆみやで攻めるべきでしょう」

「弓矢使えるんですか？」

「それなりには」

　ボクに答えるイレイナさんの視線は機械人形に注がれていた。

　真剣しんけんそのもの。

　そして彼女は引き絞しぼり、放つ。矢は銃撃の中を真まっ直すぐ突き進み、機械人形の頭に直撃した。

　かん、と軽い音が鳴り響いた。

　機械人形が一瞬だけこちらを見つめた。「え？　今何か当たったんですか？」みたいなセリフが聞こえてきそうな顔をしている気がした。

　間髪かんはつを容いれずにイレイナさんは矢を放った。多分ムカついたのだろう。

　かん、と再び軽い音が響く。

　しかし流石は祈物。名の通り矢が尽きることのない弓を用いてイレイナさんはそれから何度も弓を引き絞った。何度も何度も頭に当たっては、かん、と軽い音が響く。やがてイレイナさんは弓を投げ捨てた。

「だめみたいですね」

　ブーメランも矢も役に立たないことが判明した瞬間だった。機械人形は硬かたく、破壊するためにはそれなりの力で叩かなければならないみたい。

　クロエちゃんとシロナちゃんの二人も、ボクたちの様子を見ていて同じ結論に至ったらしい。

　二人はボクたちの前に出ていた。

「ありがとうございます、でやんす」「ここから先はわっちたちの出番でありんす」

　二人は恭うやうやしくボクたちに礼をしたのち、顔をあげる。

　出会ったその瞬間からあまり変わらない顔にはほんの少しの笑みが浮かんでいた。

　大丈夫？　危ないよ。

　一歩踏み出して言いかけたところで二人は首を振る。

「あっしたちは作り物。直接攻撃をするなら生身なまみのあなた方よりも適役てきやくでやんす」「元々これはわっちたちの仕事でありんす」

　ですから結構。

　二人は言いながらボクたちに手を振り、そそくさと会場の奥へと歩み始める。

　銃撃の中へと飛び込むように。

　ボクたちが引き止めようとするのを避さけるように。

　確かに適役なのだろうし、機械人形と戦うことも視野に入れてずっと行動していたのだろうけれども。

「ここまで来たなら最後まで手伝いたいわよね」

　ボクの心を見透かしたように、小さな女の子の姿になったリリエールさんが呟いた。「私たちは人形を眺めるために今日ここに来たわけじゃない──」

　……って思ってるでしょ。

　とリリエールさんはボクを覗き込むように尋ねる。

「わかるんですか」

「こういう時にあなたが考えそうなことはね」

　くすりと笑みを浮かべるリリエールさん。

　であるならボクが何をしたいのかもきっと理解はしてくれているのでしょう。

「他に祈物ありますか？」

「ないこともないわね」

　頷きながら、彼女はポーチに手を入れる。「使う場合は多少の代償は覚悟かくごしてちょうだい」

　便利な力には代償がつきものなんだから。

　リリエールさんは、言いながらボクの手をとった。







　会場で暴走する機械人形はどうやら同類──つまり人形や機械人形を壊して回っているらしかった。まるで邪魔者じゃまものを消し去るが如く、あるいは会場で最も目立つように。

　人形を片かたっ端ぱしから消し去ってゆく。

「と、止まってくれ……！　頼む……！　ああ、あああ……」

　叫さけぶ男を無視して機械人形は両手を目の前に向けていた。合わせる照準の先には小さな人影が一つ。盾があった。

　どんな攻撃からも防いでくれる盾の祈物。

　効果は確かなものだった。雨のように浴びせられる銃撃の後ろで、平然としていることができるくらいに。

　たとえどれほど近づいても。

「──よいしょ」

　たとえ地を蹴けり機械人形の真上に向かって飛んだとしても、銃撃が盾を貫くことはない。

　機械人形はそんな盾を反射的に撃ち続ける。

　両手を上に向けているさまは傍目はために見れば隙すきだらけだった。きっと迫りくる人形は一体しかいないと思い込んでいたことでしょう。

　小槌が頭にめり込むその瞬間まで。

「おばかでありんす」

　頭上に向けて銃を乱射していた機械人形の頭にシロナちゃんが小槌を打ち込む。

　盾を持って正面から近づくクロエちゃん。そして機械人形の視線が逸れた瞬間を狙って物陰ものかげから飛び出したシロナちゃん。

　流れるように華麗かれいな連携れんけいだった。

　会場を覆っていた銃声が、その時初めて止やんだ。

　上を向いたままだらりと両手を垂らす機械人形。その上から追い討ちをかけるように盾ごと落下したクロエちゃんによって機械人形は大きな音を立てて崩くずれた。

　相手が人間だったのならばそこで終わっていたはず。

　けれど。

「──え？」

　再び機械人形は起き上がっていた。

　頭が割れている。しかしその程度。平然とした様子で機械人形は、並んでいる二人に向けて両手──銃を向ける。

　きっと二人は驚いたことだと思う。

　頭を撃ち抜かれそうになった瞬間。

　横から伸びてきた鞭むちが機械人形の両手をぐるりと巻いて捕らえ、そのまま引っ張って腕を外してみせたのだから。

　武器を失った機械人形は今度こそ音を立てて倒たおれる。

「二人とも大丈夫？」

　奪うばった両腕を放り投げながら、ボクは声をかける。

　呆然とした顔の二人がボクを見た。

「……マクミリア様でやんすか」「どうやったでありんす？」

　鞭一つで引っ張っただけでもげるほど機械人形の腕が軟弱なんじゃくに作られているはずもない。二人は不思議ふしぎそうにボクを見つめながら首をかしげていた。

　えへんと胸を張るボクだった。

「古物屋さんは依頼を受けたら最後までお世話するのがお仕事なんです」

　そして掲げてみせた手には指輪ゆびわが嵌はめられていた。

　身体能力を底上げする指輪。以前リリエールさんが嵌めていたものだ。

　ただ眺めるためにボクたちは今日ここに来たわけじゃない。

「……あなた、たち」

　倒れた機械人形の向こう。

　地面にへたりこんでいた金髪の女性が、クロエちゃんとシロナちゃんを見つめていた。きっと彼女がソフィさんなのだろう。

「見つけたでやんす」「ありんす」

　双子は顔を見合わせると、機械人形を避けて、彼女の元へと歩み寄る。そんな二人に対してソフィさんの顔には戸惑とまどいが浮かぶばかりだった。

「あなたたち……どうして、動けるの……？」

　ただの人形のはずでしょう？

　動けるはずなんてない。

　祈りでもかからない限り。

　誰かが祈らない限り。

　けれどソフィさんが大聖堂で祈りを捧げたことはない。

「あっしたちはソフィを助けるためにやってきたでやんす」「それがわっちたちに込められた祈りでありんす」

　そして双子はソフィさんの前にゆっくり腰を下ろす。

　二人が意識を与えられたとき、きっととても困ったことだろうと思う。

　祈りを捧げられてから数年の時間が経過けいかしていたのだから。

　二人に祈りを捧げた本人が、もう死んでしまっていたのだから。





◆






　クロエとシロナが、初めて目にしたのは十代の女の子だった。

　名前はヘリカ。物静かな少女だった。

　手先の器用きようさだけが取とり柄えで、暇ひまなときにたまたま制作をしたのが双子の人形。それぞれにクロエ、シロナと名をつけ、自身のお友達として生活を共にした。

　孤独を紛らわす唯一ゆいいつの方法が人形制作。ヘリカは次第に人形制作にのめり込んでいった。毎日黙々もくもくと人形と向き合う彼女の姿を双子の人形はいつも見守っていた。

　やがて時が経たち、ヘリカが十代後半になった頃、一人の男性を家に連れてくる。会話の内容から双子はその男性が彼女の才能に強く惹ひかれた起業家きぎょうかだと知った。双子の目からみても二人の仲はお似合にあいだった。

　やがてヘリカは、男と共に人形制作を仕事にするようになった。毎日楽しそうに人形を作る日々。光に包つつまれるような暖あたたかい日々だった。

　双子はそんな日々が永遠に続くように部屋の隅すみで祈り続けた。祈りは届かなかった。

　二人の幸せはたったの数ヶ月で終わりを告げた。

　男は詐欺師さぎしだった。

　会社を起こす際に借りたお金の大半が消えていた。まるで最初から存在しなかったかのように。あとに残されたのは多額の借金と、お腹なかの中に宿った新しい命だけだった。

　その頃からヘリカはよく二人に話しかけるようになった。

　私には不相応ふそうおうな幸せだった。一人で黙々とやってるほうが性に合っている。ヘリカは涙ながらに夜毎語り続ける。

　二人は今すぐにでも動き出して抱きしめたかった。あんな男は忘れてほしいと叫びたかった。

　しかし何の祈りも与えられていない二人には、言葉を語ることはおろか、頷くことさえできはしない。流れ落ちる涙を前に俯き続けるだけだった。

　やがて彼女は子どもを産んだ。

　元気な女の子。

　ソフィと名付けた。

　抱えた借金しゃっきんを返済へんさいするために彼女は子育ての傍かたわらで人形制作の仕事を続けていた。忙せわしない日々。仕事道具が家中のあちこちに置かれていた。

　だから小さな頃からソフィの傍そばには人形があった。

　家事と仕事の合間に暇を作っては彼女はソフィと遊んだ。その代わりに睡眠時間だけが極端きょくたんになくなった。

　しかし遊んだとしても一日の大半は仕事と向き合っていた。

「ごめんなさいね、ソフィ。お母さん、今お仕事中だから。向こうで遊んでなさい」

　ソフィが物心ついた頃から、二人の間に溝が生まれ始めた。

　そして埋まることなく、成長するにつれてソフィは母親と話さなくなっていった。

　最後に話したのは、ソフィが家を出る間際まぎわ。ソフィのそばに怪あやしい男の影があることには気づいていた。けれどヘリカがソフィを止めるためにはあまりにも普段の会話が少なかった。

　結局それから思い出したくもないほど悲しいやりとりの後、ソフィは家を出て行った。

　その日の夜にヘリカは大聖堂へと赴いた。

「どうかお願いします──私の願いを叶えてください」

　人形二つを連れて赴いた彼女は、祈りを捧げる。

「どうか、道を誤らないように──」

　愛娘まなむすめのソフィが自身と同じような道を歩まないように。

　もしも道を誤りそうになったとき、二体の人形が助けてあげられるように。




「まったく……親に向かってひどいことを言う子よね」

　クロエとシロナに与えられた祈りは、言葉を正確に送り届けること。

　道を誤りそうになったときに手を差し伸べること。

　そのためにヘリカの言葉を──出会ってから今に至るまでの出来事をすべて正確に記憶していた。

　真まっ先さきに思い出すのは大聖堂で祈りを捧げた翌日のことだった。

「あなたたちもそう思うでしょう？　クロエ、シロナ」

　祈りを捧げ大聖堂で青白く光り輝いたとき、ヘリカは自身の人形に祈りを捧げられたことを確信していた。

　楽しげな様子で人形に語りかけるヘリカの様子は、娘に伝えるべきメッセージを二人に残しているかのようだった。

　だから聞き漏らすことなく二人は静かに耳を傾かたむける。

「でも大丈夫。ちゃんと分かってる。あなたが本心で言っていないことくらい」

　遠く離れていても、時が経っても、ヘリカがソフィを想う気持ちは変わらなかった。

「私も少し言いすぎちゃったわね、ごめんなさい。ただ、私のようになってほしくなかっただけなの。馬鹿な男に騙だまされて、不幸になって、そんな人生を歩んでほしくなかっただけ」

　傍らでただ沈黙ちんもくを続ける二つの人形を眺めながらヘリカは穏やかな表情を浮かべていた。娘が今、どこで何をしているのかも、ヘリカは知らない。

「ねえ、ソフィ」

　病に倒れたあとも、変わらず。

　ヘリカは語り続けていた。

「あまり無茶むちゃをしないでね」

　安らかな顔で、語り続けていた。

「悪いところまで、私に似なくてもいいのよ」

　ヘリカから語られた言葉のすべてをシロナとクロエは正確に伝えた。伝えたところですべて正確にソフィが理解できたかどうかは自信がなかった。

　俯き、震ふるえるソフィは嗚咽おえつを漏らしてばかりでまともに話を聞けるような状態には見えなかった。肩に触れてクロエは大丈夫でやんすか、と尋ねる。

　顔を上げたソフィは小さな子どものように泣きじゃくっていた。

　思い出すのはずっと見つめていた母の背中せなか。

　小さな頃は仕事ばかりに向き合って目を合わせてくれない冷たい親だと思っていた。けれど家を出た今になって思い出すのは、娘のために仕事に打ち込む一人の親の姿。

　その合間に時々こちらを振り返って笑顔を見せる母の姿。

　向き合おうとしていなかったのは自分自身。

　その事実に気づいた頃には二度と会えなくなっていた。道を誤ってもいた。

「お母さんは──」

　こぼれ落ちる涙を汚れた両手の裾すそで拭いながら、ソフィは尋ねる。「お母さんは、最期さいご、どんな顔をしてた……？」

　クロエとシロナは顔を見合わせる。

　わざわざ思い出すまでもない。

「いつもと変わらぬ顔をされていたでやんす」

「穏やかで、綺麗な顔をしていたでありんす」

　十代の子どもだった頃のように──完成したばかりのシロナとクロエを見つめていたときのように純粋で澄んだ瞳をしたヘリカの姿。彼女の中に心配ごとなど何もない。

　最期の時まで、ヘリカは娘の身を案じていた。

　同時に娘の安全を確信していた。

　病床びょうしょうの傍ら。

　語り続けるヘリカの横で、二人が沈黙ちんもくしていたということは。

　ヘリカが最期の時を迎えるまで、ソフィが道を踏み外すことなく過ごすことができていた証拠しょうこに他ならないのだから。





◇






　人形博覧会で起きた事件は当然のようにしばらくの間、新聞の一面いちめんを大いに飾かざることになった。

　性能のいい機械人形を作って名をあげたかった彼らからすればこれほど皮肉ひにくな話もないだろう。

　五年に一度の祭典で突然の暴走。

　そもそも機械人形に武器を仕込んでいたことが問題視され、それから連鎖的れんさてきにソフィさんが在籍ざいせきしていた会社の社長であるラウールの悪事あくじがぼろぼろと露あらわになった。

　どうやら材料費を誤魔化していたり、出所不明しゅっしょふめいの怪しい祈物を使用していたり。それから他にも横領おうりょうやらパワハラやらありとあらゆる悪事がぼろぼろ零こぼれ、当然のごとく捕まった。しばらくは平和とは程遠い檻おりの中で暮らすことになりそうだ。

　諸悪しょあくの根源こんげんともいえる男が檻に押し込まれたことにより事態はようやく落ち着き、事件から一週間経った今では新聞に目を通しても人形博覧会の記事は見当たらない。

「やっと平和になったかも」

　見出しは他愛たあいもないニュースで溢れている。

　紙面しめんを飾っている話題の中で人形に関するものを探してみても、目に留まるのは『有名経営者が突然の出頭しゅっとう。過去に結婚詐欺を行ったことを自白じはく』などという人形とはまるで関係なさそうなものだけだった。なにやら人形に命を狙ねらわれているから檻の中に入れて保護してほしいと有名経営者とやらが保安局ほあんきょくに頼み込んできたらしい。

「ははは人形が人を襲うなんて」「おかしなことを言う人もいるもんでありんす」

　ボクの両隣で座っていた双子が新聞記事を覗き込みながら笑っていた。

　いや……。

　目が笑ってないように見えるけど……。

　ボクは顔を上げて辺あたりに視線を向ける。新聞を読んでいる間にも準備が進んでいたらしい。並べられた椅子いすは次々と埋まり、見渡す限り記者が腰こしを下ろしてメモやカメラを持って待ち構えていた。

「もうすぐ始まるわよ」

　近くの席からリリエールさんがボクに語りかける。見慣れた大人の姿に戻った彼女は穏やかな顔色で壇上だんじょうを見つめていた。

　そこには白い布で覆われた機械人形が一つ。

　事件から一週間が経った今、ラウールの下で働いていた技術者の新たな機械人形の発表会が、郊外のとある屋敷で執とり行われていた。

　ボクたちはその主催者しゅさいしゃに招まねかれてやってきたお客さん。

「お待たせしました」

　やがて、主催者のソフィさんがゆっくりと現れる。彼女は白い布の横に立つと、ひとつ深呼吸をしてからゆっくりと取材陣とボクたちに向けて頭を下げる。

「先日はお騒がせして大変申し訳ありませんでした──」

　技術者である彼女もまたラウールに利用されていたことは周知しゅうちの事実で、彼女に対する同情どうじょうの声も多い。けれど関わった一人として、責任を感じているようだった。

　ボクたちや取材陣に送られた招待状しょうたいじょうにも、謝罪しゃざいの言葉が丁寧ていねいに綴つづられていた。

「私が本当に作りたかったもの、是非ぜひご覧らんになってください」

　人を傷つけるような物でなく、人を助ける機械人形。それが本来目指していたものなのだと、彼女は白い布に触れながら優しく語る。

　きっと悪人あくにんに才能を利用されていただけで、彼女自身には高い技能と、強い信念があったのだろう。

　ゆっくりと彼女が腕を引いて露あらわになったのは、たった一週間で用意したとは思えないほど精巧せいこうな機械人形。

　椅子に座った一人の女性の姿を模していた。

「こちらの機械人形の機能をご説明します──」

　優しく語りかける彼女を眺めながら、ボクは新聞紙をたたむ。

　思い出していたのは一週間前。

　事件の直後のことだった。

「終わったみたいですね」

　ボクの後ろにひょっこりと現れたのはイレイナさん。それとリリエールさん。

　銃を乱射していた機械人形は両腕を失い倒れていて、そのすぐ後ろでクロエちゃんとシロナちゃんの二人を抱きしめるソフィさん。

　すべてが終わった後であることは一目瞭然いちもくりょうぜんだったことだと思う。

「さすがね」誇らしげな顔でリリエールさんは倒れた機械人形を見つめていた。

　まったくです、とボクは頷く。

「鞭も指輪もさすがの性能でした」

「今のはあなたに言ったのよ」

　おばか、とボクを小さな手でぽん、と叩くリリエールさん。「あなたを信じてよかったわ。ありがとう」

「いやあそれほどでも」

「ちなみに明日は休みでお願い」

「やっぱり子どもの姿はまだ続きそうな感じですか？」

「ううん、そうじゃなくて」リリエールさんはボクの手を指差す。「それ、使ったら一日は動けなくなるから」


「…………」



　ボクは視線を落とす。嵌はめられているのは身体能力を底上げする指輪。使えば身体は人の力を易々やすやす超えられるようになるけれど、代わりに大きめの反動が必ずやってくる。

　そういう効果の祈物。

　とはいえ一回鞭を振るっただけなのですけど……。

「……筋肉痛、結構ヤバいですか？」

「買い物は今日のうちに済ませておくことね」

　買い出しなんてやってられないから、と意地悪いじわるに笑うリリエールさん。まさしく経験者は語るといったところ。

「まあ便利な祈物には代償がつきものですしね……」

「過ぎたことを求めればそれだけ見返りを求められる。当然の話ね」彼女は語る。「祈りだって当初はどうしても祈りに頼らなければならない状況のために作られたものだもの。安易あんいに祈りを捧げることができてしまうから古物屋の倉庫が圧迫あっぱくされるのよ」

「悪循環あくじゅんかんですねえ……」

「でも安心したわ」

「？」

　首をかしげながらボクはリリエールさんを見下ろす。

　彼女は真まっ直すぐ、ソフィさんたちを見つめていた。嬉しそうに。眩まぶしそうに。

「まだ大聖堂を真まっ当とうな方法で使う人がいてくれて、安心した」

　どうしても手が届かないとき、拭いきれない後悔を前にして、最後の最後にヘリカさんが頼ったものが祈りだった。

　そして願いは届き、今、意識を与えられた二人は泣いているソフィさんを抱きしめている。

「ごめんなさい……！　悪い娘で、ごめんなさい……！」

　嗚咽と共にソフィさんの口から漏れるのは後悔の数々。彼女は泣いていた。幼い子どものように、人目を憚はばかることなく大声で。

「大丈夫でやんす」クロエちゃんはそんな彼女の背中をさすり。

「やり直すことはいくらでもできるでありんす」シロナちゃんは頭を撫でる。

　今からでも。

　いつからでも。

　幾いくらでもやり直すことができる──と。

　よく似た顔立ちの双子は揃って語りかける。

　まるで娘を見守る母親のように愛情に満ちた表情を浮かべながら。

　ソフィさんが最新の機械人形を説明する傍らで当時のことを思い出していたのは、きっと今の彼女がまさしくそのときと同じような顔をしていたからだと思う。

「──ご覧ください」

　ゼンマイを巻いて機械人形を動かす。

　椅子に座った機械人形は、単純な家事をこなすことができるという。

　例えばマフラーを編あんだり、例えばお掃除をしたり──簡単な仕事を肩代わりすることができるという。
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「日々の繰り返しの中でほんの少しだけ生活を助けてくれる。それが私の目指した機械人形です」

　大変な毎日が少しだけ楽になる。たったそれだけでも十分に意義がある。彼女は柔らかく語っていた。

　一通り説明が終わったところで記者の一人が手を上げる。

「その機械人形、名前は何か決めていますか？」

　当たり障さわりのない質問。

　ソフィさんは頷いた。

「勿論もちろんです」

　美しい機械人形の肩に優しく手を触れ、彼女はそれから語る。

　離れてもなお、彼女を守り続けていた、たった一人の最愛さいあいの人の名前を。
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　古物屋こぶつやリリエールは私の店。

　ずっと前から私一人で営いとなんでいた古物屋。祈物れいぶつを集めて、祈物を売って、けれど大半は祈物のせいで苛立いらだっているから怒おこられたり悲しまれたりして、それからほんの一部の人にだけ感謝される。大通りにあるのに誰の視界にも入らない。あるのかないのかも分からない。そんなお店。

　ずっと前からそうだった。

　店の奥のデスクから見える景色けしきはいつでも静まり返っていた。

「リリエールさん、リリエールさん！　見てください！」

　騒さわがしいと感じるようになったのは、数ヶ月前から。縁えんあってマクミリアが私の店で働くようになってからのことだった。

　思えば当時から客の出入りが増えた気がする。

「いやあ実にいい出来ですね……」

　誇ほこらしげな顔を浮うかべているイレイナ。客足きゃくあしが大幅に増えたのは彼女のおかげでもある。

　二人が私のデスクの向こうから差し出してきたのは、大量の写真だった。

「……なに？」

　私、写真の良よし悪あしとかはよく分からないのだけれど……、巷ちまたの流行りゅうこうにも疎うといし。

　などと思い眉根まゆねを寄せながら手に取った写真は、しかし一目見た瞬間に「写真……？」と首をかしげてしまうような代物しろものだった。

　小さな四角い紙の中。

『どうもでやんすー』『いえーいでありんすー』

　クロエとシロナ。二人の人形がこちらに向けて手を振り、喋しゃべっている。

『わっちたち、実は最近、近所のレストランで働くようになったでやんすー』『きてくれたらサービスするでありんす』

　可愛かわいらしい制服姿を見せびらかすように二人はその場でくるりと回る。

　写真なのに動いて喋っている……？

「ふふふ、どうですかこれ。すごいでしょう。この前、街を探索たんさくしてたときにボクが見つけた祈物なんです」

　えへん、と胸を張るマクミリア。

　一枚めくるとまた違う写真が現れる。

『あ、どうも……？　あの、マクミリアさん、これでいい？』

　少し前からたびたびうちの店に来ているフレイアだ。

『いいよ！　可愛かわいい！　最高！』

『えへへ……』

　恐おそらくカメラを構えているであろうマクミリアとのやりとりまで、はっきりと写真から聞こえてくる。

　これは一体……？

「撮った写真が動いて喋るようになるカメラ、だそうですよ」

　首をかしげる私にイレイナは説明する。「その様子だとリリエールさんでも知らなかったみたいですね」

　恥はずかしながらその通りだった。

「こんなものがあったのね……」

　ため息が漏もれてしまう。

　この国で過ごして長いことになる。

　祈物のことならすべて知ったような気になっていたから──私でもまったく想像のつかないような祈物なんてもう現れることはないだろうという驕おごりにも似た想いが心のどこかにあったのかもしれない。

　一枚めくるごとに、新しい写真が私の前に現れる。

『マクミリアちゃん、いくよー？』

　こちらにウインクをしたのち、シャボン玉を空に向けて吹くリナベル。

『こ、こら！　保安局員ほあんきょくいんを盗撮とうさつするんじゃない！』

　顔を真まっ赤かにしながらカメラを抑えようとするアンリ。その隣となりで楽しそうに笑う一人の女性。

　私たちの店が関わってきた人々の活いきた姿が写真の中には納まっていた。

「ボク、ちょっと前から考えてたんですよ」

　マクミリアは私を見つめていた。「リリエールさんって、写真が苦手にがてじゃないですか。でも、写真にずっと写らないのって寂さびしい気がするんです」

「寂しい……？」

「寂しいですよ。後になって思い出したいことができたとき、写真があったほうが絶対いいに決まってるんですから」


「…………」



　後になって思い出したい。

　少なくとも、一人で店を営んでいた頃は、そんな風に積極的に思ったことはない。だから写真も撮ってこなかった。

「リリエールさんは写真が苦手みたいですから、こっちなら大丈夫だいじょうぶじゃありません？　シャッターを押さなくても、このカメラを構えてるだけでさっき見せたような写真が撮れるんですよ！」

　というわけで写真を撮りましょう！

　興奮こうふんしながらマクミリアは語っていた。


「…………」



　まったく。

　ため息が漏れてしまう。

「そんなに私と写真が撮りたいの？」

「撮りたいです！」

　はっきり即座そくざに断言だんげんするマクミリア。

　きっと私が何を言っても撮られることは目に見えている。

「分かったわ。じゃ、撮りましょ」

　それなら無理むりやり撮られるよりも前向きにカメラに向き合ったほうがいいでしょう。私はその場で立ち上がって二人に視線を返す。

「その言葉を待ってました！」

　やったぁ！　と喜びながらマクミリアは三脚さんきゃくを店の奥に用意する。


「…………」



　昔では考えられないことだった。

　私が積極的に写真に写ろうとすることも。

　店がこんなに騒がしくなるのも。

　誰かと店にいることを嬉うれしく感じることも。

「？　どうかしました？　リリエールさん」

　ひょっとしたら変な顔をしていたのかもしれない。

　イレイナが私の顔を覗のぞき込んで首をかしげていた。

「ううん、何でもない」

　だから私は首を振り、咳払せきばらいをしてから、表情を引き締しめる。

　こんな顔、写真に残されてしまったら大変たいへんだもの。
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あとがき









　都内とないへと引っ越してからだいたい一年くらい経たちました。

　やはり人が多ければ変わった人も多いもの。

　信号待ちでぼけーっと立っているときに自転車に乗ったお兄さんから「おめでとうございます！」と叫さけばれたり、ジムで知らない人から「あの器具使ってもいいですか？」と許可を求められたり、それから道を歩いていたら知らない女性にすれ違いざまに見得みえを切られ（歌舞伎かぶきでよくみるポーズのこと）たり、なんやかんやでそんな感じに色々な変わり者たちと出会って参りました。

　しかしそうはいっても僕ぼくも僕で毎日ネコ相手に裏声うらごえで話しかけたり背中せなかに乗せてドッキングごっこなどと謳うたって部屋中を徘徊はいかいしたり、窓の外を眺ながめているネコの後ろで奇妙奇天烈きみょうきてれつな動きをして振り向いてもらう遊びをしていたり等おかしな言動げんどうは尽つきないのでどっちもどっちかもしれねえ。変な人と絡からむとき、自身もまた変な人になっているのだとニーチェも言っていた気がする。

　余談よだんですがネコが窓の外を眺ながめている時というのは必然的にカーテンは全開であり、窓の外から見ればただ窓辺で変な動きをしている変な人間であるため、通報されるのも時間の問題かもしれねえ。

　通報されないことを祈いのるばかり。

　祈るといえば『祈いのりの国くにのリリエール』の第二巻をご購入いただきありがとうございます！　ここから先は二巻の内容についてコメントを入れていきたいと思いますので、ネタバレが嫌いやな方やまだ読んでいない方は回れ右でお願いします！　それではどうぞ。




●第一章『古物屋こぶつやリリエールへようこそ』

　この巻のプロローグ的な立ち位置の短編ですね。さりげなくフレイアさんが再登場しています。フレイアさん好きだ。儚はかない感じの女子が好きだ。




●第二章『想おもいシャボン』

　リナベルさんメインの回ですね。便利なものを願い、手に入れるのであれば、扱あつかい切れるだけの知性ちせいも同様に必要になるものだと僕は思います。身の回りに溢あふれている物の進歩は決して人類そのものの進歩とはイコールではないような気がしてなりません。




●第三章『眠ねむれない夜よるの対処法たいしょほう』

　数年前の兼業けんぎょう時代、無理をするためにエナジードリンクをがぶ飲みし、寝不足ねぶそくでお腹なかが崩くずれてきたら整腸剤せいちょうざいを飲んで……というような生活をしていたことがあったのですけれど、無茶むちゃが無茶を呼びさらにその無茶がもっと大きな無茶を呼び……と終わらない無茶が続くことになるので決してみんなは真似まねしないようにね！




●第四章『秘ひめられたパーティ』

　完全にコメディ回で特に語れる部分がありませんね……。文庫版ぶんこばんのほう（５年前に出たリブート前のリリエール）ではマクミリアの性別せいべつをぼかして書いていたのですが、こちらの方でははっきりと女性と書いてるのでこういう類たぐいのネタもできるようになりました。嬉うれしい限り。




●第五章『鏡かがみの最適さいてきな使つかい方かた』

　イレイナさんのお金稼かねかせぎ外伝がいでん。みたいなお話ですね。ちなみに『祈りの国のリリエール』の方のイレイナさんは『魔女まじょの旅々たびたび』でいうと大体３巻から４巻の間のイレイナさんです。




●第六章『理想的りそうてきな物語ものがたり』

　アンリさんメインの話になります。プロットを書いてる段階では死人が出るような話になっていたのですが、いざ書き終わってみると誰も死なない話になってました。二章と最終章もそうですが、『魔女の旅々』ではなかなかこうした話は書けないので結構新鮮けっこうしんせんでした。




●第七章『人形博覧会にんぎょうはくらんかい』

　例の双子ふたご初登場回ですね。文庫版の頃からいたキャラでしたので文庫版既読きどくの読者さんたちからは「例の双子がいない……？」と驚かれたりもしましたが、ノベル版で出し直すにあたってリリエールさんとマクミリアさんの二人に焦点しょうてんを当てたかったので、二巻の締しめでの登場となりました。




●第八章『古物屋こぶつやリリエールへようこそ（再さい）』

　二巻のエピローグ的な話ですね。個人的には双子の存在もあり、『祈りの国のリリエール』という物語は一巻と二巻でまとめて一つの巻、みたいな印象があります。




『祈りの国のリリエール』は要所要所ようしょようしょで語っている通り、五年前にＧＡ文庫さんから出した『リリエールと祈りの国』のリブート作品という位置付けになってます。リブートと言いつつ設定から何から一から書き直してるのでキャラクターを引き継いだ別作品というような位置付けでもいいかもしれません。個人的には『魔女の旅々』ではできないような話ばかりなので新鮮な気持ちで書いてます。

　そんなこんなで二〇二二年の四月も過すぎ、『魔女の旅々』シリーズも六周年。僕の作家デビューも六周年。色々あった六年でしたね。

『魔女の旅々』のシリーズも結構巻数が重なってきました。

　今後も『リリエール』のシリーズ含め、あらゆることをしてシリーズをバンバン盛り上げていきたいと思っているので、応援いただけたら嬉しいです！

　ちなみに。もう発表になっていることかと思いますが、『魔女まじょのの旅々たびたび 学園がくえん』も前述ぜんじゅつしたあらゆることの内の一つです。

　以前から編集さんと打ち合わせの度たびに「やろうよ！　ドラマＣＤたいな感じの話！　『魔女の旅々』かそれ以外の全然関係ない新作で」と提案してもらい、その度に「んんー？（ジンギスカンをほおばりながら首をかしげる）」などしていたのですが、東京に来てから僕が落ち着いた頃のタイミングで「確かにドラマＣＤみたいな話を小説でできたら面白おもしろいな……」と思い至いたり、新作『ナナがやらかす五秒前ごびょうまえ』の企画がスタートしました。話を全然聞かない男、白石定規しらいしじょうぎ。

　この企画がスタートしたとき同時に「じゃあ『魔女の旅々』の特典でもやろう」という話になり、『魔女の旅々 学園』も同様に企画が立ち上がったのでした。ちなみにこの時もジンギスカンを食ってました。すべては羊肉ようにくのおかげ。羊肉……。

　恐らく二〇二三年の頭あたりに『魔女の旅々』20巻と同時発売で『ナナがやらかす五秒前』が発売。『魔女の旅々 学園』はその同時購入特典あたりの位置付けで出るかと思います。内容は完全にどちらも『魔女の旅々』のドラマＣＤのような全編コメディの物語になる予定です。予定だけどね、予定！

　とまあ色々新企画も動いたりしていますが、そんな最中でも『祈りの国のリリエール』もガンガン続きを書いていきたいと思いますので、何卒なにとぞよろしくどうぞ！

　とはいえそんなわけで『魔女の旅々』や『祈りの国リリエール』などなど、これからも一緒に盛り上がっていきましょう！

『祈りの国のリリエール』のドラマＣＤ……出したいな……！

　話は変わりますが都内に引っ越してきて一年以上経った今、色々な料理に挑戦中です。

　まだまだ初歩中の初歩の料理ばかりですが、新しいことができるようになるのは楽しいものだなと嚙かみ締しめながら日々を過ごしてます。酒とみりんを間違えて使っていた馬鹿ばかな作家はもういない。

　そして二〇二二年の四月からは、私ごとにはなりますけれども、一時的に専業作家となりました。

　別に『祈りの国のリリエール』含め新企画を複数回すことになっていよいよ専業作家にならないと間に合わなそうだからという事情……もまあ多少はあったりなかったりはするのですが、個人的には一生専業作家をやり続けるつもりはありませんし、今の専業化もあくまで一時的なものと捉とらえています。なので多分しばらくしたらまた会社員やってるかもしれません。予定だけどね、予定！

　そんなわけで色々と語って参りましたが、今後も作家として息が続く限り、『祈りの国のリリエール』含めさまざまな物語を紡つむいでいきたいと思っています。『祈りの国のリリエール』２巻の刊行に際し関わっていただいたすべての皆さん、読者の皆さんに感謝します。ありがとうございます！

　そして今後も応援よろしくどうぞ！

　白石定規でした。

　それではまた３巻でお会いしましょう！　※現時点では３巻の予定は未定だけれど絶対に出したいという強い思いを込めて。









AUTHOR

白石 定規（しらいし・じょうぎ）

エビ好きに悪い奴はいねえ。そんな人生。




ILLUSTRATION

あずーる

カニよりエビ派です。










ファンレター、作品の感想をお待ちしています




本書に関するご意見・ご感想は

下のQRコードよりお寄せください。

※アクセスの際に発生する通信費等はご負担ください。




[image: ]

https://ga.sbcr.jp/




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「白石定規先生」係

「あずーる先生」係











ＧＡノベル

祈いのりの国くにのリリエール２


白石定規








発行人　小川　淳





発行所　SBクリエイティブ株式会社

　　　　〒１０６－００３２

　　　　東京都港区六本木２－４－５







装　丁　　　AFTERGLOW

印刷・製本　中央精版印刷株式会社






２０２２年６月３０日　初版第一刷発行

２０２２年７月１５日　電子第一版発行




©Jougi Shiraishi　　ISBN 978-4-8156-1554-3





item/image/P067.jpg





item/image/P265.jpg





item/image/P146.jpg





item/image/P267.jpg
MR ~=H~R (00N ()






item/image/P107.jpg





item/image/cover.jpg





item/xhtml/inserted_file_fb32d6ab_001_svg_raster.jpeg





item/image/white.jpg





item/image/P272.jpg





item/image/logo.png
eA T





item/image/P076.jpg





item/image/P015.jpg





item/image/P018.jpg
- RN






item/image/P133.jpg
HOmE N EIR






item/image/P211.jpg





item/xhtml/inserted_file_fb32d6ab_004_svg_raster.jpeg
szl

Sreh Ve ST T

Riviere and the nation of the prayer

+CHARACTER





item/xhtml/inserted_file_fb32d6ab_003_svg_raster.jpeg





item/image/P141.jpg





item/xhtml/inserted_file_fb32d6ab_002_svg_raster.jpeg





item/image/P003.jpg
ﬁ%gn/n/i]w«l%/:%






item/xhtml/inserted_file_fb32d6ab_005_svg_raster.jpeg
[2000 2§ gm— |

[Sn— L PRen—]





item/navigation-documents.xhtml


CONTENTS



		表紙


		目次


		第一章　古物屋リリエールへようこそ


		第二章　想いシャボン


		第三章　眠れない夜の対処法


		第四章　秘められたパーティ


		第五章　鏡の最適な使い方


		第六章　理想的な物語


		第七章　人形博覧会


		第八章　古物屋リリエールへようこそ（再）


		奥付







Guide



		表紙


		目次


		本編


		奥付








item/image/P209.jpg
LN





item/_page_map_.xml
 
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   




item/image/P094.jpg
RR/OKHL~KNT






item/xhtml/inserted_file_fb32d6ab_007_svg_raster.jpeg
AR BRI RISE S B o 08
PN IR A i ) B

El/\ﬁkl.h%/&h/ f N, ..., .

B |






item/image/QRcode.png





item/xhtml/inserted_file_fb32d6ab_006_svg_raster.jpeg





item/image/P000e.jpg
MR BIRASRIE S 278 1

PN NI 0 i ) e 1

El/\knA I.K QTN fION, ...
B |






item/image/P000d.jpg





item/image/P161.jpg





item/image/P000a.jpg





item/image/P000c.jpg
[2000 0§ gm— |






item/image/P000b.jpg
”';—Vb

ok AN TR

Riviere and the nation of the prayer

+CHARACTER





